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序文
Amazon Redshift コネクタを使用して、Amazon Redshift と Amazon Redshift V2 コネクタについて学びま
す。パート I を使用して、概要と Amazon Redshift V2 コネクタと Amazon Redshift コネクタ間の機能比較を
確認します。パート II とパート III を使用して、Amazon Redshift コネクタで利用できる機能について学習し
ます。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト
Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト（http://www.informatica.com/cloud）にアクセスでき
ます。このサイトには、Informatica Cloud 統合サービスに関する情報が含まれます。

Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティ
Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティを使用して、技術的な問題について議論し、解決しま
す。また、技術的なヒント、マニュアルの更新情報、FAQ（よくある質問）への答えを得ることもできます。
次の Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティにアクセスします。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration
開発者は、次の Cloud 開発者コミュニティで詳細情報を確認したり、ヒントを共有したりできます。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration/cloud-
developers
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Informatica Intelligent Cloud Services マーケットプレース
Informatica マーケットプレイスにアクセスすると、データ統合コネクタ、テンプレート、およびマップレッ
トを試用したり購入したりできます。
https://marketplace.informatica.com/

データ統合コネクタのドキュメント
データ統合コネクタのドキュメントには、マニュアルポータルからアクセスできます。マニュアルポータルを
利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてください。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center は、Informatica のセキュリティポリシーおよびリアル
タイムでのシステムの可用性について情報を提供します。
Trust Center（https://www.informatica.com/trust-center.html）にアクセスします。
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center にサブスクライブして、アップグレード、メンテナン
ス、およびインシデントの通知を受信します。Informatica Intelligent Cloud Services Status ページには、す
べての Informatica Cloud 製品の実稼働ステータスが表示されます。メンテナンスの更新はすべてこのページ
に送信され、停止中は最新の情報が表示されます。更新と停止の通知がされるようにするには、Informatica 
Intelligent Cloud Services の 1 つのコンポーネントまたはすべてのコンポーネントについて更新の受信をサブ
スクライブします。すべてのコンポーネントにサブスクライブするのが、更新を逃さないようにするための最
良の方法です。
登録するには、https://status.informatica.com/に移動し、［更新を購読登録］をクリックします。その後、
電子メール、SMS テキストメッセージ、Webhook、RSS フィードとして、またはこの 4 つを任意に組み合わ
せて送信された通知を受信することを選択ができます。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話またはオンラインでカスタマサポートセンターに連絡できます。
オンラインサポートについては、Informatica Intelligent Cloud Services の［サポート要求の送信］をクリッ
クしてください。またオンラインサポートを使用して問題を記録することもできます。オンラインサポートを
利用するには、ログインが必要です。https://network.informatica.com/welcome でログイン要求できます。
Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica の Web サイト
https://www.informatica.com/services-and-training/support-services/contact-us.html に掲載されていま
す。
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パート I: Amazon Redshift コネク
タの概要

この部には、以下の章があります。
• Amazon Redshift コネクタの概要, 11 ページ
• コネクタ比較, 13 ページ
• タスクの例, 17 ページ
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第  1  章

Amazon Redshift コネクタの概要
Amazon Redshift コネクタを使用して、Amazon Redshift に対してデータの読み取りおよび書き込みを実施で
きます。コネクタを使用して、Amazon Redshift のレコードを表すソースとターゲットを作成します。。
Amazon Redshift コネクタを使用してデータ統合タスクを作成および実行する場合、Secure Agent は、タス
クフローと Amazon Redshift 接続設定を基にして Amazon Redshift に対してデータの読み取りおよび書き込
みを行います。Secure Agent は、TCP/IP ネットワークを介して Amazon Simple Storage Service（Amazon 
S3）に接続し、データに対して読み取りと書き込みを行います。Secure Agent は Amazon ドライバを使用し
て Amazon Redshift と通信します。
任意のデータソースから Amazon Redshift にデータを移動できます。
次のコネクタを使用して、接続を作成し、Amazon Redshift に対してデータを統合します。
Amazon Redshift V2 コネクタ

これは Amazon Redshift の接続に推奨されるコネクタです。Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、
マッピングまたはマッピングタスクを作成します。

Amazon Redshift コネクタ
これは Amazon Redshift コネクタの古いバージョンです。同期タスクを使用するときにのみ、Amazon 
Redshift コネクタを使用してデータの読み取りと書き込みを行うことをお勧めします。
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Secure Agent と Amazon Redshift の統合
Secure Agent は、Amazon Redshift 接続を使用して Amazon Redshift に接続します。
次の図は、Secure Agent が Amazon Redshift に接続してデータを読み取る方法を示しています。

Secure Agent は、Amazon Redshift に接続して UNLOAD コマンドを発行し、Amazon Redshift から接続プロ
パティに指定された Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）バケットにデータを読み取ります。その
後、Secure Agent は TCP/IP ネットワークを経由して Secure Agent システム上でステージングディレクトリ
にデータを保存します。
次の図は、Secure Agent が Amazon Redshift に接続してデータを書き込む方法を示しています。

Secure Agent は、Secure Agent システムのステージングディレクトリからデータを読み取り、TCP/IP ネット
ワークを経由して Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）にデータを書き込みます。Secure Agent
は、Amazon S3 から Amazon Redshift のターゲットテーブルにデータを書き込む COPY コマンドを発行しま
す。
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第  2  章

コネクタ比較
データを統合または取り込むための要件に基づいて、Amazon Redshift コネクタまたは Amazon Redshift V2
コネクタのいずれかを使用して、データ統合タスクを作成できます。
統合タスクの作成と読み取りおよび書き込み操作を設定するための機能は両方のコネクタで異なります。
Amazon Redshift V2 コネクタに新機能と改良点が提供されているため、Amazon Redshift V2 コネクタを使用
することをお勧めします。

マッピング機能
次の表に、Amazon Redshift コネクタによってサポートされるマッピング機能の比較を示します。

マッピング機能 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
Hosted Agent ○ はい
プロキシサーバー ○ はい
同期タスク はい いいえ
マッピングタスク ○ はい（優先）
詳細モードのマッ
ピング

いいえ はい

Oracle CDC ソース
からの読み取り

いいえ はい
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マッピング機能 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
プッシュダウンの
最適化

ODBC Subtype=Redshift の
ODBC 接続を使用して、
Amazon Redshift ソースとタ
ーゲット間のソースまたは完
全なプッシュダウンの最適化
を有効にします。

- Amazon S3 V3 ソース接続および Amazon 
Redshift V2 ターゲット接続を使用して、Amazon 
S3 ソースと Amazon Redshift ターゲット間の完
全なプッシュダウンの最適化を有効にします。

- ODBC Subtype=Redshift の ODBC 接続を、
Amazon Redshift ソースとターゲット間のプッシ
ュダウンの最適化に使用します。

注: プッシュダウンの最適化は、詳細モードのマッ
ピングには適用されません。

Lookup トランスフ
ォーメーション

キャッシュ、キャッシュなし、
および接続済

キャッシュ、キャッシュなし、接続済、および未接
続
注: キャッシュされていないルックアップは、詳細
モードのマッピングには適用されません。

次の表に、Amazon Redshift コネクタによってサポートされる Amazon Redshift 機能を一覧表示します。

Amazon Redshift 機能 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
VPC エンドポイント ○ はい
Redshift Spectrum いいえ ○

ソース機能
Amazon Redshift からオブジェクトをインポートしてデータを読み取るときに、詳細ソースのプロパティを設
定して読み取り操作の動作を決定することができます。例えば、暗号化形式でデータを読み取ったり、最適な
パフォーマンスにパーティション化を設定できます。
次の表に、Amazon Redshift コネクタと Amazon Redshift V2 コネクタ用に Amazon Redshift ソースからデ
ータを読み取るときに使用できるソース機能を一覧表示します。

特徴 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
ステージングディレクトリ 1 はい はい
サーバーサイド暗号化 ○ はい
KMS を使用したサーバーサイ
ド暗号化

○ はい

クライアントサイド暗号化 1 はい はい
Unload コマンド ○ はい
パーティション化 1 はい はい
大きいテーブルに関する作業 ○ はい
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特徴 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
DELIMITER および QUOTE と
しての 8 進数値

○ はい

成功ファイルおよびエラーフ
ァイル

○ はい

異なるスキーマからオブジェ
クトをインポート

いいえ はい

1 詳細モードのマッピングには適用されません。

ターゲット機能
Amazon Redshift からオブジェクトをインポートしてデータを書き込むときに、詳細ターゲットのプロパティ
を設定して書き込み操作の動作を決定することができます。例えば、暗号化形式でデータを書き込んだり、書
き込み操作の完了後に Amazon S3 ステージングファイルを保持できます。
次の表に、データを Amazon Redshift ターゲットに書き込むときに使用できるターゲット機能を一覧表示しま
す。

ターゲット機能 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
ステージングディレクトリ 1 はい はい
サーバーサイド暗号化 ○ はい
クライアントサイド暗号化 1 はい はい
ターゲットテーブルの分析 ○ はい
ステージングファイルの保持 ○ はい
Copy コマンド ○ はい
テーブルのクリーンアップ ○ はい
リカバリおよびリスタート処
理 1 いいえ はい

書き込み時にレコードの順序
を維持 1 いいえ はい

大きいテーブルに関する作業 ○ はい
DELIMITER および QUOTE と
しての 8 進数値

○ はい

成功ファイルおよびエラーフ
ァイル 1 はい はい
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ターゲット機能 Amazon Redshift コネクタ Amazon Redshift V2 コネクタ
異なるスキーマからオブジェ
クトをインポート

いいえ はい

1 詳細モードのマッピングには適用されません。
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第  3  章

タスクの例
このセクションでは、Amazon Redshift および Amazon Redshift V2 コネクタがサポートするすべてのタスク
の例を示します。

同期タスクの使用例
MySQL データベースで受注詳細を保存する電子商取引の組織に勤めているとします。組織は、MySQL データ
ベースから Amazon Redshift ターゲットにデータを移動する必要があります。
Amazon Redshift コネクタを使用して、同期タスクを作成し、Amazon Redshift ターゲットに書き込みます。

マッピングおよびマッピングタスクの使用例
顧客 ID、品目コード、品目数量など、注文書の詳細をオンプレミスの MySQL データベースに保存する組織で
作業しています。注文書の詳細を分析して、特定の状態で注文された品目を確認し、入手可能なクラウドベー
ス環境で状態の優れているターゲットテーブルにオンプレミスの MySQL データベースからデータを移動する
必要があります。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、パラメータ化されたマッピングを作成し、MySQL データベースか
ら注文書を優れた状態で読み取り、複数の Amazon Redshift ターゲットに書き込み、すべての状態に対して今
後のマーケティングキャンペーンを準備します。

Oracle CDC ソースを使用したマッピングタスクの使用例
組織では、ミッションクリティカルな Oracle の本番システムからリアルタイムの変更データをレプリケートし
て、重大ではない作業の介入（オフラインのレポートシステムや分析処理システムなど）を最小限に抑える必
要があります。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、Oracle CDC ソースから変更データをキャプチャして Amazon 
Redshift のターゲットテーブルに書き込みます。Oracle CDC ソースをマッピングに追加して、関連付けられ
たマッピングタスクを実行すると、変更データがターゲットに書き込まれます。
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詳細モードのマッピングの使用例
顧客 ID、品目コード、および品目数量などの大量の注文書の詳細を Amazon S3 に保存している組織で働いて
いるとします。注文書の詳細を迅速に分析して将来の収益を増加させるために、Amazon S3 から別のクラウド
ベースの環境にデータを移植する必要があります。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、Amazon S3 からすべての注文レコードを読み取って Amazon 
Redshift ターゲットに書き込む場合のパフォーマンスを向上させるために、詳細モードでマッピングを作成し
ます。
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パート II: Amazon Redshift V2 コ
ネクタを使用したデータ統合

この部には、以下の章があります。
• Amazon Redshift V2 コネクタの概要, 20 ページ
• Amazon Redshift V2 接続, 33 ページ
• Amazon Redshift ソースとターゲット, 38 ページ
• Amazon Redshift によるマッピングとマッピングタスク, 49 ページ
• マッピングにおける Amazon Redshift V2 オブジェクトのルールおよびガイドライン, 50 ページ
• マッピングの移行, 78 ページ
• 接続タイプのアップグレード, 81 ページ
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• データ型リファレンス, 118 ページ
• トラブルシューティング概要, 121 ページ
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第  4  章

Amazon Redshift V2 コネクタの
概要

Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、Amazon Redshift に対してデータの読み取りおよび書き込みを安
全に実施できます。Amazon Redshift V2 のソースとターゲットは、Amazon Redshift のレコードとして表さ
れます。
Amazon Redshift Serverless クラスタに接続して、データの読み取りまたは書き込みを行うこともできます。
任意のデータソースから Amazon Redshift にデータを移動できます。データ統合は Amazon ドライバを使用
して Amazon Redshift と通信します。
Amazon Redshift V2 接続を作成して、マッピング、およびマッピングタスクで使用できます。マッピングを
詳細モードに切り替えて、高度な機能を有効にするためのトランスフォーメーションと関数を含めることがで
きます。詳細クラスタは、セルフサービスクラスタ、ローカルクラスタ、または Amazon Web Services でホ
ストされている場合があります。
マッピングタスクを作成して、マッピングまたは統合テンプレートで定義されているデータフローロジックに
基づきデータを処理します。Oracle CDC ソースから変更データをキャプチャして Amazon Redshift のターゲ
ットテーブルに書き込むマッピングタスクを作成することもできます。
Amazon Redshift V2 のマッピング、またはマッピングタスクを実行する場合、Secure Agent はワークフロー
と Amazon Redshift V2 の接続設定に基づいてデータを Amazon Redshift に書き込みます。Secure Agent は、
TCP/IP ネットワークを介して Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）に接続し、データを書き込み
ます。Amazon S3 は、ソースからデータをコピーするのと同時にそのデータを Amazon Redshift クラスタに
移動できるストレージサービスです。Secure Agent は、Amazon S3 から Amazon Redshift のターゲットテー
ブルにデータをコピーする copy コマンドを発行します。
注: ローカルクラスタのサポートはプレビューで利用できます。評価目的でのプレビュー機能はサポートされて
いますが、保証されておらず、本番環境には対応していません。非本番環境でのみ使用することをお勧めしま
す。Informatica は、本番環境用の今後のリリースにプレビュー機能を含める予定ですが、市場や技術的な状
況の変化に応じて導入を行わない場合もあります。詳細については、Informatica グローバルカスタマサポー
トにお問い合わせください。

Amazon Redshift V2 コネクタアセット
データ統合でアセットを作成し、Amazon Redshift V2 コネクタを使用してデータを統合します。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用する場合は、次のようなデータ統合アセットを含めることができます。
• データ転送タスク
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• 動的マッピングタスク
• マッピング
• マッピングタスク
アセットとトランスフォーメーションの設定に関する詳細については、データ統合のドキュメントの「マッピ
ング」、「トランスフォーメーション」、および「タスク」を参照してください。

Amazon Redshift の概要
Amazon Redshift は、組織がデータの分析と保存に使用できるクラウドベースのペタバイト規模のデータウェ
アハウスサービスです。
Amazon Redshift は、カラムナデータストレージ、並列処理、およびデータ圧縮を使用し、データを保存して
高速なクエリ実行を実現しています。Amazon Redshift は、リーダーノードと計算ノードで構成されたクラス
タベースのアーキテクチャを使用します。リーダーノードは計算ノードを管理し、外部クライアントプログラ
ムと通信します。リーダーノードはクライアントアプリケーションと対話し、計算ノードと通信します。計算
ノードはデータを保存し、リーダーノードのクエリを実行します。PostgreSQL ドライバを使用するすべての
クライアントは、Amazon Redshift と通信できます。

Amazon Redshift Spectrum の概要
Amazon Redshift Spectrum により、Amazon S3 に格納されたさまざまな形式の大量のデータに対して、複
雑な Amazon Redshift SQL クエリを実行できます。Amazon Redshift Spectrum では、データをロードまた
は変換することなく、Amazon S3 データファイルを読み取るためのクエリを直接実行できます。
指定した Amazon Redshift クラスタを拡張することなく、大量の Amazon S3 データファイルのクエリを実行
できます。
Amazon Redshift Spectrum は、Amazon Redshift クラスタとは独立した Amazon Redshift サーバーに存在
します。Amazon Redshift Spectrum を使用してクエリを実行すると、計算が大量に必要なすべてのタスクを
Amazon Redshift Spectrum が Amazon Redshift Spectrum レイヤにプッシュするため、クエリがより高速に
実行され、使用される Amazon Redshift クラスタの処理能力が低減されます。

外部スキーマと外部テーブル
Amazon Redshift Spectrum を使用するには、外部データカタログ内のデータベースを参照する外部スキーマ
内に外部テーブルを作成する必要があります。Avro、ORC、Parquet、RCFile、SequenceFIile、および
Textfile のファイル形式の外部テーブルを作成できます。
外部データベースと外部テーブルのメタデータは、外部データカタログに格納されます。Amazon S3 のデータ
カタログとデータファイルにアクセスするには、Amazon Redshift の権限を付与する必要があります。
Amazon Redshift で外部データベースを作成できます。単一の外部テーブル、複数の外部テーブル、または外
部テーブルに結合された標準の Amazon Redshift テーブルからデータを読み取ることができます。
複数の Amazon Redshift クラスタに複数の外部テーブルを含めることができます。同じリージョンの Amazon 
Redshift クラスタから、Amazon S3 上の同じデータのクエリを実行できます。Amazon S3 でデータを更新す
ると、すべての Amazon Redshift クラスタでそのデータがすぐに使用可能になります。
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外部テーブルを作成するときは、データを読み取る Amazon S3 の場所を指定する必要があります。外部テー
ブルを作成するには、Amazon S3 データファイルの構造を定義し、外部データカタログに外部テーブルを登録
します。その後、クエリの実行や、外部テーブルの結合を行うことができます。
外部テーブルをソースとして追加してマッピングを作成すると、［ソースオブジェクトの選択］ダイアログボッ
クスに spectrum_schemaname 形式で外部テーブル名が表示されます。
Athena または Glue のデータカタログを使用して外部テーブルを作成する際には、使用するデータ型が
Amazon Redshift V2 コネクタでサポートされていることを確認してください。
外部テーブルを作成するときに Amazon Redshift V2 コネクタがサポートしているデータ型を以下に示します。
• Bigint（INT8）
• Boolean（BOOL）
• Char（CHARACTER）
• Date

注: ORC、Parquet、および Textfile のファイル形式の外部テーブルを作成するときに適用できます。
• Decimal（NUMERIC）
• Double Precision（FLOAT8）
• Integer（INT、INT4）
• Real（FLOAT4）
• Smallint（INT2）
• タイムスタンプ
• Varchar（CHARACTER VARYING）
外部テーブルのルールおよびガイドライン
外部テーブルについては、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• Amazon Redshift Spectrum 外部テーブルからはデータの読み取りのみができます。Amazon Redshift 

Spectrum 外部テーブルに対してデータの挿入や更新を行うことはできません。
• Secure Agent では、ターゲットトランスフォーメーション内で使用できるターゲットオブジェクトのリス

トから外部テーブル名が削除されることはありません。
• 外部テーブルで pre-SQL および post-SQL コマンドを使用してターゲット操作を実行することはできませ

ん。
外部テーブルを作成する方法の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

Amazon Redshift V2 コネクタの管理
ユーザーが Amazon Redshift V2 コネクタを使用するには、成功ファイルおよびエラーファイルが格納された
Secure Agent ディレクトリに対するアクセス権がユーザーに与えられていることを組織の管理者が確認する必
要があります。ディレクトリパスは、各 Secure Agent マシンのランタイム環境で同じである必要があります。
組織の管理者は次のタスクを実行するも必要があります。
• Amazon Redshift JDBC URL を取得します。
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• 認証を管理します。次の 2 つの方法のいずれかを使用します。
- アクセスキー ID とシークレットアクセスキーを作成する。

Amazon Redshift V2 接続を設定する際に、そのアクセスキー ID とシークレットアクセスキーの値を指定
します。アクセスキー ID とシークレットアクセスキーの作成の詳細については、AWS のマニュアルを参
照してください。

- AWS Identity and Access Management（IAM）認証を設定してセキュリティを強化する。
IAM 認証を使用する場合は、アクセスキー ID とシークレットアクセスキーを Amazon Redshift V2 接続で
明示的に指定しないでください。代わりに、Redshift ロールの Amazon リソース名（ARN）を作成し、
最小の Amazon IAM ポリシーを Redshift ロールの ARN に追加して、Redshift ロールの ARN を Redshift
クラスタに追加する必要があります。
タスクを作成する際に、UNLOAD コマンドと COPY コマンドの AWS_IAM_ROLE オプションに Redshift
ロールの ARN を指定します。
接続プロパティのアクセスキー ID とシークレットアクセスキーおよび UNLOAD コマンドと COPY コマン
ドの AWS_IAM_ROLE の両方を指定した場合は、AWS_IAM_ROLE が優先されます。
IAM 認証と、顧客マスタキーを使用したサーバーサイド暗号化を使用する場合は、IAM EC2 ロールと IAM 
Redshift ロールを顧客マスタキーに追加する必要があります。
Hosted Agent は IAM 認証をサポートしていません。Amazon Redshift V2 コネクタの IAM 認証を設定す
る方法については、「IAM 認証 」  (ページ 27)を参照してください。

• SSL 接続をサポートする場合は、Amazon Redshift を SSL 用に設定します。
• クライアントサイド暗号化を有効にする場合は、マスタ対称キーを作成します。
• サーバーサイド暗号化を有効にする場合は、AWS Key Management Service（AWS KMS）で管理された顧

客マスタキーを作成します。
• Amazon Redshift V2 コネクタ用に最小の Amazon IAM ポリシーを作成します。
• Amazon Redshift Spectrum を使用して Amazon S3 のデータカタログとデータファイルにアクセスするに

は、Amazon Redshift クラスタに必要な権限があることを確認します。
• CDC ソースから変更データをキャプチャするマッピングを作成し、関連付けられたマッピングタスクを実

行して変更データを Amazon Redshift ターゲットに書き込む場合は、CDC ソースを設定します。
CDC ソースとのマッピングを作成するには PowerExchangeClient と CDC のライセンスが必要です。

• 詳細モードで実行するようにマッピングを設定する場合は、Redshift クラスタと詳細クラスタが同じ
Virtual Private Cloud（VPC）にあることを確認してください。

• サーバーレスランタイム環境を使用する際に、サーバーレスランタイム環境と Amazon Redshift クラスタ
が異なる VPC にある場合は、VPC ピアリングを設定する必要があります。詳細については、How-To ライ
ブラリの記事

「https://docs.informatica.com/integration-cloud/cloud-data-integration-connectors/h2l/1678-
configure-vpc-peering-between-the-amazon-redshift-cluster-a/abstract.html」を参照してください。

• アカウント間のアクセスに Amazon リソースネーム（ARN）を使用するには、AWS によって説明されてい
る前提条件に従っていることを確認してください。詳細については、AWS のマニュアルを参照してくださ
い。

SSL 用に Amazon Redshift を設定
Amazon Redshift への SSL 接続をサポートするように Secure Agent を設定できます。
1. 次の場所から Amazon Redshift 証明書をダウンロードします。

https://s3.amazonaws.com/redshift-downloads/redshift-ssl-ca-cert.pem 
2. 次のコマンドを実行してキーストアに証明書ファイルを追加します。${JAVA_HOME}/bin/keytool –keystore 

{JAVA_HOME}/lib/security/cacerts -import -alias <string_value> -file <certificate_filepath> 
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3. 管理者で、［ランタイム環境］を選択します。 
4. Secure Agent のリストから Secure Agent を選択します。 
5. 右上隅の［編集］をクリックします。 
6. ［システム構成の詳細］セクションで、［タイプ］を［DTM］に変更します。 
7. ［JVMOption1］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、次のコマンドを入力し

ます。- Djavax.net.ssl.trustStore=<keystore_name> 
8. ［JVMOption2］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、次のコマンドを追加し

ます。- Djavax.net.ssl.trustStorePassword=<password> 
9. Amazon Redshift V2 接続のプロパティで指定した JDBC URL に次のパラメータを追加します。ssl=true。

例: jdbc:redshift://mycluster.xyz789.us-west- 2.redshift.amazonaws.com:5439/dev?ssl=true 
10. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

サーバーレスランタイム環境で SSL を設定するための前提条件
Amazon Redshift V2 コネクタでサーバーレスランタイム環境を使用して、SSL 対応の Amazon Redshift デー
タベースに接続できます。
サーバーレスランタイム環境を使用して安全な Amazon Redshift V2 接続を設定する前に、次のタスクを実行
する必要があります。
• Amazon　S3 バケットに SSL 証明書を追加する。
• .yml サーバーレス構成ファイルを設定する。
• サーバーレス環境を設定する。
• SSL を使用するように接続プロパティを設定する。
Amazon　S3 バケットに SSL 証明書を追加する

サーバーレスランタイム環境で SSL 接続を設定するには、次の手順を実行します。
1. AWS のサーバーレスエージェント設定用に次の構造を作成します: <Supplementary file location>/

serverless_agent_config
2. AWS アカウントの次の場所にある Amazon S3 バケットに証明書名とソースパスを追加します: 

<Supplementary file location>/serverless_agent_config/SSL
.yml サーバーレス構成ファイルを設定する

次の手順を実行して、サーバーレスランタイム環境で.yml サーバーレス構成ファイルを設定し、証明書名
とパスエントリを追加して、Amazon Redshift V2 コネクタが SSL を使用できるようにします。
1. 次のコードスニペットをテキストエディタにコピーします。

version: 1agent:  agentAutoApply:    general:      sslStore:        - fileCopy:            sourcePath: SSL/<cert_name>        - importCerts:                        certName: <cert_name>            alias: <alias name of the certificate>
ここで、ソースパスは AWS の証明書ファイルのディレクトリパスです。

2. 構文とインデントが有効であることを確認してから、ファイルを serverlessUserAgentConfig.yml として
次の AWS の場所に保存します: <Supplementary file location>/serverless_agent_config
.yml ファイルが実行されると、SSL 証明書が AWS の場所からサーバーレスエージェントディレクト
リにコピーされます。
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サーバーレス環境を設定する
サーバーレスランタイム環境で JVMOption1 と JVMOption2 を設定します。
1. サーバーレスランタイム環境のプロパティに移動し、［編集］をクリックします。
2. ［ランタイム設定のプロパティ］タブで［JVMoption1］をクリックし、次のプロパティを追加しま

す。
-Djavax.net.ssl.trustStore=/home/cldagnt/SystemAgent/jdk/jre/lib/security/cacerts

3. ［JVMoption2］をクリックして、次のプロパティを追加します。
-Djavax.net.ssl.trustStorePassword=changeit

4. ［保存］をクリックします。
5. ランタイム環境を再デプロイします。

SSL を使用するように接続プロパティを設定する
サーバーレスランタイム環境でランタイムプロパティを設定した後、［JDBC URL］接続プロパティで
ssl=true と指定します。
例: jdbc:redshift://mycluster.xyz789.us-west- 2.redshift.amazonaws.com:5439/dev?ssl=true

サーバーレスランタイム環境でクライアントサイド暗号化を設定するための前提条件
Amazon Redshift V2 コネクタでサーバーレスランタイム環境を使用して、クライアントサイド暗号化を設定
できます。
サーバーレスランタイム環境を使用してクライアントサイド暗号化を設定する前に、.yml サーバーレス構成フ
ァイルを設定する必要があります。
.yml サーバーレス構成ファイルを設定する

次の手順を実行して、サーバーレスランタイム環境で.yml サーバーレス構成ファイルを設定し、Amazon 
Redshift V2 コネクタがクライアントサイド暗号化を使用できるようにします。
1. 次のコードスニペットをテキストエディタにコピーします。

version: 1agent:  agentAutoApply:    general:    jdk:         security:         policyJars:           - local_policy.jar        - US_export_policy.jar        
2. 構文とインデントが有効であることを確認してから、ファイルに serverlessUserAgentConfig.yml という

名前を付け、次の AWS の場所に保存します:
<Supplementary file location>/serverless_agent_config
.yml ファイルが実行されると、ポリシー jar が AWS の場所からサーバーレスエージェントディレク
トリにコピーされます。

3. .yml 構成ファイルを更新した後に、サーバーレスランタイム環境を再デプロイします。
接続プロパティでマスタ対称キーを指定し、ソースおよびターゲットの詳細プロパティでクライアントサイド
暗号化のタイプを指定します。

Amazon Redshift V2 コネクタの管理       25



詳細モードのマッピングに SSE-KMS 暗号化を設定するための前提条件
詳細モードのマッピングに SSE-KMS 暗号化を使用するには、次のいずれかのタスクを実行する必要がありま
す。
• ~/.aws/credentials の場所にある資格情報を使用するには、AWS でマスターインスタンスプロファイルとワ

ーカーインスタンスプロファイルを作成し、KMS ポリシーをワーカープロファイルにアタッチして、クラ
スタ設定でプロファイルを指定する必要があります。

• Amazon EC2 で Secure Agent を使用し、AWS でマスターインスタンスプロファイルとワーカーインスタ
ンスプロファイルを作成して、KMS ポリシーをワーカープロファイルにアタッチします。

• Amazon EC2 で Secure Agent を使用し、デフォルトの IAM ロールを使用して、KMS ポリシーを Secure 
Agent ロールにアタッチします。

最小限の Amazon IAM ポリシーの作成
Amazon IAM ポリシーを作成して、Amazon Redshift との間でデータの読み取りと書き込みを行う際に
Amazon S3 でデータのステージングを実行するために必要なアクセス権限を定義します。
Amazon S3 でデータのステージングを実行するには、次の必要な最小の権限を使用します。
• PutObject
• GetObject
• DeleteObject
• ListBucket
• ListBucketMultipartUploads.詳細モードのマッピングにのみ適用されます。
次のサンプル Amazon IAM ポリシーを使用できます。
{    "Version": "2012-10-17",    "Statement": [        {            "Effect": "Allow",            "Action": [                "s3:PutObject",                "s3:GetObject",                "s3:DeleteObject",                "s3:ListBucket",                                                                "s3:ListBucketMultipartUploads"                      ],            "Resource": [                "arn:aws:s3:::<bucket_name>/*",                "arn:aws:s3:::<bucket_name>"            ]        }    ]}
詳細モードのマッピングの場合、同じ AWS リージョン内で異なる AWS アカウントを使用できます。これらの
マッピングで使用する AWS アカウントへのアクセスが Amazon IAM ポリシーで承認されていることを確認し
ます。
注: ［テスト接続］はユーザーに割り当てられた IAM ポリシーを検証しません。Amazon S3 バケット名は、ソ
ースおよびターゲットの詳細プロパティで利用できます。
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IAM 認証
オプション。Secure Agent が Amazon Elastic Compute Cloud（EC2）システムにインストールされている場
合は IAM 認証を設定できます。マッピングおよびマッピングタスクを実行する場合に、Amazon S3 ステージ
ングバケットへのアクセスを安全に制御するために IAM 認証を使用します。
EC2 システムにインストールされた Secure Agent でマッピングおよびマッピングタスクを実行する場合、IAM
認証を実行します。
IAM 認証を設定するには、次の手順を実行します。
1. 最小の Amazon IAM ポリシーを作成します。詳細については、「最小限の Amazon IAM ポリシーの作成」  

(ページ 26)を参照してください。
2. ロールの作成。

• Amazon EC2 ロールを作成します。EC2 ロールの作成中に、最小の Amazon IAM ポリシーを関連付け
ます。Amazon EC2 ロールは、EC2 インスタンスを作成または起動する場合に使用されます。Amazon 
EC2 ロールの作成の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

• Amazon Redshift リソースへの安全なアクセスのために、Amazon Redshift ロールの ARN を作成しま
す。Amazon Redshift ロールの作成中に、最小の Amazon IAM ポリシーを関連付けます。Amazon 
Redshift ロールの ARN の作成の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。
注: UNLOAD と COPY コマンドで、同じ Amazon Redshift ロールの ARN を使用します。

3. 手順 2 で作成した Amazon EC2 ロールを EC2 インスタンスに割り当てます。
4. UNLOAD コマンドと COPY コマンドを使用して正常に読み取りと書き込み操作を実行するには、Amazon 

Redshift ロールの ARN を Amazon Redshift クラスタに割り当てます。Amazon Redshift クラスタへの
Amazon Redshift ロールの ARN の追加の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

5. EC2 インスタンスに Secure Agent をインストールします。
注: サーバーレスランタイム環境を使用する場合、IAM 認証を設定することはできません。

AssumeRole を使用した一時的なセキュリティ資格情報
AssumeRole を使用した一時的なセキュリティ資格情報を使用すると、同じ AWS アカウントまたは異なる
AWS アカウントから Amazon S3 ステージングバケットにアクセスできます。
sts:AssumeRole 権限を持っていて、AWS アカウント内に一時的なセキュリティ資格情報を使用するための信
頼関係が構築されていることを確認します。信頼関係は、IAM ロールを作成するときに、IAM ロールの信頼ポ
リシーで定義されます。IAM ロールは、IAM ユーザーを信頼されたエンティティとして追加し、IAM ユーザー
に一時的なセキュリティ資格情報の使用と AWS アカウントへのアクセスを許可します。信頼関係を構築する方
法の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。
信頼された IAM ユーザーが一時的なセキュリティ資格情報を要求すると、AWS Security Token Service（AWS 
STS）が、指定した期間有効な一時的なセキュリティ資格情報を動的に生成し、その資格情報を信頼された
IAM ユーザーに提供します。一時的なセキュリティ資格情報は、アクセスキー ID、シークレットアクセスキ
ー、シークレットトークンで構成されます。
動的に生成された一時的なセキュリティ資格情報を使用するには、Amazon Redshift V2 接続を作成するとき
に［IAM ロール ARN］接続プロパティの値を入力します。IAM ロール ARN は、AWS リソースを一意に識別し
ます。次に、［一時的な資格情報の期間］詳細ソースプロパティおよびターゲットプロパティで、一時的なセキ
ュリティ資格情報を使用できる期間を秒単位で指定します。
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外部 ID
Amazon S3 バケットが別の AWS アカウントにある場合に、Amazon S3 バケットへのより安全なアカウント間
アクセスのために外部 ID を指定できます。
オプションで、AWS Security Token Service（STS）への AssumeRole 要求で外部 ID を指定できます。
外部 ID は文字列である必要があります。
次のサンプルは、想定される IAM ロールの信頼ポリシーの外部 ID 条件を示しています。
"Statement": [    {      "Effect": "Allow",      "Principal": {        "AWS": "arn:aws:iam::AWS_Account_ID : user/user_name"      },      "Action": "sts:AssumeRole",      "Condition": {        "StringEquals": {          "sts:ExternalId": "dummy_external_id"        }      }    }  ]

一時的なセキュリティ資格情報のポリシー
一時的なセキュリティ資格情報を使用して Amazon S3 ステージングバケットにアクセスするには、IAM ユー
ザーと IAM ロールにポリシーが必要です。
次のセクションに、IAM ユーザーと IAM ロールに必要なポリシーを示します。
IAM ユーザー

IAM ユーザーは、同じ AWS アカウントまたは異なる AWS アカウントで一時的なセキュリティ資格情報を
使用するために、sts:AssumeRole ポリシーを持っている必要があります。
次のサンプルポリシーでは、IAM ユーザーに AWS アカウントで一時的なセキュリティ資格情報を使用す
ることを許可しています。
{"Version":"2012-10-17", "Statement":{ "Effect":"Allow", "Action":"sts:AssumeRole", "Resource":"arn:aws:iam::<ACCOUNT-HYPHENS>:role/<ROLE-NAME>" }}
次のサンプルポリシーでは、中国地域の IAM ユーザーに AWS アカウントで一時的なセキュリティ資格情
報を使用することを許可しています。
{"Version":"2012-10-17", "Statement":{ "Effect":"Allow", "Action":"sts:AssumeRole", "Resource":"arn:aws-cn:iam::<ACCOUNT-HYPHENS>:role/<ROLE-NAME>" }}

IAM ロール
IAM ロールには、IAM ユーザーに対して一時的なセキュリティ資格情報を使用した Amazon S3 バケット
へのアクセスを許可するために、sts:AssumeRole ポリシーと IAM ロールにアタッチされた信頼ポリシーが
必要です。このポリシーは、IAM ユーザーがアクセスできる Amazon S3 バケットと、IAM ユーザーが実
行できるアクションを指定します。信頼ポリシーは、Amazon S3 バケットにアクセスできる AWS アカウ
ントの IAM ユーザーを指定します。
次のポリシーは、サンプルの信頼ポリシーです。
{"Version":"2012-10-17", "Statement":[{ "Effect":"Allow", "Principal":{ "AWS":"arn:aws:iam::AWS-account-
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ID:root" },"Action":"sts:AssumeRole" }   ]  }   }
ここで、Principal 属性には、IAM ユーザーの ARN を指定することもできます。ARN はそれ以上のアクセ
スを制限します。IAM ユーザーは、動的に生成された一時的なセキュリティ資格情報を使用できます。以
下に例を示します。
"Principal" : { "AWS" : "arn:aws:iam:: AWS-account-ID :user/ user-name " }

AWS Key Management Service（AWS KMS）で管理された顧客マスタキーを使用する一時的なセキュリティ
資格情報を使用し、KMS を使用した暗号化を有効にするには、KMS ポリシーを作成する必要があります。
次の操作を実行すると、一時的なセキュリティ資格情報を使用し、KMS を使用した暗号化を有効にすることが
できます。
• GenerateDataKey
• DescribeKey
• 暗号化
• 復号化
• ReEncrypt
サンプルポリシー:
{"Version":"2012-10-17", "Statement":[{ "Effect":"Allow", "Action":[ "kms:GenerateDataKey", "kms:DescribeKey", "kms:Encrypt", "kms:Decrypt", "kms:ReEncrypt*" ], "Resource": ["arn:aws:kms:region:account:key/<KMS_key>"]     }  ]    }
KMS を設定し、中国地域の Amazon S3 エンドポイントにアクセスする場合は、次のサンプルポリシーを使用
します。
{"Version":"2012-10-17", "Statement":[{ "Effect":"Allow", "Action":[ "kms:GenerateDataKey", "kms:DescribeKey", "kms:Encrypt", "kms:Decrypt", "kms:ReEncrypt*" ], "Resource": ["arn:aws-cn:kms:region:account:key/<KMS_key>"]     }  ]    }

AssumeRole for EC2 を使用した一時的なセキュリティ認証情報
AssumeRole を使用して一時的なセキュリティ認証情報を使用し、Amazon EC2 ロールが同じ AWS アカウン
トまたは異なる AWS アカウントから Amazon S3 ステージングバケットにアクセスすることができます。
Amazon EC2 ロールは、永続的なアクセスキーと秘密鍵を必要とせずに、同じまたは異なる AWS アカウント
から別の IAM ロールを引き受けることができます。Amazon EC2 ロールは、別のリージョンから別の IAM ロー
ルを引き受けることもできます。
AssumeRole for EC2 を使用して一時セキュリティ資格情報を使用する場合は、次の前提条件を考慮してくだ
さい。
• AssumeRole for EC2 を使用して一時的なセキュリティ認証情報を使用するには、Amazon EC2 などの

AWS サービスに Secure Agent をインストールします。
• AWS EC2 サービスにアタッチされた EC2 ロールは、Amazon S3 へのアクセス権を持っていてはいけませ

んが、別の IAM ロールを引き受ける権限が必要です。
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• EC2 ロールが引き受ける必要のある IAM ロールには、アクセス許可ポリシーと信頼ポリシーがアタッチさ
れている必要があります。
EC2 ロールおよび IAM ロールのポリシーの詳細については、「一時的なセキュリティ資格情報のポリシー」  
(ページ 28)を参照してください。

［IAM ロール ARN］接続プロパティで提供される IAM ロールを引き受けるように EC2 ロールを設定するには、
接続プロパティで［ロールの引き受けに EC2 ロールを使用］チェックボックスを選択します。

一時セキュリティ資格情報の使用に関するルールおよびガイドライン
一時セキュリティ資格情報の使用については、次のガイドラインを参照してください。
• 一時的なセキュリティ認証情報を要求する IAM ユーザーまたは IAM ロールは、AWS リソースへのアクセス

権を持っていてはいけません。
• 認証済み IAM ユーザーまたは IAM ロールのみ、AWS Security Token Service（AWS STS）から一時セキュ

リティ資格情報を要求できます。
• タスクを実行する前に、一時セキュリティ資格情報の有効期間が、そのタスクを実行するのに十分な長さで

あることを確認してください。実行中のタスクに対して、一時セキュリティ資格情報の有効期間を延長する
ことはできません。例えば、Amazon Redshift との間で読み取りと書き込みを行い、一時的なセキュリテ
ィ認証情報の有効期限が切れた場合、一時的なセキュリティ認証情報の期間を延長することはできないの
で、タスクが失敗する原因となります。

• 一時セキュリティ資格情報の有効期限が切れると、AWS は、その資格情報を使ったリソースへのアクセス
を IAM ユーザーまたは IAM ロールに許可しません。マッピングで現在使用している一時セキュリティ資格
情報の有効期限が切れる前に、新しい一時セキュリティ資格情報を要求する必要があります。

• 詳細モードのマッピングの場合、一時セキュリティ資格情報は、［一時資格情報の期間］の詳細ソースプロ
パティおよびターゲットプロパティで設定された時間が経過した後でも期限切れになりません。

• 一時セキュリティ資格情報を使用するのに、AWS アカウントのルートユーザー資格情報を使用しないでく
ださい。一時セキュリティ資格情報を使用するには、IAM ユーザーの資格情報を使用する必要があります。

• IAM ロール ARN を使用して Amazon Redshift V2 接続を作成し、SSE-KMS 暗号化を使用する場合、
Amazon Redshift V2 の詳細ソースプロパティでアンロードオプションとして AWS_IAM_ROLE を指定する
必要があります。

• マッピング内のソースとターゲットの両方が同じ Amazon S3 バケットを指している場合は、ソーストラン
スフォーメーションとターゲットトランスフォーメーションで同じ Amazon S3 接続が使用されます。異な
る 2 つの Amazon S3 接続を使用する場合は、両方の接続に対して接続プロパティで同じ値を設定します。

• マッピング内のソースとターゲットが異なる Amazon S3 バケットを指している場合、異なる 2 つの
Amazon S3 接続を使用できます。
両方の接続に対して、接続プロパティで異なる値を設定できます。ただし、接続プロパティで［ロールの引
き受けに EC2 ロールを使用］チェックボックスをオンにする必要があります。また、ソースプロパティと
ターゲットプロパティの［一時的な資格情報の期間］フィールドにも同じ値を指定する必要があります。

Amazon Redshift Spectrum の前提条件タスク
Amazon Redshift Spectrum の外部テーブルからデータを読み取るには、Amazon S3 内のデータカタログと
データファイルにアクセスするために、Amazon Redshift クラスタに必要な権限を与える必要があります。
1. AWS Identity and Access Management（IAM）ロールを作成して、Amazon S3 内の外部データカタログ

とデータファイルへの Amazon Redshift クラスタのアクセスを承認します。
2. 指定した Amazon Redshift クラスタに IAM ロールを関連付けます。
3. 外部スキーマを作成します。
4. 外部スキーマ内で、IAM ロールに Amazon Redshift ロールの ARN を指定します。
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5. 外部スキーマ内に外部テーブルを作成し、データの読み取り元に Amazon S3 の場所を指定します。外部
テーブルの作成の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

注: Amazon Redshift クラスタとデータファイルを含む Amazon S3 バケットは、同じリージョンに属している
必要があります。Amazon Redshift クラスタは、バージョン 1.0.1294 以降である必要があります。

マッピングのステージングパフォーマンスの最適化
データ統合は、デフォルトで、Amazon Redshift から読み書きする前にデータのステージング用として一時フ
ォルダにフラットファイルをローカルに作成します。ステージングのパフォーマンスを最適化するようにデー
タ統合を設定できます。
ステージングプロパティを設定しない場合、データ統合は最適化された設定なしでステージングを実行します
が、これがタスクのパフォーマンスに影響する場合があります。
ステージングプロパティを有効にする場合は、次のルールを考慮してください。
• プッシュダウンの最適化が有効になっているマッピングを実行すると、プッシュダウンの最適化なしでマッ

ピングが実行されます。
• 読み取り操作の場合、ステージングはソーストランスフォーメーションにのみ適用され、ルックアップトラ

ンスフォーメーションには適用されません。
• データにタイムゾーン付きの Timestamp データ型が含まれている場合、ローカルフラットファイルでデー

タをステージングせずにジョブが実行されます。
• マッピングにソースとして Oracle CDC が含まれ、ターゲットとして Amazon Redshift が含まれている場

合、ローカルフラットファイルでデータをステージングせずにジョブが実行されます。
ステージングパフォーマンスを最適化するための Amazon Redshift Connector の有効化
次のタスクを実行して、読み取り操作用の INFA_DTM_RDR_STAGING_ENABLED_CONNECTORS、および Secure Agent プロ
パティの書き込み操作用の INFA_DTM_STAGING_ENABLED_CONNECTORS というステージングプロパティを設定します。
1. Administrator で、［ランタイム環境］をクリックします。
2. このプロパティを設定する Secure Agent を編集します。
3. ［システム構成の詳細］セクションで、［データ統合サーバー］に［サービス］を選択し、タイプに

［Tomcat］を選択します。
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4. Amazon Redshift コネクタのプラグイン ID に、読み取り操作用の Tomcat プロパティ
INFA_DTM_RDR_STAGING_ENABLED_CONNECTORS と書き込み操作用の
INFA_DTM_STAGING_ENABLED_CONNECTORS の値を設定します。
プラグイン ID は、次のディレクトリのマニフェストファイルの中にあります: <Secure Agent のインストール
ディレクトリ>/<AmazonRedshift パッケージ>/CCIManifest
次の図は、読み取り操作のために Secure Agent に設定されたステージングプロパティを示しています。
 

 
マッピングを実行すると、マシンの次のディレクトリにフラットファイルが作成されます: C:\Windows\Temp
\AmazonRedshift\stage\<AmazonRedshift_Target.txt>
次の図は、書き込み操作用に Secure Agent で設定されたステージングプロパティを示しています。
 

 
セッションログを確認します。フラットファイルが正常に作成されると、データ統合は次のメッセージをセッ
ションログに記録します。INFA_DTM_STAGING が正常に有効化され、フラットファイルを使用してローカル
ステージングファイルが作成されます。また、INFA_DTM_STAGING が、ソースインスタンス[Source]のコネクタに
対して有効になります。

Amazon Redshift とのプライベート通信
Amazon Redshift とのプライベート通信は、AWS コンソールでゲートウェイエンドポイントを設定すること
で有効にできます。
トラフィックをパブリックインターネットに公開せずに Amazon Redshift とのプライベート通信を確立するよ
うに Amazon Redshift V2 コネクタを設定できます。Amazon Redshift とのプライベート接続を確立するに
は、Secure Agent が AWS Virtual Private Cloud（VPC）のサブネットの一部であることを確認します。ゲー
トウェイエンドポイントを作成し、Amazon S3 データを Amazon Redshift にステージングできます。
Amazon Redshift に接続するようにプライベート通信を設定するには、クラスタサブネットグループを作成
し、Redshift が管理する VPC エンドポイントを作成し、ゲートウェイエンドポイントを設定してから、
Amazon Redshift V2 接続プロパティでゲートウェイエンドポイントを設定します。
詳細については、
Configuring private communication with Amazon Redshift using the Amazon Redshift V2 Connector を参
照してください。
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第  5  章

Amazon Redshift V2 接続
Amazon Redshift V2 接続を使用すると、Amazon Redshift とのデータの読み取りまたは書き込みを行うこと
ができます。Amazon Redshift V2 接続を使用すると、マッピングおよびマッピングタスクでソースまたはタ
ーゲットを指定できます。
AWS Identity and Access Management（IAM）認証を使用すると、Amazon S3 リソースへのアクセスを安全
に制御できます。有効な AWS 資格情報があり、IAM 認証を使用する場合は、Amazon Redshift V2 接続を作成
するときに、アクセスキーとシークレットキーを指定する必要はありません。

［接続］ページで Amazon Redshift V2 接続を作成し、マッピングまたはマッピングタスクに関連付けます。
Amazon Redshift に対してデータの読み取りまたは書き込みを行うために、ソースおよびターゲットのプロパ
ティを定義します。
注: HTTP プロキシと SOCKS プロキシの両方を有効にすると、デフォルトでは SOCKS プロキシが使用されま
す。SOCKS プロキシの代わりに HTTP プロキシを使用する場合は、システムプロパティで

［DisableSocksProxy］プロパティの値を true に設定します。

Amazon Redshift V2 接続のプロパティ
Amazon Redshift V2 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定します。
次の表に、Amazon Redshift V2 接続プロパティを示します。

プロパティ 説明
接続名 接続の名前。

各接続名は組織内で一意である必要があります。接続名には、英数字、スペース、および次
の特殊文字を含めることができます。_ .+ -,
最大長は 255 文字です。

説明 接続の説明。最大長は 4000 文字です。
タイプ Amazon Redshift V2 接続タイプ。
ランタイム
環境

タスクを実行するランタイム環境の名前。
Secure Agent、Hosted Agent、またはサーバーレスランタイム環境を選択します。
注: Hosted Agent は、詳細クラスタで実行されるマッピングには適用されません。

ユーザー名 Amazon Redshift アカウントのユーザー名。
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プロパティ 説明
パスワード Amazon Redshift アカウントのパスワード。
アクセスキ
ー ID

Amazon S3 ステージングバケットにアクセスするためのアクセスキー。
次の認証方法に基づいてアクセスキー値を入力します。
- 基本認証。実際のアクセスキー値を入力します。
- IAM 認証。アクセスキー値は入力しないでください。
- ロールの引き受けを使用した一時的なセキュリティ資格情報。Amazon S3 ステージングバ

ケットへのアクセス権なしで、IAM ユーザーのアクセスキーを入力します。
- EC2 用のロールの引き受け。アクセスキー値は入力しないでください。

シークレッ
トアクセス
キー

Amazon S3 ステージングバケットにアクセスするためのシークレットアクセスキー。
秘密鍵はアクセスキーに関連付けられており、アカウントを一意に識別します。
次の認証方法に基づいてアクセスキー値を入力します。
- 基本認証。実際のアクセスシークレット値を入力します。
- IAM 認証。アクセスシークレット値は入力しないでください。
- ロールの引き受けを使用した一時的なセキュリティ資格情報。Amazon S3 ステージングバ

ケットへのアクセス権なしで、IAM ユーザーのアクセスシークレットを入力します。
- EC2 用のロールの引き受け。アクセスシークレット値は入力しないでください。

IAM ロール
ARN

動的に生成された一時的なセキュリティ資格情報を使用するためにユーザーに引き継がれた
IAM ロールの Amazon Resource Number（ARN）。
一時的なセキュリティ資格情報を使用して Amazon S3 ステージングバケットにアクセスする
場合はこのプロパティの値を設定します。
IAM ロールの ARN の取得方法の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

外部 ID Amazon S3 ステージングバケットが別の AWS アカウントにある場合に、Amazon S3 バケッ
トへのより安全なアクセスを確立するための外部 ID。

ロールの引
き受けに
EC2 ロール
を使用

オプション。チェックボックスを選択すると、EC2 ロールが IAM ロール ARN オプションで指
定された別の IAM ロールを引き受けることができます。
注: EC2 ロールには、同じアカウントまたは異なるアカウントから IAM ロールを引き受ける
ためのアクセス許可がアタッチされたポリシーが必要です。

マスタ対称
キー 1 クライアントサイド暗号化を有効にする場合の、Base64 形式で示す 256 ビットの AES 暗号

化キー。暗号化キーは、サードパーティ製ツールを使用して生成できます。
JDBC URL Amazon Redshift V2 接続の URL。

JDBC URL は次の形式で入力します。
jdbc:redshift://<amazon_redshift_host>:<port_number>/<database_name>
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プロパティ 説明
クラスタリ
ージョン

アクセスするバケットが存在する AWS クラスタリージョンです。
［JDBC URL］接続プロパティで指定したカスタム JDBC URL にクラスタリージョン名が含ま

れていない場合にクラスタリージョンを選択します。
［クラスタリージョン］と［JDBC URL］の両方の接続プロパティでクラスタリージョンを選

択した場合、［JDBC URL］接続プロパティで指定したクラスタリージョンは無視されます。
［JDBC URL］接続プロパティで指定したクラスタリージョン名を使用するには、このプロパ

ティでクラスタリージョンとして［なし］を選択します。
AWS SDK によってサポートされるクラスタリージョンに対してのみ、データの読み取りと書
き込みを行うことができます。
次のいずれかのクラスタリージョンを選択します。
- なし
- アジアパシフィック（ムンバイ）
- アジアパシフィック（ソウル）
- アジアパシフィック（シンガポール）
- アジアパシフィック（シドニー）
- アジアパシフィック（東京）
- アジアパシフィック（香港）
- AWS GovCloud（米国）
- AWS GovCloud（米国東部）
- カナダ（中部）
- 中国（北京）
- 中国（寧夏）
- 欧州（アイルランド）
- 欧州（フランクフルト）
- EU（パリ）
- EU（ストックホルム）
- 南米（サンパウロ）
- 中東（バーレーン）
- 米国東部（バージニア北部）
- 米国東部（オハイオ）
- 米国西部（北カリフォルニア）
- 米国西部（オレゴン）
デフォルトは［なし］です。

顧客マスタ
キー ID

AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成された顧客マスタキー ID、または
アカウント間アクセス用のカスタムキーの ARN。
Amazon S3 ステージングバケットが存在するリージョンのカスタママスタキー ID を生成す
る必要があります。顧客が生成した顧客マスタキー ID またはデフォルトの顧客マスタキー
ID を入力できます。
詳細モードでマッピングを実行すると、同じリージョンに対してクロスアカウント KMS キー
を使用できます。

1 詳細モードのマッピングには適用されません。

プロキシの設定
組織で送信プロキシサーバーを使用してインターネットに接続する場合、Secure Agent は、そのプロキシサー
バー経由で Informatica Intelligent Cloud Services に接続します。HTTP プロキシと SOCKS プロキシの両方
を有効にすると、デフォルトでは SOCKS プロキシが使用されます。SOCKS プロキシの代わりに HTTP プロキ
シを使用する場合は、システムプロパティで［DisableSocksProxy］プロパティの値を true に設定します。
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プロキシサーバーを設定するときは、次のルールを考慮してください。
• 認証されていないプロキシサーバーのみを使用して Informatica Intelligent Cloud Services に接続できま

す。
• サーバーレスランタイム環境を使用する場合、プロキシサーバーを使用して Informatica Intelligent Cloud 

Services に接続することはできません。
• プロキシ設定は、詳細モードのマッピングには適用されません。

Windows でのプロキシ設定
Windows マシンで Secure Agent のプロキシサーバーの設定を行うには、Secure Agent を介してプロキシサ
ーバー設定を構成します。
1. ［開始］ > ［すべてのプログラム］ > ［Informatica Cloud Secure Agent］ > ［Informatica Cloud 

Secure Agent］をクリックして、Secure Agent Manager を起動します。 
Secure Agent Manager に Secure Agent のステータスが表示されます。

2. ［Secure Agent Manager］ページで［プロキシ］をクリックします。 
3. ［プロキシサーバーを使用］をクリックして、プロキシサーバーの設定を入力します。 
4. 次のプロキシサーバーの詳細を設定します。 

フィールド 説明
プロキシホスト 必須。Secure Agent が使用する送信プロキシサーバーのホスト名。
プロキシポート 必須。送信プロキシサーバーのポート番号。

5. ［OK］をクリックします。 
Secure Agent Manager によって Secure Agent が再起動され、設定が適用されます。

Secure Agent Manager を使用したプロキシ設定
Secure Agent Manager を使用してプロキシサーバーを設定するには、次の手順を実行します。
1. ［開始］ > ［すべてのプログラム］ > ［Informatica Cloud Secure Agent］ > ［Informatica Cloud 

Secure Agent］をクリックして、Secure Agent Manager を起動します。 
Secure Agent Manager に Secure Agent のステータスが表示されます。

2. ［Secure Agent Manager］ページで［プロキシ］をクリックします。 
3. ［プロキシサーバーを使用］をクリックして、プロキシサーバーの設定を入力します。 
4. 次のプロキシサーバーの詳細を設定します。 

フィールド 説明
プロキシホスト 必須。Secure Agent が使用する送信プロキシサーバーのホスト名。
プロキシポート 必須。送信プロキシサーバーのポート番号。

5. ［OK］をクリックします。 
Secure Agent Manager によって Secure Agent が再起動され、設定が適用されます。
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JVMOption を使用したプロキシ設定
Windows または Linux マシンの Secure Agent の JVMOptions を使用して、プロキシサーバー設定を構成でき
ます。
1. Informatica Intelligent Cloud Services にログインします。 
2. ［管理］を開いて［ランタイム環境］を選択します。 
3. プロキシサーバーを設定する Secure Agent を選択します。 
4. ページの右上隅にある［編集］をクリックします。 
5. ［システム構成の詳細］セクションで、データ統合サービスの［タイプ］に［DTM］を選択します。 

• JVMOption フィールドに次のパラメータを追加し、各パラメータに適した値を指定します。

パラメータ 説明
-Dhttps.proxyHost= 送信 HTTPS プロキシサーバーのホスト名。
-Dhttps.proxyPort= 送信 HTTPS プロキシサーバーのポート番号。

以下に例を示します。
JVMOption1=-Dhttps.proxyHost=<proxy_server_hostname> 
JVMOption2=-Dhttps.proxyPort=<proxy_port>

6. ［保存］をクリックします。 
Secure Agent が再起動して設定が適用されます。

Linux でのプロキシ設定
Secure Agent のインストーラにより、ブラウザで設定されている設定項目に基づいて Secure Agent のプロキ
シサーバー設定が設定されます。Secure Agent に定義されているプロキシサーバーの設定は、コマンドライン
から更新できます。
Linux マシンで Secure Agent のプロキシサーバーを設定するには、proxy.ini ファイルを更新するシェルコマ
ンドを使用します。ネットワーク管理者に問い合わせて、プロキシの設定項目を決めてください。
1. 次のディレクトリに移動します。 

<Secure Agent のインストールディレクトリ>/apps/agentcore
2. proxy.ini ファイルを更新します。 

• 認証されていないプロキシの proxy.ini ファイルを更新するには、次のコマンドを入力します。
./consoleAgentManager.sh configureProxy <proxy host> <proxy port>

3. Secure Agent を再起動します。 
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第  6  章

Amazon Redshift ソースとターゲ
ット

Amazon Redshift 接続のソースとターゲットのプロパティを割り当てることができます。

Amazon Redshift V2 ソース
マッピングのソースとして Amazon Redshift V2 オブジェクトを使用できます。テーブル、ビュー、またはマ
テリアライズビューを Amazon Redshift V2 ソースとして使用できます。
詳細ソースプロパティを設定するとき、Amazon Redshift V2 固有のプロパティを設定します。データを暗号
化し、Amazon S3 にステージングファイルを保持して、Amazon Redshift でファイルにクエリの結果を安全
にアンロードできます。

Amazon Redshift V2 ソースの Amazon Redshift ステージングディレクトリ
Secure Agent は、ソースプロパティで指定したディレクトリにステージングファイルを作成します。Secure 
Agent は、Amazon Redshift V2 からデータを読み取り、そのデータを Amazon S3 に書き込んで、次にローカ
ルステージングディレクトリに書き込みます。次に、Secure Agent は、ステージングされたファイルをステー
ジングディレクトリから削除します。
マッピングプロパティで、処理するデータの容量に応じた適切な容量のディスク領域を持つステージングディ
レクトリを指定します。Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。

Amazon Redshift V2 ソースのデータ暗号化
データを保護するために、ソースからデータを読み取るときにデータを暗号化することができます。

［スケジュール］ページの Amazon Redshift V2 の詳細ソースプロパティにある［暗号化タイプ］フィールド
で、暗号化のタイプを選択します。Unload コマンドは、AWS が管理する暗号化キーと AWS Key 
Management Service キーを使用して、サーバーサイド暗号化用に Amazon S3 に一時ファイルを作成します。
サーバーサイド暗号化用に Unload コマンドで AWS Key Management Service によって生成された顧客マス
タキー ID を使用します。
以下のタイプの暗号化を選択できます。
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なし
データは暗号化されません。

SSE-S3
［SSE-S3］暗号化タイプを選択した場合、Unload コマンドは Amazon S3 バケットに一時ファイルを作成

し、Amazon S3 はサーバーサイド暗号化用の AWS が管理する暗号化キーを使用してファイルを暗号化し
ます。

SSE-KMS
［SSE-KMS］暗号化タイプを選択した場合、Unload コマンドは Amazon S3 バケットにステージングファ

イルを作成し、Amazon S3 はサーバーサイド暗号化用の AWS KMS が管理する顧客マスタキーまたは
Amazon リソースネーム（ARN）を使用してファイルを暗号化します。
接続プロパティで指定した AWS KMS が管理する顧客マスタキーまたは ARN は、Amazon S3 をホストす
る地域と同じ地域に属する必要があります。
例えば、Amazon S3 が［米国西部（オレゴン）］地域でホストされている場合、［SSE-KMS］暗号化タイ
プを選択すると、同じ地域で有効にされた AWS KMS が管理する顧客マスタキーを使用する必要がありま
す。

CSE-SMK
［CSE-SMK］暗号化タイプを選択した場合、Amazon Redshift はマスタ対称キーを使用して Amazon S3

サーバーにデータをアップロードし、［暗号化］オプションを設定した copy コマンドおよび追加のセキュ
リティ用のプライベート暗号化キーを使用して、データをロードします。

［CSE-SMK］暗号化タイプを有効にするには、接続プロパティでマスタ対称キー ID を指定する必要があり
ます。

注: Amazon Redshift V2 コネクタは、マスタ対称キーを使用するサーバーサイド暗号化と、顧客マスタキーを
使用するクライアントサイド暗号化をサポートしていません。

Unload コマンド
Unload コマンドを使用すると、Amazon Redshift からデータを抽出し、Amazon S3 でステージングファイル
を作成できます。Unload コマンドはセキュアな接続を使用して、Amazon S3 上の 1 つ以上のファイルにデー
タをロードします。
Unload コマンドオプションを［Unload オプション］フィールドで直接指定できます。オプションは大文字で
入力し、オプションの区切りにはセミコロンを使用します。以下に例を示します。
DELIMITER = \036;ESCAPE = OFF;NULL=text;PARALLEL = ON;AWS_IAM_ROLE=arn;aws;iam;;<account ID>;role/<role-name>
注: NULL Unload コマンドオプションは、詳細モードのマッピングには適用されません。
印刷できない文字の 8 進数の表現を DELIMITER として使用することを推奨します。
pre-SQL コマンドまたは post-SQL コマンドとして Unload コマンドを実行する場合は、ALLOWOVERWRITE オプシ
ョンを指定して既存のオブジェクトを上書きします。
デフォルトでは、UNLOAD プロパティフィールドは空です。

Unload コマンドのオプション
Unload コマンドのオプションは Amazon Redshift からデータを抽出し、Amazon S3 のステージングファイ
ルに特定の形式でデータをロードします。特定の文字を使用してデータを区切ったり、複数のファイルにデー
タを並行して読み込んだりできます。
Unload コマンドにオプションを追加するには、［Unload オプション］オプションを使用します。
以下のオプションを設定できます。
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DELIMITER
入力ファイル内のフィールドを区切るための単一の ASCII 文字。パイプ（|）、チルダ（~）、タブ（\t）な
どの文字を使用できます。指定した区切り文字をデータに含めることはできません。区切り文字がデータ
に含まれる場合、ESCAPE を使用すると、区切り文字が通常の文字として読み取られます。デフォルト値
は\036 で、印刷できない 8 進数のレコード区切り文字です。

ESCAPE
アンロードされたデータの区切り文字が指定される前に、区切りアンロードファイルに CHAR カラムと
VARCHAR カラムのエスケープ文字を追加できます。デフォルトでは、この ESCAPE オプションは ON に
なっています。ESCAPE オプションを無効にするには、ESCAPE オプションの値として OFF を指定しま
す。例えば、ESCAPE = OFF と指定します。
注: DTM ステージングプロパティを有効にする場合は、Unload コマンドオプションで ESCAPE=OFF を使用
して、読み取り DTM ステージングを有効にする必要があります。ESCAPE = OFF を指定しない場合、マッピ
ングでは DTM ステージングプロパティが考慮されず、ステージングパフォーマンスの最適化を使用せず
に実行されます。

REGION
Amazon S3 ステージングバケットがクラスタ領域と同じ領域にない場合は、REGION 属性を使用できま
す。Amazon Redshift が米国東部（バージニア北部）にある場合は、アジアパシフィック（ムンバイ）領
域にある Amazon S3 バケットを使用してステージングファイルを作成することができます。例： REGION 
= ap-south-1

PARALLEL
Unload コマンドは、クラスタ内のスライス数に従ってデータを複数のファイルに並行して書き込みます。
デフォルトはオンです。並行オプションをオフにすると、Unload コマンドはデータを順番に書き込みま
す。データファイルの最大サイズは 6.5 GB です。

NULL
NULL Unload コマンドオプションを使用することによって、Amazon Redshift ソーステーブルの NULL
値を、NULL Unload コマンドオプションを使用して指定した文字列と置き換えることができます。
NULL Unload コマンドオプションの値を次の形式で入力します: NULL=text 文字列値の入力時に、スペース
を追加しないでください。NULL Unload コマンドの詳細については、AWS のマニュアルを参照してくだ
さい。
注: NULL Unload コマンドオプションは、詳細モードのマッピングには適用されません。

AWS_IAM_ROLE
Amazon EC2 システムにインストールされた Secure Agent でマッピングを実行する Amazon Redshift ロ
ールリソース名（ARN）を次の形式で指定します。AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::<account ID>:role/<role-name>
例: arn:aws:iam::123123456789:role/redshift_read

ADDQUOTES
ADDQUOTES は、デフォルトでは UNLOAD コマンドで実行されます。Unload コマンドは各データフィ
ールドに引用符を追加します。引用符を追加すると、UNLOAD コマンドは区切り文字を含むデータ値を読
み取ることができます。二重引用符（"）がデータに含まれる場合、ESCAPE を使用すると、区切り文字が
通常の文字として読み取られます。

ソースパーティション
Amazon Redshift からデータを読み取る際には、パーティション化を設定して実行時のマッピングのパフォー
マンスを最適化できます。パーティションタイプによって、Secure Agent がパーティションポイントでパーテ
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ィションにデータを分散する方法を制御します。詳細モードでマッピングを実行する場合、ソースのパーティ
ショニングを設定することはできません。
キー範囲パーティション化などのパーティションタイプを定義できます。1 つまたは複数のフィールドの値に
基づいて Amazon Redshift データをパーティション化するようにキー範囲パーティション化を設定します。キ
ー範囲パーティション化により、Secure Agent はパーティションキーとして定義したフィールドに基づいてソ
ースデータ行を分散します。Secure Agent は、フィールド値を各パーティションの範囲値と比較して、適切な
パーティションに行を送信します。
データ値が均等に分散されているカラムには、キー範囲パーティション化を使用します。そうしないと、パー
ティションのサイズが等しくなくなる可能性があります。例えば、あるカラムのキー値 1 から 1000 の間には
10 行あり、キー値 1001 から 2000 の間には 999 行があるというようになります。
キー範囲パーティション化では、あるパーティションのクエリが別のパーティションよりも先に行を返す場合
があります。または、あるパーティションは行を返し、他のパーティションは行を返さない場合もあります。
テーブル内の行がキー範囲と同じ順序である場合にこのようなことが起こります。あるクエリは行を読み取っ
て行を返し、他のクエリは同じ行を読み取ってフィルタすることもあります。
注: データ型が Integer や String のパーティションキーのみを設定できます。
マッピングで複数のパーティションを設定する場合、Secure Agent は、最初のパーティションの開始範囲およ
び最後のパーティションの終了範囲で指定した値を無視します。Secure Agent は、最初のパーティションの開
始範囲で 10 未満の値、および最後のパーティションの終了範囲で最後のパーティションに指定した値を超え
る値を使用します。
例えば、マッピングで 3 つのパーティションを設定し、最初のパーティションの開始範囲の値に 5、最後のパ
ーティションの終了範囲の値に 90 を指定した場合、マッピングは正常に実行されます。ただし、Secure 
Agent は指定した値を無視し、最初のパーティションの開始範囲の値で 10 未満の値、および最後のパーティ
ションの終了範囲の値で 90 を超える値を使用します。
注: ソースのキー範囲パーティション化を設定してターゲットを作成すると、マッピングタスクは失敗します。
ソースのパーティション化を使用する場合、フィルタを設定することはできません。

Amazon Redshift V2 ターゲット
マッピングまたはマッピングタスクのターゲットとして Amazon Redshift V2 オブジェクトを使用できます。
入力ソースに基づいて Amazon Redshift V2 ターゲットを作成することもできます。
詳細ターゲットプロパティを設定するとき、Amazon Redshift V2 固有のプロパティを設定します。データを
暗号化したり、クエリ効率向上のためにデータベーステーブルの統計メタデータを更新したり、Amazon S3 バ
ケットのフラットファイルから Amazon Redshift にデータをロードしたり、ディスク領域の回復とテーブル内
の行のソートのためにテーブルのクリーンアップを使用したりできます。
注: ターゲットテーブルの配布キーカラムに NULL 値が含まれていて、同じターゲットテーブルの更新/挿入操
作を使用してタスクを設定すると、タスクにより重複する行が作成される場合があります。重複する行の作成
を防ぐには、次のいずれかのタスクを実行する必要があります。
• データをロードするときに、NULL 値を NULL 以外の値に置き換えます。
• 配布キーカラム内に NULL 値を想定する場合は、カラムを配布キーとして設定しないようにします。
• データをロードするときに、ターゲットテーブルから配布キーカラムを一時的に削除します。Pre-SQL と

Post-SQL のプロパティを使用して、ターゲットテーブルの配布キーカラムを削除してから、追加すること
ができます。
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Amazon Redshift V2 ターゲットの Amazon Redshift ステージングディレクトリ
Secure Agent は、ターゲットプロパティで指定したディレクトリにステージングファイルを作成します。
Secure Agent はデータを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングディレクトリに書き込みます。
Secure Agent は、データを Amazon S3 に書き込んだ後、ステージングされたファイルをステージングディレ
クトリから削除します。処理するデータのボリュームに最適なディスク領域を使用して、マッピングプロパテ
ィのステージングディレクトリを指定します。Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定しま
す。
Secure Agent は、ステージングディレクトリにサブディレクトリを作成します。サブディレクトリでは次の命
名規則を使用します。<staging directory>/infaRedShiftStaging<MMddHHmmssSSS+xyz>

Amazon Redshift V2 ターゲットのデータ暗号化
データを保護するために、サーバーサイド暗号化またはクライアントサイド暗号化を有効にして、Amazon 
Redshift に挿入するデータを暗号化できます。
Amazon Redshift ターゲットでサーバーサイドとクライアントサイドの両方の暗号化を有効にすると、クライ
アントサイト暗号化がデータのロードに使用されます。

Amazon Redshift V2 ターゲットのサーバーサイド暗号化
.csv ファイルを Amazon S3 にアップロードしてステージングするときに Amazon Redshift でデータを暗号化
する場合は、サーバーサイド暗号化を有効にする必要があります。
サーバーサイド暗号化を有効にするには、詳細ターゲットプロパティで［S3 サーバー側の暗号化］を選択し、
接続プロパティで［顧客マスタキー ID］を指定します。
サーバーサイド暗号化用に接続プロパティで AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成され
た顧客マスタキー ID を設定できます。IAM 認証と、顧客マスタキーを使用したサーバーサイド暗号化を使用す
る場合は、IAM EC2 ロールと IAM Redshift ロールを顧客マスタキーに追加する必要があります。
詳細ターゲットプロパティでサーバーサイド暗号化を選択し、接続プロパティで顧客マスタキー ID を指定しな
い場合、データの暗号化には Amazon S3 が管理する暗号化キーが使用されます。

Amazon Redshift V2 ターゲットのクライアントサイド暗号化
クライアントサイド暗号化は、データを Amazon Redshift サーバーに送信する前にデータを暗号化する方法で
す。
Amazon Redshift V2 ターゲットに対してクライアントサイド暗号化を有効にすると、Secure Agent はソース
からデータを取得し、そのデータをステージングディレクトリに書き込み、そのデータを暗号化してから
Amazon S3 バケットに書き込みます。次に、Amazon S3 バケットは Amazon Redshift にデータを書き込みま
す。
注: サーバーレスランタイム環境を使用する場合、Amazon Redshift V2 ターゲットのクライアント側の暗号化
を設定することはできません。 Amazon Redshift V2 ターゲットでサーバーサイドおよびクライアントサイド
の両方の暗号化を有効にすると、クライアントサイト暗号化がデータのロードに使用されます。 
クライアントサイド暗号化を有効にするには、接続プロパティでマスタ対称キーを指定し、詳細ターゲットプ
ロパティで[S3 クライアント側の暗号化]を選択する必要があります。
Secure Agent は、マスタ対称キーを使用してデータを暗号化します。マスタ対称キーは Base64 形式の 256 ビ
ット AES 暗号化キーです。Amazon Redshift V2 コネクタはマスタ対称キーを使用して Amazon S3 サーバー
にデータをアップロードし、［暗号化］オプションを設定した copy コマンドと追加のセキュリティ用のプライ
ベート暗号化キーを使用して、Amazon Redshift にデータをロードします。
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Copy コマンド
Copy コマンドを使用すると、テーブルにデータを追加できます。Copy コマンドはセキュアな接続を使用し
て、Amazon S3 バケット内のフラットファイルから Amazon Redshift にデータをロードします。
Copy コマンドオプションを［コピーオプション］フィールドで直接指定できます。オプションは大文字で入
力し、オプションの区切りにはセミコロンを使用します。以下に例を示します。
DELIMITER = \036;ACCEPTINVCHARS = #;QUOTE = \037;COMPUPDATE = ON;AWS_IAM_ROLE=arn;aws;iam;;<account ID>;role/<role-name>
印刷できない文字の 8 進数の表現を DELIMITER および QUOTE として使用することを推奨します。

Copy コマンドのオプション
Copy コマンドオプションは、Amazon S3 からデータを読み取り、特定の形式で Amazon Redshift にデータ
を書き込みます。テーブル内のデータに圧縮を適用したり、特定の文字でデータを区切ることができます。
Copy コマンドにオプションを追加するには、［CopyOptions プロパティファイル］オプションを使用します。
以下のオプションを設定できます。
DELIMITER

入力ファイル内のフィールドを区切るための単一の ASCII 文字。パイプ（|）、チルダ（~）、タブ（\t）な
どの文字を使用できます。区切り文字をデータに含めることはできません。デフォルトは\036 で、印刷で
きない 8 進数のレコード区切り文字です。

ACCEPTINVCHARS
データに無効な UTF-8 文字が含まれていても、VARCHAR 列にデータをロードします。ACCEPTINCHARS
を指定すると、Secure Agent は、ACCEPTINVCHARS で指定された文字からなる同じ長さの文字で無効な
UTF-8 文字を置き換えます。ACCEPTINVCHARS で'|'を指定した場合、Secure Agent は 3 バイトの UTF-8
文字を'|||'に置き換えます。
ACCEPTINVCHARS を指定しない場合、COPY コマンドは、無効な UTF-8 文字が検出されるとエラーを返
します。VARCHAR 列で ACCEPTINVCHARS オプションを使用できます。デフォルト疑問符（?）です。

QUOTE
カンマ区切り値で使用する引用符文字を指定します。デフォルトは\037 で、印刷できない 8 進数のユニッ
ト区切り文字です。

REGION
Amazon S3 ステージングバケットがクラスタ領域と同じ領域にない場合は、REGION 属性を使用できま
す。Amazon Redshift が米国東部（バージニア北部）にある場合は、アジアパシフィック（ムンバイ）領
域にある Amazon S3 バケットを使用してステージングファイルを作成することができます。例: REGION = 
ap-south-1

COMPUPDATE
現在の圧縮エンコーディングをオーバーライドし、空のテーブルに圧縮を適用します。テーブル内の行が
10 万を超える場合は挿入操作で COMPUPDATE オプションを使用します。COMPUPDATE の動作は設定
方法に応じて異なります。
• COMPUPDATE を指定しない場合、ターゲットテーブルが空で、テーブル内のすべての列で RAW また

はエンコーディングが指定されないと、COPY コマンドは圧縮を適用します。
• COMPUPDATE を［オン］に指定した場合、ターゲットテーブルが空で、テーブル内の列で RAW 以外

のエンコーディングが指定されると、COPY コマンドは既存のエンコーディングを置き換えます。
• COMPUPDATE を［オフ］に指定した場合、COPY コマンドは圧縮を適用しません。
デフォルトは OFF です。

Amazon Redshift V2 ターゲット       43



TRUNCATECOLUMN
データをターゲットに書き込む前に、VARCHAR データ型および CHAR データ型のカラムのデータを切り
詰めます。ターゲットに書き込むデータのサイズがターゲットカラムのサイズより大きい場合、Secure 
Agent はデータをターゲットカラムに書き込む前にデータを切り詰めます。
デフォルトでは、この TRUNCATECOLUMNS オプションは OFF になっています。TRUNCATECOLUMNS
オプションを有効にするには、TRUNCATECOLUMNS オプションの値として ON を指定します。例えば、
TRUNCATECOLUMNS=ON と指定します。

AWS_IAM_ROLE
Amazon EC2 システムにインストールされた Secure Agent でタスクを実行する Amazon Redshift ロール
リソース名（ARN）を次の形式で指定します。AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::<account ID>:role/<role-name>
例: arn:aws:iam::123123456789:role/redshift_write

ターゲットテーブルの分析
クエリのパフォーマンスを最適化するには、ターゲットテーブルを分析するためのタスクを設定できます。タ
ーゲットテーブル分析は、データベーステーブルの統計メタデータを更新します。

［ターゲットテーブルの分析］オプションを使用すると、テーブルからサンプル行を抽出し、サンプルを分析し
て、列の統計情報を保存できます。Amazon Redshift は、統計メタデータを使用してクエリプランナーを更新
します。クエリプランナーは、統計メタデータを使用して、クエリ効率の向上に最適な計画を作成して選択し
ます。
Copy コマンドを使用して既存のテーブルにデータをロードしたら、［ターゲットテーブルの分析］オプション
を実行できます。新しいテーブルにデータをロードした場合、Copy コマンドはデフォルトで分析を実行しま
す。

ステージングファイルの保持
Secure Agent がターゲットにデータに書き込むと、Amazon S3 でステージングファイルを保持できます。フ
ァイルを保持すると、Amazon S3 で組織データのデータレイクを作成できます。保存したファイルはデータの
バックアップとしても使用できます。
ターゲット接続を作成する場合、ステージングファイルの保存用にファイルプレフィックスまたはディレクト
リプレフィックスを設定できます。プレフィックスを指定すると、Secure Agent は、ターゲットで指定した
Amazon S3 の場所にあるディレクトリ内にファイルを作成します。［S3 でステージングファイルを保持するた
めのプレフィックス］プロパティのいずれかのオプションを設定します。
• ディレクトリプレフィックスおよびファイルプレフィックスを指定します。例えば、backup_dir/backup_file

です。Secure Agent は以下のディレクトリとファイルを作成します。
- backup_dir_<year>_<month>_<date>_<timestamp_inLong>
- backup_file.batch_<batch_number>.csv.<file_number>.<encryption_if_applicable>

• ファイルプレフィックスを指定します。例えば、backup_file です。Secure Agent は以下のディレクトリ
とファイルを作成します。
- <year>_<month>_<date>_<timestamp_inLong><3 digit of random number>00<ProcessID><PartitionId>
- backup_file.batch_<batch_number>.csv.<file_number>.<encryption_if_applicable>

• プレフィックスを指定しないでください。Secure Agent はステージングファイルを保存しません。
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テーブルのクリーンアップ
テーブルのクリーンアップを使用してディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべ
てのテーブルの行をソートします。
削除やロードなどの一括操作を実行した後、または差分更新を実行した後、データベーステーブルをクリーン
アップしてディスク領域を回復し、Amazon Redshift のクエリパフォーマンスを向上する必要があります。行
の削除や更新を実行しても、Amazon Redshift は空き領域を再利用しません。
データベースまたはテーブルをクリーンアップすると、多くの場合、クエリパフォーマンスの一貫性を維持で
きます。データベース全体またはデータベース内の個々のテーブルのディスク領域を回復できます。データベ
ースまたは指定されたデータベース管理スケジュールで最小限の操作を求める場合は、クリーンアップを実行
する必要があります。クリーンアップを長く実行すると、データベース操作に影響を与える場合があります。
大規模な未ソートの領域では、クリーンアップが長くなることが多いため、クリーンアップを実行します。
詳細ターゲットプロパティを設定する場合、テーブルのクリーンアップオプションを有効にできます。
次のリカバリオプションを選択できます。
なし

行のソートまたはディスク領域の回復は行わないでください。
フル

指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテーブルをソートし、前回の更新操作や削除操作で削
除のマークが付けられた行によって使用されたディスク領域を回復します。

ソートのみ
削除行から解放された領域を回復せずに、指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテーブルを
ソートします。

削除のみ
前回の更新操作や削除操作で削除のマークが付けられた行によって使用されたディスク領域を回復し、テ
ーブルを圧縮して使用領域を解放します。

再インデックス
インターリーブソートキーカラムで値の分布を分析し、テーブルのクリーンアップ操作全体を設定してパ
フォーマンスを改善します。

リカバリおよびリスタート処理
Amazon Redshift V2 コネクタでは、CDC ソースから変更データをキャプチャして Amazon Redshift のターゲ
ットテーブルに書き込むマッピングタスクを実行する際に、リカバリおよびリスタート処理がサポートされま
す。詳細モードのマッピングを実行する場合、リカバリおよびリスタート処理は使用できません。
マッピングタスクが失敗したり、完了前に停止されたりした場合、Secure Agent は、ターゲットシステムの
infa_recovery_table テーブルに格納されているリカバリ情報を使用して、変更データの抽出を中断箇所から再
開します。これにより、変更データの喪失や、ソースとターゲットの不整合が防止されます。
リカバリおよびリスタート処理を有効にするには、マッピングタスクを作成または編集する際に、［スケジュー
ル］ページで詳細セッションプロパティの［リカバリストラテジ］を［最終チェックポイントから再開］に設
定します。このように設定すると、マッピングタスクで変更データの処理を中断箇所から再開できるようにな
ります。
特別な状況では、マッピングタスクのリスタートポイントを指定することもできます。例えば、マッピングタ
スクを初めて開始するときには、スキップされる変更レコードが生じないように、ターゲットの作成時に対応
するリスタートポイントを指定するのが一般的です。デフォルトのリスタートポイントはログの末尾（EOL）
です。これは、ログの現在の CDC 処理に相当します。ログで利用可能な最も早いレコードや特定の日時から抽
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出処理が開始されるようにリスタートポイントを指定することもできます。時間ベースのリスタートポイント
を使用すると、最初の作業単位（UOW）の終了時刻がそのリスタート時刻より後になっているログで抽出処理
が開始されます。
リスタートポイントを指定する際には次のことに注意してください。
• リスタートポイントは、そのマッピングタスクに関連付けられているマッピングのすべてのソースに適用さ

れます。
• 設定したリスタートポイントが早すぎると、対応するログファイルが期限切れになっていることがありま

す。その場合、そのリスタートポイントの値は、利用可能なログファイルの中で最も早いレコードと見なさ
れます。

• リスタートポイントをログファイルの最新のレコードより後に設定すると、エラーメッセージが表示されま
す。

注: リスタート情報はマッピングタスク（特定のソースとターゲットの組み合わせ）に関連付けられます。マッ
ピングのソースオブジェクトを変更した場合は、そのマッピングの新しいマッピングタスクを作成するか、既
存のマッピングタスクのリスタートリビジョン番号を増やす必要があります。リスタートリビジョン番号を増
やすには、マッピングタスクの［CDC ランタイム］ページに移動して、［再起動ポイントの選択］ダイアログ
ボックスを開き、［OK］をクリックします。このいずれかの操作を行わないと、マッピングタスクが次回の実
行時に失敗します。

書き込み時にレコードの順序を維持
CDC ソースからターゲットテーブルに変更レコードをキャプチャする際に、変更レコードの注文番号を維持す
ることができます。このプロパティを使用すると、CDC ソースとターゲットの不整合を防止できます。詳細モ
ードのマッピングを実行する場合、［書き込み時にレコードの順序を保持］プロパティは使用できません。
CDC ソースの 1 つの行で 1 つのレコードを複数回変更する際に、詳細ターゲットプロパティの［書き込み時に
レコードの順序を維持］オプションを有効にすると、変更レコードがターゲットテーブルに書き込まれるとき
に変更レコードの注文番号が維持されます。
例えば、以下の CDC ソーステーブルのレコードで複数の操作を実行したとします。

Emp ID Emp Name Emp Description RowType RowID
1 John L1 挿入 1
1 John L2 更新 2
1 John L3 更新 3

ここで、RowID は CDC ソーステーブルの変更レコードの順序を示すものとします。
この場合、Secure Agent は、次の変更レコードを注文番号とともにターゲットテーブルに書き込みます。

Emp ID Emp Name Emp Description RowType RowID
1 John L3 更新 3
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DELIMITER および QUOTE としての 8 進数値
印刷できる ASCII 文字に加えて、印刷できる ASCII 文字と印刷できない ASCII 文字の 8 進数値を DELIMITER お
よび QUOTE として使用できます。
印刷できる文字を DELIMITER または QUOTE として使用するには、ASCII 文字またはそれぞれの 8 進数値を指
定します。ただし、印刷できない文字を DELIMITER または QUOTE として使用するには、それぞれの 8 進数値
を指定する必要があります。
印刷できる文字の例:
DELIMITER=#または DELIMITER=\043
印刷できない文字の例、ファイルセパレータ:
QUOTE=\034
8 進数値 000-037 と 177 は印刷できない文字を表し、040-176 は印刷できる文字を表します。次の表に、
Amazon Redshift によりサポートされる、Copy コマンドの QUOTE と DELIMITER、および Unload コマンド
の DELIMITER の推奨 8 進数値を示します。

コマンドオプション 推奨 8 進数値
COPY QUOTE 001-010、016-037、041-054、057、073-100、133、135-140、173-177
COPY DELIMITER 001-011、013、014、016、017、020-046、050-054、057、073-133、135-177
UNLOAD DELIMITER 001-011、013、014、016、017、020-041、043-045、050-054、056-133、135-177

成功ファイルおよびエラーファイル
Secure Agent は、マッピングの実行後に成功ファイルとエラーファイルを生成します。成功ファイルとエラー
ファイルは、行レベルの詳細を含む.csv ファイルです。詳細モードでマッピングを実行する場合、成功ファイ
ルとエラーファイルは使用できません。
Secure Agent は、マッピングの実行後に成功ファイルとエラーファイルを生成します。成功ファイルには、
Amazon Redshift に正常に書き込まれた各レコードのエントリが含まれます。各エントリには、レコードのす
べてのフィールドに対して書き込まれた値が含まれます。このファイルを使用すると、Secure Agent が
Amazon S3 バケットと Amazon Redshift ターゲットに書き込んだデータを把握できます。
エラーファイルには、各データエラーのエントリが含まれます。ファイルの各エントリには、レコードのすべ
てのフィールドの値とエラーメッセージが含まれます。エラーファイルを使用すると、Secure Agent が
Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込まない理由を把握できます。
Secure Agent は成功ファイルまたはエラーファイルを上書きしません。エラー行ファイルと成功行ファイルが
生成されたディレクトリからこれらのファイルに直接アクセスします。不要になったファイルは手動で削除で
きます。
成功ファイルのマッピングプロパティを設定する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• Secure Agent が成功行ファイルを生成する場合のファイルパスを指定する必要があります。
• 成功行ファイルでは次の命名規則が使用されます。<timestamp>success
エラーファイルのマッピングプロパティを設定する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• Secure Agent がエラー行ファイルを生成する場合のファイルパスを指定する必要があります。
• 成功行ファイルでは、次の命名規則が使用されます。<timestamp>error

注: insert タスクと upsert タスクのエラー行ファイルは同じ命名規則に従います。
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• エラーファイルディレクトリを定義する場合は、変数$PMBadFileDir を使用します。変数$PMBadFileDir を使用
すると、アプリケーションがファイルを次の Secure Agent ディレクトリに書き込みます。<Secure Agent イ
ンストールディレクトリ>/apps/Data_Integration_Server/data/error。
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第  7  章

Amazon Redshift によるマッピン
グとマッピングタスク

マッピングを作成するときに、ソースまたはターゲットのトランスフォーメーションを Amazon Redshift V2
オブジェクトを表すように設定できます。
マッピングタスクを作成して、マッピングまたは統合テンプレートで定義されているデータフローロジックに
基づきデータを処理します。Oracle CDC ソースから変更データをキャプチャして Amazon Redshift のターゲ
ットテーブルに書き込むマッピングタスクを作成することもできます。マッピングを詳細モードに切り替えて、
高度な機能を有効にするためのトランスフォーメーションと関数を含めることができます。
注意: ソース、ターゲット、およびルックアップトランスフォーメーションで設定された pre-SQL および
post-SQL コマンドは、実行時には検証されません。安全でない可能性があるコンテンツがコマンド構文に含
まれていないこと、および接続オブジェクトで設定したデータベースユーザーに適切な権限があることを確認
してください。安全なネットワーク通信のために、TLS 対応のデータベース接続を使用することをお勧めしま
す。
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第  8  章

マッピングにおける Amazon 
Redshift V2 オブジェクトのルール
およびガイドライン

マッピングで Amazon Redshift V2 オブジェクトを設定する場合は、次のルールとガイドラインを考慮してく
ださい。
• マッピングで簡易フィルタを使用する場合は、YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.MS 形式でフィルタ条件を指定する必要

があります。詳細フィルタを使用する場合は、date_time_fix.f_timestamp < to_date('2012-05-24 
09:13:57','YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.MS')形式でフィルタ条件を指定する必要があります。

• ソースまたはターゲットのクエリを定義し、テーブル名またはカラム名に特殊文字が含まれている場合は、
テーブル名またはカラム名を二重引用符で囲む必要があります。

• ソースカラム名の特殊文字をターゲットに書き込むには、マッピングでターゲットトランスフォーメーショ
ンを設定して、実行時に新しいターゲットを作成します。［実行時に新規作成］ウィンドウで［ソースフィール
ド名をターゲットでそのまま使用］プロパティを有効にします。既存のオブジェクトを選択した場合、このチェ
ックボックスは表示されません。この機能は、詳細モードのマッピングには適用されません。

• boolean データ型を含む Amazon Redshift V2 オブジェクトを選択してデータをプレビューする場合、
Secure Agent は boolean データ型の値を切り詰めて、boolean 値の最初の文字のみを表示します。

• フィールドに日付または日時のデータ型が含まれている場合、［データプレビュー］タブには、+4 時間のオ
フセットでフィールド値が表示されます。

• 詳細モードのマッピングを使用してデータを読み書きする場合、ソーステーブル名に Unicode 文字または
特殊文字を含めることはできません。
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マッピングの Amazon Redshift V2 ソース
マッピングでは、ソースのトランスフォーメーションを Amazon Redshift V2 ソースを表すように設定できま
す。
以下の表に、ソーストランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift V2 ソースプロパティを示しま
す。

プロパテ
ィ

説明

接続 ソース接続の名前。ソース接続を選択するか、［新しいパラメータ］をクリックしてソース接
続に新しいパラメータを定義します。

ソースタイ
プ

ソースオブジェクトのタイプ。
次のソースオブジェクトのいずれかを選択します。
- 単一オブジェクト
- 複数のオブジェクト。複数のオブジェクトとの暗黙の結合および詳細リレーションを使用

できます。
- クエリ 1。ソースタイプにクエリを選択する場合は、［フィールドマッピング］タブのクエ

リで選択したすべてのフィールドをマップする必要があります。
- パラメータ
注: マッピングのパラメータファイルを使用して、ランタイム時にソースクエリオブジェクト
と複数のオブジェクトを上書きすることはできません。
ソースタイプにクエリを選択した場合、ブール値はターゲットに 0 または false として書き込
まれます。
クエリを指定する場合は、末尾にセミコロン（;）を使用しないようにしてください。

オブジェク
ト

ソースオブジェクトの名前。
単一または複数のソースオブジェクトを選択できます。

パラメータ ソースオブジェクトに既存のパラメータを選択するか、［新しいパラメータ］をクリックして
ソースオブジェクトに新しいパラメータを定義します。パラメータをソースタイプとして選
択する場合にのみ、パラメータプロパティが表示されます。ランタイム時にパラメータを上
書きする場合、［パラメータを上書き］オプションを選択します。

フィルタ フィルタ条件に基づいてレコードをフィルタリングします。
簡易フィルタまたは詳細フィルタを指定できます。

ソート 指定した条件に基づいてレコードをソートします。以下のソート条件を指定できます。
- パラメータを使用しません。使用するフィールドとソートのタイプを選択します。
- パラメータを使用します。ソートオプションを指定するには、パラメータを使用します。

1 詳細モードのマッピングには適用されません。
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以下の表に、ソーストランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift V2 の詳細ソースプロパティを
示します。

プロパティ 説明
S3 バケット
名

データのステージングに使用する Amazon S3 バケットの名前。
バケット名をフォルダパスで指定することもできます。Amazon Redshift クラスタと異なる
領域にある Amazon S3 バケット名を指定する場合、Unload コマンドオプションに REGION
属性を設定する必要があります。

圧縮を有効
にする

Amazon S3 ステージングディレクトリのステージングファイルを圧縮します。
Secure Agent がステージングファイルを圧縮すると、タスクのパフォーマンスが向上しま
す。デフォルトではオンに設定されています。

ステージン
グディレク
トリの場所 1

ローカルステージングディレクトリの場所。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内の対応する
Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
次の形式でディレクトリパスを指定します: <staging directory>
例えば、C:\Temp です。このディレクトリに対する書き込み権限があることを確認してくだ
さい。

Unload オプ
ション

Unload コマンドのオプション。
Unload コマンドにオプションを追加します。このコマンドは、Amazon Redshift からデー
タを抽出し、Amazon S3 でステージングファイルを作成します。Amazon Redshift ロールの
Amazon リソース名（ARN）を指定します。
次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- ESCAPE
- PARALLEL
- NULL1
- AWS_IAM_ROLE
- REGION
- ADDQUOTES
例: DELIMITER = \036;ESCAPE = OFF;NULL=text;PARALLEL = 
ON;AWS_IAM_ROLE=arn;aws;iam;;<account ID>;role/<role-name>;REGION = ap-south-1
Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。
注: Unload コマンドに手動でオプションを追加しない場合、Secure Agent はデフォルト値
を使用します。

NULL 値を
NULL として
扱う

Amazon Redshift からデータを読み取る際に NULL 値を保持します。

暗号化タイ
プ

Amazon S3 ステージングディレクトリのデータを暗号化します。
以下の暗号化タイプを選択できます。
- なし
- SSE-S3
- SSE-KMS
- CSE-SMK1
デフォルトは None です。

S3 ファイル
の分割ダウ
ンロード 1

大きな Amazon S3 オブジェクトを複数パーツに分けてダウンロードします。
Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 8MB を超える場合は、オブジェクトを複数パ
ーツに分けて同時にダウンロードできます。デフォルトは 5MB です。
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プロパティ 説明
マルチパー
トダウンロ
ードしきい
値サイズ 1

Amazon S3 オブジェクトを複数のパートに分けてダウンロードするための最大しきい値サ
イズ。
デフォルトは 5 MB です。

スキーマ名 デフォルトのスキーマ名をオーバーライドします。
注: スキーマ名を使用する場合、カスタムクエリを設定することはできません。

ソーステー
ブル名

デフォルトのソーステーブル名をオーバーライドします。
注: ソースタイプに［複数のオブジェクト］または［クエリ］を選択した場合、［ソーステー
ブル名］オプションは使用できません。

Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL コマンド。
UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。ここで指定するコマ
ンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-SQL コマンド。
UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。ここで指定するコマ
ンドは、プレーンテキストとして処理されます。

個別選択 一意の値を選択します。
このオプションを選択すると、Secure Agent に SELECT DISTINCT 文が含まれます。Amazon 
Redshift は末尾のスペースを無視します。したがって、予期されるより少ない行が Secure 
Agent で抽出される可能性があります。
注: ソースタイプをクエリとして選択した場合や、［SQL クエリ］プロパティを使用して［個
別選択］オプションを選択した場合、Secure Agent は［個別選択］オプションを無視しま
す。

SQL クエリ デフォルトの SQL クエリをオーバーライドします。
カラム名を二重引用符で囲みます。SQL クエリでは大文字と小文字が区別されます。
Amazon Redshift データベースでサポートされている SQL 文を指定します。
SQL クエリでカラムを指定するときに、クエリのカラム名がマッピングのソースカラム名
と一致するようにします。

一時的な資
格情報の期
間

IAM ユーザーが動的に生成された一時的な資格情報を使用して AWS リソースにアクセスで
きる期間。期間を秒単位で入力します。
デフォルトは 900 秒です。
900 秒以上が必要な場合、AWS コンソールで期間を最大 12 時間まで設定できます。設定し
た後で、同じ期間をこのプロパティに入力してください。

トレースレ
ベル

詳細トレースレベルを使用して、ソーストランスフォーメーションのログに表示される情報
の詳細度を取得します。

1 詳細モードのマッピングには適用されません。

SQL クエリの設定のルールおよびガイドライン
SQL クエリを設定するときは、次のルールおよびガイドラインを考慮してください。
• ソースタイプに［クエリ］を選択した場合、デフォルトの SQL クエリをオーバーライドすることはできま

せん。
• ［SQL クエリ］プロパティで日付とタイムスタンプの列を入力する場合は、日付とタイムスタンプのカラム

を次の形式で設定する必要があります。
YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.MS
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• ソースの SQL クエリを指定すると、ブール値はターゲットに 0 または false として書き込まれます。

複数のソースオブジェクトの追加
ソーストランスフォーメーションを作成するときに、ソースタイプとして複数の Amazon Redshift V2 オブジ
ェクトを選択してから、結合を設定してテーブルを結合できます。リレーション条件またはクエリを定義して、
テーブルを結合できます。
1. ソーストランスフォーメーションで、［ソースタイプ］を［複数のオブジェクト］としてクリックします。 
2. ［アクション］メニューから、［ソースオブジェクトの追加］をクリックします。 

3. 表示されたリストから、追加するソースオブジェクトを選択します。 

4. ［OK］をクリックします。 
5. ［関連オブジェクトのアクション］メニューから、［詳細リレーション］を選択します。 

6. ［詳細リレーション］ウィンドウで、［オブジェクトの追加］をクリックしてさらにオブジェクトを追加で
きます。 
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7. ［OK］をクリックします。 
8. 独自の条件を設定するか、クエリを指定して、テーブル間のリレーションを定義します。 

注: 結合式を設定するときは、フィールドを選択して、結合条件またはクエリ構文を定義します。
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9. ［OK］をクリックします。 
次の図は、Amazon Redshift V2 テーブル間に定義された詳細結合条件の例を示しています。

複数のソースオブジェクトの追加のルールおよびガイドライン
複数のソースオブジェクトを追加するときは、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• 詳細リレーションオプションを使用する場合、パーティション化を設定することはできません。
• テーブル名とカラム名に予約語を使用する場合、テーブル名を二重引用符で囲む必要があります。
• 複数のソースオブジェクトを追加する場合、自己結合を使用することはできません。
• 詳細リレーションのカラム名に特殊文字を使用すると、クエリが正しく形成されず、マッピングタスクが失

敗します。
• ［詳細リレーション］ウィンドウで［オブジェクトの追加］をクリックしてオブジェクトをさらに追加する

と、テーブルがロードされないか、ロードに時間がかかる場合があります。その後で、オブジェクトをもう
一度インポートしてください。

• 関連するソースオブジェクトを追加するときにスキーマを検索することはできません。下にスクロールし
て、スキーマを手動で選択する必要があります。

• 完全外部結合条件は、=、,、および AND 演算子でのみ使用できます。
• 詳細リレーションオプションを使用し、スキーマ名のオーバーライドを使用して結合クエリを指定すると、

マッピングは失敗します。マッピングが失敗して、次の結合クエリが表示されます。
- インナージョイン
- 左外部結合
- 右外部結合
- 完全外部結合
- クロス結合

• スキーマ名を上書きして、関連するソースオブジェクトに詳細フィルタを設定する場合は、フィルタ条件で
スキーマ名を指定する必要があります。フィルタ条件には、次の構文を使用します。
public.alldatatypes_src.f_smallint=1

• スキーマ名をオーバーライドして、関連するソースオブジェクトに詳細フィルタを設定すると、Secure 
Agent は、関連するソースオブジェクトではなく、親オブジェクトにのみ詳細フィルタを適用します。

• プライマリキーと外部キーのリレーションを持つ親オブジェクトと子オブジェクトを選択し、関連オブジェ
クトの外部キーがテーブルのプライマリキーでもある場合、ターゲットの作成時にマッピングタスクが失敗
します。
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• ［複数のオブジェクト］ソースタイプを選択し、emp などのソースオブジェクトを追加し、emp.id と
dept.d_id などの異なるカラムでプライマリキーと外部キーのリレーションを定義すると、マッピングが失
敗して、次のエラーが表示されます。
[FATAL] Unload/Copy command failed with error: Invalid operation: column emp.d_id does not exist.

［関連オブジェクトの選択］リストには、emp テーブルに d_id カラムがない場合でも dept 関連オブジェクト
の結合条件が emp.d_id=dept.d_id として表示されます。

マッピングでの Amazon Redshift V2 ターゲット
データを Amazon Redshift に書き込むには、マッピングで Amazon Redshift V2 オブジェクトをターゲットと
して設定します。
ソースパーティションを有効にした場合、Secure Agent はパススルーパーティション化を使用して Amazon 
Redshift にデータを書き込み、実行時のマッピングのパフォーマンスを最適化します。Amazon Redshift V2
ターゲットの名前と説明を指定します。ターゲットオブジェクトのターゲットプロパティと詳細プロパティを
設定します。
以下の表に、ターゲットトランスフォーメーションで設定できるターゲットプロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

接続 ターゲット接続の名前。ターゲット接続を選択するか、［新しいパラメータ］をクリックして
ターゲット接続に新しいパラメータを定義します。

ターゲッ
トタイプ

ターゲットオブジェクトのタイプ。
［単一オブジェクト］または［パラメータ］を選択します。

オブジェ
クト

ターゲットオブジェクトの名前。
実行時に、既存のターゲットオブジェクトを使用するか、新しいターゲットオブジェクトを
作成するかを選択できます。実行時に新しいターゲットを作成するには、［実行時に新規作
成］オプションを選択します
新しいターゲットを、指定したテーブルタイプとパスに基づいて実行時に作成します。
オブジェクト名、テーブルタイプ、およびパスを指定して、実行時に新しいオブジェクトを
作成します。

実行時に
新規作成

［実行時に新規作成］オプションに適用されます。
ソースと同じフィールド名で実行時にターゲットオブジェクトを作成できるかどうかを指定
します。

ソースフ
ィールド
名をター
ゲットで
そのまま
使用

［実行時に新規作成］オプションに適用されます。このオプションは、既存のターゲットには
表示されません。
すべてのソースフィールド名（特殊文字を含む）をソースとまったく同じようにターゲット
に保持する場合に選択します。このオプションを無効にすると、ソースの特殊文字は、ター
ゲットでアンダースコア文字に置換されます。
デフォルトでは無効になっています。
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プロパテ
ィ

説明

パラメー
タ

ターゲットオブジェクトの既存のパラメータを選択するか、［新しいパラメータ］をクリック
してターゲットオブジェクトの新しいパラメータを定義します。
ターゲットタイプとして［パラメータ］を選択する場合にのみ［パラメータ］プロパティが
表示されます。ランタイム時にパラメータを上書きする場合、［パラメータを上書き］オプシ
ョンを選択します。

操作 ターゲット操作のタイプ。
次のいずれかの操作を選択します。
- Insert
- Update
- Upsert
- Delete
- Data Driven1
CDC ソースから変更データをキャプチャするマッピングを作成する場合は［Data Driven］を
選択します。

データ依
存条件

行に挿入、更新、削除、または拒否操作のフラグを設定する式を定義できます。
非 CDC ソースに対するデータ依存条件を指定する必要があります。CDC ソースに対しては、
CDC ソーステーブルの行がすでに操作タイプでマークされているため、このフィールドは空
白のままにしておく必要があります。
注: 操作タイプとして［Data Driven］を選択した場合にのみ表示されます。

更新カラ
ム

ターゲットで Update、Upsert、Delete の各操作を実行するための論理プライマリキーとして
使用するカラムを選択します。
注: ターゲットテーブルにすでにプライマリキーが含まれている場合は必要ありません。

ターゲッ
トの作成

新しいターゲットを作成します
新しいターゲットを作成するときに、次のフィールドの値を入力します。
- 名前: ターゲットオブジェクトの名前を入力してください。
- パス: スキーマ名を指定して、スキーマ内にターゲットテーブルを作成します。デフォルト

では、このフィールドは空です。
1 詳細モードのマッピングには適用されません。

次の表に、Amazon Redshift V2 の詳細なターゲットプロパティを示します。

プロパティ 説明
S3 バケット名 ファイルを Amazon Redshift ターゲットに書き込む Amazon S3 バケットの名

前。
バケット名をフォルダパスで指定することもできます。Amazon Redshift クラ
スタと異なる領域にある Amazon S3 バケット名を指定する場合、Copy コマ
ンドオプションに REGION 属性を設定する必要があります。

圧縮を有効にする ステージングファイルを Amazon Redshift に書き込む前に圧縮します。
Secure Agent がステージングファイルを圧縮すると、タスクのパフォーマン
スが向上します。デフォルトではオンに設定されています。
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プロパティ 説明
ステージングディレクトリ
の場所 1 ローカルステージングディレクトリの場所。

Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内
の対応する Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定しま
す。
次の形式でディレクトリパスを指定します: <staging directory>
例えば、C:\Temp です。このディレクトリに対する書き込み権限があることを
確認してください。

バッチサイズ 1 バッチ内の最小行数。
0 より大きい値を入力します。デフォルトは 2000000 です。

INSERT 用のアップロード
バッチごとの最大エラー数

INSERT 用のアップロードバッチが失敗になるエラー行の数。
正の整数値を入力します。デフォルトは 1 です。
エラー数がプロパティ値以上になると、Secure Agent はバッチ全体をエラー
ファイルに書き込みます。

データロード前にターゲッ
トテーブルをトランケート

新しいデータをロードする前に Amazon Redshift のターゲットテーブルにあ
る既存データをすべて削除します。

Char および Varchar に
Null 値が必要

データ型が Char および Varchar の Amazon Redshift のカラムにデータを書き
込む際に文字列値を NULL に置換します。
デフォルトは空の文字列です。
注: データ型が Int、Bigint、numeric、real、または double の 1 つのカラムの
みを含むテーブルに NULL 値を書き込むマッピングを実行すると、マッピン
グが失敗します。この場合は、［Char および Varchar に Null 値が必要］プロ
パティにデフォルト値以外の値を指定する必要があります。

S3 ファイルの整合性のた
めの待ち時間（秒）1 Secure Agent がステージングファイルと Amazon S3 で利用可能なファイルの

リストを一致させるまで待機する時間（秒数）。
デフォルトは 0 です。

コピーオプション Copy コマンドのオプション。
デフォルトの区切り文字カンマ（,）または二重引用符（"）がデータで使用さ
れている場合に、Amazon S3 から Amazon Redshift ターゲットにデータを書
き込むための Copy コマンドにオプションを追加します。Amazon Redshift ロ
ールの Amazon リソース名（ARN）を指定します。
次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- ACCEPTINVCHARS
- QUOTE
- COMPUPDATE
- AWS_IAM_ROLE
- REGION
以下に例を示します。
DELIMITER = \036;ACCEPTINVCHARS = #;QUOTE = \037COMPUPDATE = ON;AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::<account ID>:role/<role-name>;REGION = ap-south-1
Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。
注: Copy コマンドに手動でオプションを追加しない場合、Secure Agent はデ
フォルト値を使用します。
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プロパティ 説明
S3 サーバー側の暗号化 Amazon S3 がアップロード時にデータを暗号化することを示します。

このプロパティを有効にするには、接続プロパティで顧客マスタキー ID を指
定します。デフォルトでは選択されていません。

S3 クライアント側の暗号
化 1 Secure Agent がプライベートキーを使用してデータを暗号化することを示し

ます。
このプロパティを有効にするには、接続プロパティでマスタ対称キー ID を指
定します。サーバーサイドおよびクライアントサイドの両方の暗号化を有効
にすると、サーバーサイド暗号化は無視されます。

ターゲットテーブルの分析 ターゲットテーブルで ANALYZE コマンドを実行します。
Amazon Redshift のクエリプランナーは、統計メタデータを更新して、クエリ
効率の向上に最適な計画を作成して選択します。

ターゲットテーブルのクリ
ーンアップ

ディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべての
テーブルの行をソートします。
次のリカバリオプションを選択できます。
- なし
- フル
- ソートのみ
- 削除のみ
- 再インデックス
デフォルトは［なし］です。

S3 でステージングファイ
ルを保持するプレフィック
ス

Amazon S3 でステージングファイルを保持します。
Amazon S3 でステージングファイルを保持するには、ディレクトリプレフィ
ックスとファイルプレフィックスの両方をスラッシュ（/）で区切って指定す
るか、ファイルプレフィックスのみを指定します。例えば、backup_dir/
backup_file や backup_file です。

成功ファイルディレクトリ1 Amazon Redshift の成功ファイルのディレクトリ。
Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。

エラーファイルディレクト
リ 1 Amazon Redshift のエラーファイルのディレクトリ。

Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。
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プロパティ 説明
ソース行の扱い デフォルトのターゲット操作をオーバーライドします。

デフォルトは［INSERT］です。
次のいずれかのオーバーライドオプションを選択します。
なし

デフォルトでは、なしが有効になっています。Secure Agent は、［操作］タ
ーゲットプロパティで選択されたタスク操作と見なします。

INSERT
挿入操作を実行します。このオプションが有効になっている場合、Secure 
Agent は、挿入のフラグが設定された行をすべて挿入します。このオプシ
ョンが無効になっている場合、Secure Agent は、挿入のフラグが設定され
た行を拒否します。

DELETE
削除操作を実行します。このオプションが有効になっている場合、Secure 
Agent は、削除のフラグが設定された行をすべて削除します。このオプシ
ョンが無効になっている場合、Secure Agent は、削除のフラグが設定され
たすべての行を拒否します。

UPDATE と UPSERT
更新操作と更新/挿入操作を実行します。更新操作を実行するには、プライ
マリキー列と、プライマリキー列以外の列を 1 つ以上マップする必要があ
ります。次のデータオブジェクトの操作属性を選択できます。
- ［更新時に更新］: Secure Agent は更新時にすべての行を更新します。
- ［更新または挿入］: Secure Agent は既存の行を更新したり、挿入のマー

クが付けられているように他の行を挿入したりします。
詳細については、「Amazon Redshift V2 コネクタのトラブルシューティン
グ」  (ページ 121)を参照してください。

Amazon Redshift V2 コネクタは、アップグレードストラテジトランスフォー
メーションでの更新/挿入操作をサポートしていません。アップデートストラ
テジトランスフォーメーションを使用して Amazon Redshift ターゲットにデ
ータを書き込むには、［ソース行の扱い］を［なし］として選択する必要があ
ります。
デフォルトでは、Secure Agent は［操作］ターゲットプロパティに指定され
た値に基づいてタスク操作を実行します。ただし、［ソース行の扱い］プロパ
ティでオプションを指定した場合、Secure Agent は［操作］ターゲットプロ
パティまたはアップデートストラテジトランスフォーメーションで指定され
た値を無視します。

ターゲットクエリのオーバ
ーライド 1 Secure Agent が更新操作用に生成するデフォルトの更新クエリを、指定した

更新クエリでオーバーライドします。
TransferManager スレッド
プールサイズ 1 データを並行して書き込むスレッドの数。

デフォルトは 10 です。
Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL

コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできま
す。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-
SQL コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもで
きます。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。
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プロパティ 説明
書き込み時にレコードの順
序を維持 1 CDC ソースからデータを読み取って Amazon Redshift ターゲットに書き込む

際にレコードの順序を維持します。
このプロパティは、CDC ソースから変更レコードをキャプチャするマッピン
グを作成する場合に使用します。このプロパティを使用すると、CDC ソース
とターゲットの不整合を防止できます。

最小アップロードパートサ
イズ 1 オブジェクトをアップロードするための Amazon Redshift オブジェクトの最

小サイズ。
デフォルトは 5 MB です。

バッチごとのファイル数 1 バッチごとの一時ファイルの数を計算します。
ファイルの数を指定しない場合は、Amazon Redshift V2 コネクタにより一時
ファイルの数が計算されます。

スキーマ名 デフォルトのスキーマ名をオーバーライドします。
ターゲットテーブル名 デフォルトのターゲットテーブル名を上書きします。
リカバリスキーマ名 1 ターゲットシステムの infa_recovery_table テーブルに格納されているリカバ

リ情報を含むスキーマ。この情報は、変更データの抽出を前回のチェックポ
イントから再開するために使用されます。

一時的な資格情報の期間 IAM ユーザーが動的に生成された一時的な資格情報を使用して AWS リソース
にアクセスできる期間。期間を秒単位で入力します。
デフォルトは 900 秒です。
900 秒以上が必要な場合、AWS コンソールで期間を最大 12 時間まで設定でき
ます。設定した後で、同じ期間をこのプロパティに入力してください。

拒否された行の転送 このプロパティは Amazon Redshift V2 コネクタに適用できません。
1 詳細モードのマッピングには適用されません。

ターゲットの作成に関するルールとガイドライン
Secure Agent は、［ターゲットの作成］フィールドで指定されたターゲットテーブル名を小文字に変換します。
ターゲットを作成する際には、［ターゲットフィールド］タブでターゲットオブジェクトのメタデータを表示お
よび編集できます。ターゲットオブジェクトのカラムのデータ型や精度を編集したり、プライマリキーを定義
したりできます。メタデータを編集するには、［ターゲットフィールド］タブで［オプション］ > ［メタデータ
の編集］をクリックします。
ターゲットを作成するときは、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• ターゲットを作成する際に、ソーステーブルに Text データ型のカラムが含まれていると、次のようなエラ

ーメッセージが表示されます。
Unsupported datatype - 'text' for column'LONGTXTAREA__C'
この場合、ソーストランスフォーメーションでソースカラムのデータ型を編集する必要があります。

• ランタイム時にターゲットをパラメータ化することはできません。
• ターゲットを作成して大文字または大文字と小文字が混在するアルファベットでテーブル名またはカラム名

を指定すると、Secure Agent でターゲットのテーブル名またはカラム名が小文字のアルファベットに変換
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され、マッピングタスクが正常に実行されます。ただし、Tomcat ログに次のエラーメッセージが表示され
ます。
An unexpected exception occured while fetching metadata:[The following object is not found].

• Time データ型のターゲットを作成すると、新しいターゲットのデータ型は Timestamp になります。
• 実行前 SQL または実行後 SQL クエリを使用して vaccuum コマンドでマッピングタスクを実行すると、マ

ッピングは失敗します。

ターゲットクエリをオーバーライドするためのルールとガイドライン
ターゲットクエリのオーバーライドを指定して、Secure Agent が更新操作に対して生成する更新クエリをオー
バーライドできます。
Amazon Redshift ターゲットにオーバーライドターゲットクエリプロパティを使用する場合は、次のルールと
ガイドラインを考慮してください。
• 詳細ターゲットプロパティの［ソース行の扱い］プロパティで［更新］を選択します。
• 更新/挿入操作にオーバーライドターゲットクエリを使用することはできません。
• オーバーライドターゲットクエリを次の形式で指定します。

UPDATE <Target Schema Name here>.<Target TABLE NAME here>  SET <column1> = {{TU}}.<column1>,      <column2> = {{TU}}.<column2>,      <column> = {{TU}}.<column>  FROM {{TU}}  WHERE <Target Schema Name>.<Target TABLE NAME here> .<update column1> = {{TU}}. <update column1>  AND <Target Schema Name>.<Target TABLE NAME here> .<update column2> = {{TU}}. <update column2>  AND … <Target Schema Name>.<Target TABLE NAME here> .<update column> = {{TU}}. <update column>
• :TU のカラム名はターゲットテーブルのカラム名と一致している必要があります。
• WHERE カラムはこのクエリで必須です。
• オーバーライドターゲットクエリステートメントの FROM カラムで、左、右、または完全外部結合を使用す

ることはできません。
• クエリ内のすべてのカラム名は修飾名である必要があり、テーブル名とスキーマ名はカラム名に関連付けら

れている必要があります。
注: SET カラムの場合、Amazon Redshift ではテーブルを含むカラム名を使用できません。SET カラムには
カラム名のみを含める必要があります。

• Amazon Redshift V2 コネクタは、:TU を一時テーブル名に置き換え、更新クエリを検証しないため、有効
な SQL 構文でオーバーライドターゲットクエリを指定する必要があります。

• オーバーライドターゲットクエリを使用して、カラムのマッピングの順序を変更することはできません。
• 更新操作に複数のオーバーライドターゲットクエリを指定することはできません。
• オーバーライドターゲットクエリオプションを使用する場合は、［スキーマ名］フィールドと［ターゲット

テーブル名］フィールドからスキーマ名とテーブル名のオーバーライドを追加で設定しないでください。
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マッピングの Amazon Redshift V2 ルックアップ
Amazon Redshift V2 マッピングでオブジェクトのルックアップを作成できます。指定したルックアップ条件
に基づいて、Amazon Redshift V2 ルックアップオブジェクトからデータを取得できます。
Amazon Redshift V2 ルックアップトランスフォーメーションを使用して、Amazon Redshift オブジェクトの
データをルックアップします。例えば、顧客コードが格納されているソーステーブルに対して、ターゲットテ
ーブルに顧客名が含まれるようにすると、要約データが読みやすくなります。Amazon Redshift V2 ルックア
ップトランスフォーメーションを使用すると、別の Amazon Redshift オブジェクト内にある顧客名をルックア
ップできます。
マッピングに、以下のルックアップを追加することができます。
• キャッシュされた状態での接続
• キャッシュされていない状態での接続。マッピングのみに適用されます。
• キャッシュされた状態での未接続
• 動的ルックアップキャッシュ。マッピングのみに適用されます。
接続プロパティで指定した JDBC URL を使用して、ルックアップを作成します。
以下の表に、ルックアップトランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift V2 ルックアップオブジ
ェクトのプロパティを示します。

プロパテ
ィ

説明

接続 ルックアップ接続の名前。
既存の接続の選択、新しい接続の作成、またはルックアップ接続プロパティのパラメータ値の
定義ができます。
実行時にルックアップ接続プロパティを上書きする場合は、［実行時にパラメータのオーバー
ライドを許可する］オプションを選択します。

ソースタ
イプ

ソースオブジェクトのタイプ［単一オブジェクト］、［クエリ］、または［パラメータ］を選択
します。
注: ソースタイプをクエリとして選択した場合、キャッシュされていないルックアップを設定
することはできません。

パラメー
タ

値を定義するパラメータファイル。この値はタスクを編集せずに更新されます。
ルックアップオブジェクトに既存のパラメータを選択するか、［新しいパラメータ］をクリッ
クしてルックアップオブジェクトに新しいパラメータを定義します。
パラメータをルックアップタイプとして選択する場合にのみ、パラメータプロパティが表示さ
れます。
実行時にパラメータを上書きする場合は、［実行時にパラメータのオーバーライドを許可する］
オプションを選択します。
タスクが実行されると、Secure Agent は詳細セッションプロパティで指定されたファイルのこ
のパラメータを使用します。

ルックア
ップオブ
ジェクト

マッピングのルックアップオブジェクトに名前を付けます。
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プロパテ
ィ

説明

複数一致 ルックアップ条件で複数の一致が返されるときの動作。すべての行、任意の行、最初の行、最
後の行、またはエラーを返すようにすることができます。
ルックアップオブジェクトのプロパティで次のオプションから選択して、動作を決定します。
- 最初の行を返す
- 最後の行を返す
- 任意の行を返す
- すべての行を返す
- エラーを報告

フィルタ 適用できません
ソート 適用できません

以下の表に、ルックアップトランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift V2 の詳細ルックアップ
プロパティを示します。

プロパティ 説明
S3 バケット
名 1 データのステージングに使用する Amazon S3 バケットの名前。

バケット名をフォルダパスで指定することもできます。Amazon Redshift クラスタと異なる
領域にある Amazon S3 バケット名を指定する場合、Unload コマンドオプションに REGION
属性を設定する必要があります。

圧縮を有効
にする 1 Amazon S3 ステージングディレクトリのステージングファイルを圧縮します。

Secure Agent がステージングファイルを圧縮すると、タスクのパフォーマンスが向上しま
す。デフォルトではオンに設定されています。

ステージン
グディレク
トリの場所 1

ローカルステージングディレクトリの場所。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内の対応する
Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
次の形式でディレクトリパスを指定します: <staging directory>
例えば、C:\Temp です。このディレクトリに対する書き込み権限があることを確認してくだ
さい。
詳細モードのマッピングには適用されません。
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プロパティ 説明
Unload オプ
ション 1 Unload コマンドのオプション。

Unload コマンドにオプションを追加します。このコマンドは、Amazon Redshift からデー
タを抽出し、Amazon S3 でステージングファイルを作成します。Amazon Redshift ロール
の Amazon リソース名（ARN）を指定します。
次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- ESCAPE
- PARALLEL
- NULL
- AWS_IAM_ROLE
- REGION
- ADDQUOTES
例: DELIMITER = \036;ESCAPE = OFF;NULL=text;PARALLEL = 
ON;AWS_IAM_ROLE=arn;aws;iam;;<account ID>;role/<role-name>;REGION = ap-south-1
詳細モードのマッピングでは、NULL オプションは使用できません。
Secure Agent をホストするマシン上のディレクトリを指定します。
注: Unload コマンドに手動でオプションを追加しない場合、Secure Agent はデフォルト値
を使用します。

NULL 値を
NULL として
扱う 1

Amazon Redshift からデータを読み取る際に NULL 値を保持します。

暗号化タイ
プ 1 Amazon S3 ステージングディレクトリのデータを暗号化します。

以下の暗号化タイプを選択できます。
- なし
- SSE-S3
- SSE-KMS
- CSE-SMK
詳細モードで設定されたマッピングでは、SSE-S3 暗号化のみを使用できます。
デフォルトは None です。

S3 ファイル
の分割ダウ
ンロード 1

大きな Amazon S3 オブジェクトを複数パーツに分けてダウンロードします。
Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 8MB を超える場合は、オブジェクトを複数パ
ーツに分けて同時にダウンロードできます。デフォルトは 5MB です。
詳細モードのマッピングには適用されません。

マルチパー
トダウンロ
ードしきい
値サイズ 1

Amazon S3 オブジェクトを複数のパートに分けてダウンロードするための最大しきい値サ
イズ。
デフォルトは 5 MB です。
詳細モードのマッピングには適用されません。

スキーマ名 デフォルトのスキーマ名をオーバーライドします。
注: スキーマ名を使用する場合、カスタムクエリを設定することはできません。

ソーステー
ブル名

デフォルトのソーステーブル名をオーバーライドします。
注: ソースタイプに［複数のオブジェクト］または［クエリ］を選択した場合、［ソーステー
ブル名］オプションは使用できません。

Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL コマンド。
UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。ここで指定するコマ
ンドは、プレーンテキストとして処理されます。
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プロパティ 説明
Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-SQL コマンド。

UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。ここで指定するコマ
ンドは、プレーンテキストとして処理されます。

個別選択 1 一意の値を選択します。
このオプションを選択すると、Secure Agent に SELECT DISTINCT 文が含まれます。Amazon 
Redshift は末尾のスペースを無視します。したがって、予期されるより少ない行が Secure 
Agent で抽出される可能性があります。
注: ソースタイプをクエリとして選択した場合や、［SQL クエリ］プロパティを使用して

［個別選択］オプションを選択した場合、Secure Agent は［個別選択］オプションを無視し
ます。

SQL クエリ 1 デフォルトの SQL クエリをオーバーライドします。
カラム名を二重引用符で囲みます。SQL クエリでは大文字と小文字が区別されます。
Amazon Redshift データベースでサポートされている SQL 文を指定します。
SQL クエリでカラムを指定するときに、クエリのカラム名がマッピングのソースカラム名
と一致するようにします。

一時資格情
報の期間 1 IAM ユーザーが動的に生成された一時的な資格情報を使用して AWS リソースにアクセスで

きる期間。期間を秒単位で入力します。
デフォルトは 900 秒です。
900 秒以上が必要な場合、AWS コンソールで期間を最大 12 時間まで設定できます。設定し
た後で、同じ期間をこのプロパティに入力してください。

トレースレ
ベル

詳細トレースレベルを使用して、ソーストランスフォーメーションのログに表示される情報
の詳細度を取得します。

1 キャッシュされていないルックアップには適用されません。

ルックアップトランスフォーメーションの詳細については、『トランスフォーメーション』を参照してくださ
い。

接続されていないルックアップトランスフォーメーション
マッピングで Amazon Redshift ソースに対して未接続のルックアップトランスフォーメーションを設定できま
す。ルックアップトランスフォーメーションを使用して、指定したルックアップ条件に基づいて Amazon 
Redshift からデータを取得します。
未接続のルックアップトランスフォーメーションは、パイプライン内のいずれのソース、ターゲット、または
トランスフォーメーションにも接続していないルックアップトランスフォーメーションです。
未接続のルックアップトランスフォーメーションは、別のトランスフォーメーションの:LKP 式の結果から入力
値を受け取ります。統合サービスは、ルックアップトランスフォーメーションのルックアップポートと条件に
基づいてルックアップソースにクエリを送信し、返された値を:LKP 式が含まれるポートに渡します。:LKP 式
を使用することで、ルックアップの結果を別のトランスフォーメーション内の式に渡すことができます。
ルックアップトランスフォーメーションの詳細については、「トランスフォーメーション」を参照してくださ
い。
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接続されていないルックアップトランスフォーメーションの設定
接続されていないルックアップトランスフォーメーションを設定するには、［接続されていないルックアップ］
オプションを選択して受信フィールドを追加し、ルックアップ条件を設定してから戻り値を指定します。次に、
別のトランスフォーメーションでのルックアップ式を設定します。
1. マッピングにルックアップトランスフォーメーションを追加します。 
2. ルックアップトランスフォーメーションの［全般］タブで、［接続されていないルックアップ］オプション

を有効にします。 

3. ルックアップトランスフォーメーションの［受信フィールド］タブで、:LKP 式の各引数に対して受信フィ
ールドを作成します。 
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作成するルックアップ条件それぞれについて、ルックアップトランスフォーメーションに受信フィールド
を追加します。

4. ［ルックアップオブジェクト］タブでルックアップオブジェクトをインポートします。 

未接続ルックアップで［複数一致］プロパティを値［すべての行を返す］に設定することはできません。
5. 戻り値を指定します。 

ルックアップトランスフォーメーションに複数の入力値を渡し、データのカラムを 1 つ返すことができま
す。データ統合は、ルックアップクエリから 1 つの値を返すことができます。戻りフィールドを使用し
て、戻り値を指定します。

6. 別のトランスフォーメーションのルックアップ式を設定します。 
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式トランスフォーメーションを使用するトランスフォーメーションの:LKP 式から、未接続のルックアップ
トランスフォーメーションの入力値を指定します。引数は、ルックアップ条件に使用されているルックア
ップトランスフォーメーションのローカル入力フィールドと一致するローカル入力ポートです。

7. フィールドをターゲットにマッピングします。 

ルックアップキャッシングの有効化
マッピングでルックアップトランスフォーメーションを設定すると、ランタイムセッション中にルックアップ
データをキャッシュできます。

［ルックアップキャッシングの有効化］を選択すると、データ統合はルックアップソースを一度クエリし、セッ
ション中に使用する値をキャッシュします。これにより、パフォーマンスを向上できます。キャッシュされた
ルックアップを保存するディレクトリを指定できます。
ルックアップキャッシュの永続性

ルックアップキャッシュの永続性を使用してルックアップキャッシュファイルを保存し、キャッシュを使
用するように設定されたルックアップトランスフォーメーションを次回データ統合が処理するときにこの
ファイルが再利用されるようにします。

［キャッシュファイル名のプレフィックス］フィールドで、永続ルックアップキャッシュファイルで使用す
るファイル名プレフィックスを指定できます。
ルックアップテーブルが変更された場合は、［ルックアップソースからの再キャッシュ］プロパティを有効
にして、ルックアップキャッシュを再構築できます。

動的ルックアップキャッシュ
動的ルックアップキャッシュを使用してルックアップキャッシュがターゲットに同期し続けるようにしま
す。デフォルトでは、動的ルックアップキャッシュは無効になっており、静的キャッシュを表します。
キャッシュが静的である場合、ルックアップキャッシュ内のデータは、マッピングタスクの実行時に変更
されません。
タスクがキャッシュを複数回使用する場合、タスクは同じデータを使用します。キャッシュが動的である
場合、タスクはタスク内のアクションに基づいてキャッシュを更新します。そのため、タスクがルックア
ップを複数回使用する場合、ダウンストリームトランスフォーメーションでは更新されたデータが使用さ
れます。
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ルックアップキャッシングの詳細については、データ統合のマニュアルにある「トランスフォーメーション」
を参照してください。

ルックアップトランスフォーメーションの設定のルールおよびガイドライン
Amazon Redshift ルックアップトランスフォーメーションを設定する場合は、次のルールとガイドラインを考
慮してください。
• 詳細モードでは、マッピングに接続されていないルックアップは使用できません。
• 詳細モードでは、マッピングの動的ルックアップ キャッシュは設定できません。
• キャッシュされていないルックアップに SQL クエリプロパティを使用することはできません。
• ［複数一致］プロパティが［エラーを報告］に設定されているルックアップトランスフォーメーションは、詳

細モードのマッピングでエラーメッセージが表示されることなく正常に実行されます。

Oracle CDC ソースを使用したマッピングタスクの例
組織では、ミッションクリティカルな Oracle の本番システムからリアルタイムの変更データをレプリケートし
て、重大ではない作業の介入（オフラインのレポートシステムや分析処理システムなど）を最小限に抑える必
要があります。Amazon Redshift V2 コネクタを使用すると、Oracle CDC ソースから変更データをキャプチャ
して Amazon Redshift のターゲットテーブルに書き込むことができます。Oracle CDC ソースをマッピングに
追加して、関連付けられたマッピングタスクを実行すると、変更データがターゲットに書き込まれます。
1. データ統合で、［新規］ > ［マッピング］ > ［作成］をクリックします。 

［新しいマッピング］ダイアログボックスが表示されます。
2. マッピングの名前と説明を入力します。 
3. ソーストランスフォーメーションの全般プロパティで、名前と説明を指定します。 
4. ［ソース］タブで、設定済みの Oracle CDC 接続を選択し、必要なソースプロパティを指定します。 
5. ターゲットトランスフォーメーションの全般プロパティで、名前と説明を指定します。 
6. ［ターゲット］タブで、次の手順を実行してターゲットプロパティを設定します。 

a. ［接続］フィールドで、Amazon Redshift V2 接続を選択します。 
b. ［ターゲットの種類］フィールドで、ターゲットオブジェクトのタイプを選択します。 
c. ［オブジェクト］フィールドで、必要なターゲットオブジェクトを選択します。 
d. ［操作］フィールドで、ソースレコードの挿入、更新、削除が正しく処理されるように［Data 

Driven］を選択します。 
e. ［データ依存条件］フィールドは空白のままにします。 
f. ［詳細プロパティ］セクションで、必要なターゲットプロパティの値を指定します。［書き込み時にレ

コードの順序を維持］チェックボックスをオンにし、［リカバリスキーマ名］プロパティの値を入力
する必要があります。 

7. ［フィールドマッピング］タブで、受信フィールドをターゲットフィールドにマップします。手動でマップ
することも、フィールド名に基づいて自動的にマップすることもできます。 

8. ［アクション］メニューで、［新しいマッピングタスク］をクリックします。 
［新しいマッピングタスク］ページが表示されます。

9. ［定義］タブで、タスク名を入力し、設定済みのマッピングを選択します。 
10. ［CDC ランタイム］タブで、必要なプロパティを指定します。 

CDC ランタイムプロパティの詳細については、Oracle CDC コネクタのヘルプを参照してください。
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11. ［スケジュール］タブの［詳細セッションプロパティ］セクションで、次のプロパティを指定します。 
a. ［ファイル終端（EOF）でコミット］フィールドで、このプロパティの値として［いいえ］を選択し

ます。 
b. ［コミットタイプ］フィールドで、このプロパティの値として［ソース］を選択します。 
c. ［リカバリストラテジ］フィールドで、このプロパティの値として［最終チェックポイントから再開］

を選択します。 
12. ［保存］ > ［実行］をクリックして、マッピングを保存して実行します。 

スケジュールを作成して、手動で操作しなくてもマッピングタスクが定期的に実行されるようにすること
もできます。マッピングタスクの実行間隔ができるだけ短くなるようにスケジュールを定義できます。

モニタで、タスクの実行後にログのステータスを監視できます。

詳細モードのマッピングの例
顧客 ID、品目コード、および品目数量などの大量の注文書の詳細を Amazon S3 に保存している組織で働いて
いるとします。注文書の詳細を分析して将来の収益を増加させるために、Amazon S3 から別のクラウドベース
の環境にデータを移植する必要があります。
Amazon S3 からすべての注文レコードを読み取って Amazon Redshift ターゲットに書き込む場合のパフォー
マンスを向上させるために、詳細モードで実行されるマッピングを作成します。
1. データ統合で、［新規］ > ［マッピング］ > ［マッピング］をクリックします。 
2. Mapping Designer で、［詳細に切り替え］をクリックします。 

次の図は、Mapping Designer の［詳細に切り替え］ボタンを示しています。
 

 
3. ［詳細に切り替え］ダイアログボックスで、［詳細に切り替え］をクリックします。 

Mapping Designer でマッピングキャンバスが更新され、詳細モードで使用できるトランスフォーメーシ
ョンと関数が表示されます。

4. マッピングの名前、場所、説明を入力します。 
5. ソーストランスフォーメーションを追加して、全般プロパティで名前と説明を指定します。 
6. Amazon S3 ソースからデータを読み取るには、[ソース]タブで、ソース詳細を指定する次の手順を実行し

ます。 
a. ［接続］フィールドで、Amazon S3 V2 ソース接続を選択します。 
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b. ［ソースタイプ］フィールドで、ソースのタイプを選択します。 
c. ［オブジェクト］フィールドで、必要なオブジェクトを選択します。 
d. [詳細プロパティ]セクションで、適切な値を指定します。 

7. ［フィールド］タブで、Amazon S3 ソースフィールドをターゲットフィールドにマップします。 
8. ターゲットトランスフォーメーションの全般プロパティで、名前と説明を指定します。 
9. [ターゲット]タブで次の手順を実行して、Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込むためのターゲ

ットの詳細を指定します。 
a. ［接続］フィールドで、Amazon Redshift V2 ターゲット接続を選択します。 
b. ［ターゲットタイプ］フィールドで、ターゲットのタイプを選択します。 
c. ［オブジェクト］フィールドで、必要なオブジェクトを選択します。 
d. ［操作］フィールドで、必要な操作を選択します。 
e. ［詳細プロパティ］セクションで、詳細ターゲットプロパティに適切な値を指定します。 

10. Amazon S3 ソースおよび Amazon Redshift ターゲットをマップします。 
11. ［保存］ > ［実行］をクリックして、マッピングを検証します。 

［監視］で、タスクの実行後にログのステータスを監視できます。

SQL トランスフォーメーションを使用した SQL クエリの処理
Amazon Redshift V2 マッピングのミッドストリームで SQL クエリを処理するように SQL トランスフォーメー
ションを設定できます。詳細モードでは、マッピングに SQL トランスフォーメーションは設定できません。
SQL トランスフォーメーションをマッピングに追加する場合、［SQL］タブで、接続とトランスフォーメーショ
ンが処理する SQL のタイプを定義します。

SQL トランスフォーメーションを使用した SQL クエリとストアドプロシージ
ャの処理
SQL トランスフォーメーションをマッピングに追加する場合は、［SQL］タブで、データベース接続およびトラ
ンスフォーメーションが処理する SQL のタイプを定義します。
SQL トランスフォーメーションは、次のタイプの SQL 文を処理できます。
ストアドプロシージャ

Amazon Redshift のストアドプロシージャを呼び出すように SQL トランスフォーメーションを設定でき
ます。SQL トランスフォーメーションを作成する場合は、ストアドプロシージャが Amazon Redshift デ
ータベースに存在している必要があります。SQL トランスフォーメーションは、ストアドプロシージャを
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処理する場合、入力パラメータをストアドプロシージャに渡します。ストアドプロシージャは戻り値をト
ランスフォーメーションの出力フィールドに渡します。

SQL クエリ
SQL エディタで定義した入力済みクエリを処理するように SQL トランスフォーメーションを設定できま
す。SQL トランスフォーメーションはクエリを処理し、行を返します。SQL トランスフォーメーション
は、基になるデータベースからエラーが発生した場合、またはユーザー構文にエラーがある場合でもエラ
ーを返します。

注: クエリを 1 つだけ指定します。複数の SQL クエリを指定することはできません。 保存済みクエリタイプは
使用できません。 
SQL クエリとストアドプロシージャの詳細については、データ統合のヘルプの「トランスフォーメーション」
を参照してください。

ストアドプロシージャの設定
SQL トランスフォーメーションの［SQL］タブで、ストアドプロシージャを処理するように SQL トランスフォ
ーメーションを設定できます。
Amazon Redshift マッピングに SQL トランスフォーメーションを追加します。

SQL トランスフォーメーションで次のタスクを実行します。
1. SQL トランスフォーメーションの名前と説明を入力します。 
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2. ［受信フィールド］タブで、トランスフォーメーションに含めるデータを決定するフィールドルールを定義
します。 

3. SQL トランスフォーメーションの［プロパティ］パネルで［SQL］タブをクリックします。 
4. ［SQL］タブで、次のタスクを実行します。 

a. データベースへの接続を選択します。 
接続を選択するか、パラメータを使用することができます。

b. SQL タイプを［ストアドプロシージャ］に設定します。 
c. ［選択］をクリックしてデータベースからストアドプロシージャを選択するか、呼び出すストアドプ

ロシージャの正確な名前を入力します。 
ストアドプロシージャ名では大文字と小文字が区別されます。
注: マッピングが開いている状態で新しいストアドプロシージャをデータベースに追加すると、新し
いストアドプロシージャは使用可能なストアドプロシージャのリストに表示されません。リストを更
新するには、マッピングを閉じてから再度開きます。

次の図に、設定済みの SQL トランスフォーメーションプロパティを示します。

5. ［フィールドマッピング］タブで、選択したストアドプロシージャの受信フィールドに入力フィールドをマ
ッピングする方法を指定します。 

6. 要件に応じて、トランスフォーメーションに詳細プロパティを定義します。 

ストアドプロシージャのルールとガイドライン
ストアドプロシージャについては、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• ストアドプロシージャで使用されるテーブルと同じカラム名をソーステーブルで使用すると、マッピングタ

スクは失敗します。
• 例えば、ストアドプロシージャのカラムに対して numeric(10,2)などの数値データ型を指定すると、マッピン

グタスクは失敗します。
• マッピングでストアドプロシージャを作成する場合、出力ポートに refcursor データ型を含めることはでき

ません。
• ストアドプロシージャに指定した入力パラメータが異なる場合でも、同じ名前の複数のストアドプロシージ

ャから読み取ることはできません。
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マッピングに対する動的スキーマ処理
ユーザーがデータオブジェクトスキーマに加えた変更をデータ統合がどのように処理するかを選択できます。
マッピングタスクを実行するたびにスキーマが更新されるようにするには、タスクで動的スキーマ処理を有効
にします。
スキーマの変更には、データオブジェクトに対する次の 1 つ以上の変更が含まれます。
• フィールドの追加。
• フィールドのデータ型、精度、またはスケールの更新。
タスクの設定時に、［スケジュール］ページでスキーマ変更処理を設定します。
次の表に、スキーマ変更処理のオプションを示します。

オプ
ショ
ン

説明

非同
期

デフォルト。データ統合は、マッピングまたはマッピングタスクの編集時および Informatica 
Intelligent Cloud Services のアップグレード時にスキーマを更新します。

動的 データ統合は、タスクが実行されるたびにスキーマを更新します。
スキーマの更新では、次のオプションを選択できます。
- 変更して変更を適用する。 データ統合はターゲットスキーマを変更し、ソースから新しいフィ

ールドを追加します。
- 現在のもの削除してから再作成する。既存のターゲットテーブルを削除し、ソースからのすべ

ての受信メタデータフィールドを使用して、実行時にターゲットテーブルを再作成します。
- DDL の変更を適用しない。データ統合はスキーマの変更をターゲットに適用しません。

詳細については、データ統合のヘルプの「タスク」にある「スキーマ変更処理」のトピックを参照してくださ
い。

動的スキーマ処理のルールとガイドラインマッピング
動的スキーマ変更処理を有効にする場合は、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• データ型、精度、およびスケールの更新は適用されません。
• Varchar データ型の精度の低下を伴うスキーマ更新は適用されません。
• ターゲットテーブルのカラムで特殊文字を使用しており、［変更して変更を適用する］を選択した場合、エ

ラーが発生してマッピングタスクは失敗します。
• ソーストランスフォーメーションのフィールドマッピングで完全にパラメータ化されたフィルタを使用して

おり、［動的］オプションを選択した場合、［スケジュール］ページには、スキーマを更新するためのオプシ
ョンが表示されません。

• ソーストランスフォーメーションで SQL オーバーライドを使用しており、［変更を変更して適用する］を選
択した場合、エラーが発生してマッピングタスクは失敗します。

• ソースにプライマリキーとしてフィールドを追加し、［変更して変更を適用する］を選択した場合、マッピ
ングタスクが正常に実行され、フィールドがターゲットにプロパゲートされます。ただし、プライマリキー
は考慮されません。

• ソーステーブル名またはスキーマ名をオーバーライドして、［変更して変更を適用する］スキーマ変更処理
オプションを選択し、オーバーライドされたソーステーブルに新しいフィールドが追加されると、マッピン
グは正常に実行されます。ただし、Secure Agent は、オーバーライドされたソーステーブルから新しく追
加されたフィールドを取得しません。
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キー範囲パーティションの設定
フィールド値に基づいて Amazon Redshift データをパーティション化するようにキー範囲パーティションを設
定します。
1. ［ソースのプロパティ］で、［パーティション］タブをクリックします。 
2. リストから必要な［パーティションキー］を選択します。 
3. ［新しいキー範囲の追加］をクリックしてパーティションを追加します。 
4. ［開始範囲］および［終了範囲］を指定します。 

書き込み操作の一括処理
一括処理を有効にして、Amazon Redshift に大量のデータを書き込むことができます。一括処理では、最小限
の API 呼び出しを使用し、書き込み操作のパフォーマンスが向上します。
一括処理を有効にするには、Secure Agent プロパティでプロパティ-
DENABLE_WRITER_BULK_PROCESSING=true を指定します。
マッピングを実行する前に、以下の手順を実行して一括処理を設定します。
1. Administrator で、［ランタイム環境］タブにリストされている Secure Agent を選択します。
2. ［編集］をクリックします。
3. ［システム構成の詳細］セクションで、サービスとして［データ統合サービス］を選択し、タイプとして

［DTM］を選択します。
4. JVMOption1 プロパティを編集し、-DENABLE_WRITER_BULK_PROCESSING=true と入力します。
5. ［保存］をクリックします。
注: プッシュダウンの最適化を使用して設定したマッピングタスクには適用されません。
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第  9  章

マッピングの移行
ある環境で接続とマッピングを設定してから別の環境にマッピングを移行して実行すると、データ統合は以前
の環境で設定されたランタイム属性を使用して、新しい環境でマッピングを正常に実行します。
移行後は、管理者サービスから接続プロパティを変更できますが、マッピングを変更する必要はありません。
開発組織（組織 1）でマッピングを開発し、次にプロダクション組織（組織 2）でマッピングを移行して実行
するシナリオについて考えてみます。移行後に、組織 2 では同じまたは異なる接続エンドポイントあるいはオ
ブジェクトパスを使用したい場合があるでしょう。要件に応じて、移行を計画する前に、この節のガイドライ
ンを考慮してください。

移行されたマッピングへの同じオブジェクトパスの使用
組織 2 に移行されたマッピングで組織 1 と同じオブジェクトパスを使用する場合は、組織 2 の Amazon 
Redshift アカウントで同じデータベース、スキーマ、およびテーブルを使用する必要があります。
例えば、組織 1 に使用されるアカウント 1 と組織 2 に使用されるアカウント 2 という 2 つの異なるアカウント
がある場合、スキーマおよびテーブル名のオブジェクトパスは、次のように両方のアカウントで同じである必
要があります。
アカウント 1: SCHEMA1/TABLE1
アカウント 2: SCHEMA1/TABLE1
このシナリオでは、詳細プロパティのスキーマとテーブルをオーバーライドする必要はありません。

移行されたマッピングへの別のオブジェクトパスの使用
マッピングを移行した後に、別のオブジェクトパスを使用して、新しい環境からマッピングを実行できます。
このシナリオでは、マッピングを移行する前に、オブジェクトメタデータまたはランタイム属性を変更して、
移行された環境にオブジェクトパスを反映させることができます。新しい環境でマッピングを編集または更新
する必要はありません。
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原則として、詳細プロパティまたはオブジェクトプロパティでスキーマとテーブルを指定すると、データ統合
は次の優先順位で属性を使用します。
1. ランタイムの詳細属性。マッピングのソース、ターゲット、またはルックアップトランスフォーメーショ

ンのスキーマ名やテーブル名などの詳細プロパティ。
2. オブジェクトメタデータ。マッピングのソース、ターゲット、またはルックアップトランスフォーメーシ

ョンで選択したオブジェクトタイプ。

移行オプション
移行を行うときは、次のオプションのいずれかを選択して、オブジェクトパスを更新できます。
オプション 1: 接続プロパティを更新して、新しいオブジェクトを参照する
マッピングを組織 2 にインポートすると、［接続の確認］セクションで既存の接続を変更して、組織 2 の指定
されたスキーマおよびテーブルにアクセス可能な接続にマッピングできます。
オプション 2: 詳細プロパティからプロパティをオーバーライドする
移行の前に、組織 1 のマッピングの詳細プロパティで、組織 2 のオブジェクトに必要なスキーマとテーブル名
を指定します。
移行後にマッピングを実行すると、Secure Agent は設定された詳細パラメータを使用して、指定されたオブジ
ェクトを組織 1 からインポートされたマッピングでオーバーライドします。
オプション 3: マッピングのプロパティをパラメータ化する
移行前に、スキーマやテーブル名などの詳細属性をパラメータ化するという選択ができます。マッピングでは、
入力パラメータ、入出力パラメータ、およびパラメータファイルを設定できます。
マッピングを移行した後は、マッピングを編集または更新しないでください。入出力パラメータを使用した場
合は、パラメータファイルを使用してスキーマとテーブルの属性を変更し、タスクの実行時に変更が適用され
るようにすることができます。
マッピング内のオブジェクトではなく、詳細プロパティのみをパラメータ化する

詳細プロパティのみをパラメータ化し、実行時にそれらのプロパティを使用する場合は、マッピングのオ
ブジェクトプロパティでプレースホルダオブジェクトを選択してから、詳細プロパティからこのプレース
ホルダオブジェクトへのオーバーライドを指定します。プレースホルダオブジェクトに、オーバーライド
として指定した対応するテーブルと同じメタデータが含まれていることを確認してください。マッピング
を実行すると、詳細プロパティで指定した値でプレースホルダオブジェクトがオーバーライドされます。

オブジェクトと詳細プロパティをパラメータ化する
Amazon Redshift オブジェクトタイプと詳細フィールドをパラメータ化したままにする場合は、パラメー
タの追加時に入力パラメータウィンドウで［実行時にパラメータのオーバーライドを許可］オプションが
選択されていない状態で、必要なオブジェクトをタスクレベルで選択します。タスクを実行すると、詳細
プロパティで指定した値が優先されます。

パラメータ化ルール
オブジェクトと詳細プロパティをパラメータ化する場合は、次のルールを考慮してください。
• パラメータ化は、［ターゲットの作成］オプションを使用するマッピングには適用されません。
• 移行の使用例では、入力パラメータのみが詳細モードのマッピングに適用されます。
• マッピングに複数のパイプラインが設定されている場合は、Amazon Redshift オブジェクトをパラメータ

化しないでください。移行する前に、マッピングの作成時にプレースホルダオブジェクトを選択する必要が
あります。
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マッピングの移行のルールとガイドライン
移行されたマッピングに同じオブジェクトパスまたは異なるオブジェクトパスを使用する場合は、次のルール
とガイドラインを考慮してください。
• 次の表に、トランスフォーメーション、オブジェクトタイプ、および新しい環境に移行したときに保持され

るマッピングの詳細プロパティのフィールドを示します。

トランスフォー
メーション

オブジェクトタイプ 詳細フィールド

ソース 単一オブジェクト、複数のオブジェクト スキーマとテーブル名
ルックアップ 単一オブジェクト

注: 未接続または接続済みの、キャッシュされたオブジェ
クトおよびキャッシュされていないオブジェクトに適用さ
れます。

ターゲット 単一オブジェクト

• マッピングを組織 2 に移行する前に、組織 1 の接続 1 を組織 2 にマッピングします。これにより、組織 1
の詳細プロパティで設定されたスキーマとテーブル名にアクセスできるようになります。

• マッピングを組織 2 に移行した後は、マッピングを編集しないでください。
• マッピングでスキーマとテーブル名をオーバーライドすると、組織 2 の接続で使用されているスキーマが無

効な場合、エラーが発生してマッピングは失敗します。マッピングが失敗して、次のエラーが表示されま
す:
An unexpected exception occured while fetching metadata:[The following schema is not found - invalidschema]

• 実行時にデータオブジェクトスキーマを動的に更新することはできません。スキーマ変更処理は適用されな
いため、ソース、ターゲット、またはルックアップトランスフォーメーションで選択されたテーブルと対応
する詳細フィールドのオーバーライドに対して同じメタデータを使用する必要があります。

• マッピングで SQL オーバーライドを指定しないでください。指定した場合、マッピングの実行が失敗しま
す。

• 複数のソースがある場合は、次のガイドラインを検討してください。
- マッピングに複数のソースが含まれている場合は、次の例のように、ソースオブジェクトが同じスキーマ

を持つ場合にのみ、詳細プロパティのスキーマをオーバーライドできます。
オブジェクト 1: <schema1.object1> 
オブジェクト 2: <schema1.object2>
オブジェクト 1 のスキーマが<schema1.object1>で、オブジェクト 2 が<schema2.object2>などのようにスキー
マが異なる場合、移行は機能しません。

- マッピングに複数のオブジェクトが含まれている場合は、詳細プロパティからテーブルをオーバーライド
しないでください。
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第  1 0  章

接続タイプのアップグレード
Amazon Redshift V1 接続または Amazon Redshift ODBC 接続を使用して Amazon Redshift にアクセスして
いる場合は、新しい Amazon Redshift V2 コネクタにアップグレードできます。Amazon Redshift 接続または
Amazon Redshift ODBC 接続を使用する既存のマッピングおよびマッピングタスクのソースまたはターゲット
接続タイプを Amazon Redshift V2 接続に置き換えることができます。
既存のマッピングで接続を置き換えると、以前に選択したオブジェクトは保持されません。Amazon Redshift
オブジェクトを再インポートする必要があります。2 つのコネクタ間で共通のフィールドに設定されたソース、
ターゲット、およびルックアップの詳細プロパティは、新しいコネクタに保持されます。また、古いコネクタ
からの設定済みのフィールドマッピングを保持するためのオプションもあります。
古いコネクタの設定済みの値を使用して、マッピングを正常に実行できます。さらに、拡張された Amazon 
Redshift V2 コネクタが提供する機能を設定できます。
注: マッピングで Amazon Redshift V1 接続を使用して Amazon Redshift との間でデータの読み取りまたは書
き込みを行う場合は、Amazon Redshift V2 接続を使用して、拡張コネクタが提供する機能を利用することを
お勧めします。Amazon Redshift V2 コネクタのライセンスを取得するには、グローバルカスタマサポートに
お問い合わせください。
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接続切り替えの例
Amazon Redshift V1 接続を使用する既存の Amazon Redshift マッピングを Amazon Redshift V2 接続にアッ
プグレードするとします。
1. Amazon Redshift V2 にアップグレードする既存の Amazon Redshift V1 マッピングを開きます。 

次の図に、Amazon Redshift V1 接続を使用する、ソーストランスフォーメーションで設定された詳細プ
ロパティを含んだ既存のマッピングを示します。

2. 接続を切り替えたときにフィールドマッピングからのマッピングされたフィールドを保持するには、［フィ
ールドマッピング］タブで、Amazon Redshift V1 マッピングの次の［フィールドマップオプション］メ
ニューから選択を行います。 
• 切り替え後に、自動的にマッピングされたフィールドを保持するには、［自動］を選択します。

• 切り替え後に、保持されたフィールドを手動でマッピングするには、［手動］を選択します。
注: 手動を選択した場合は、接続を切り替えた後に、保持されたフィールドを以前のマッピングを使用
して自動的にマッピングするオプションがあります。

3. 接続を切り替えるには、［接続］フィールドで、接続を Amazon Redshift V1 から Amazon Redshift V2 に
変更します。 

4. ［接続の変更］ダイアログボックスで［接続の切り替え］プロパティを選択し、［はい］をクリックしま
す。 
• 接続の切り替え。選択した接続に切り替えます。
• フィールドマッピングの保持。Amazon Redshift V1 からの設定済みのフィールドマッピングを保持し

ます。
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次の図に、選択する必要のあるオプションを示します。

5. マッピングでは、Amazon Redshift V1 と同じオブジェクトパスを使用します。 
次の図に、Amazon Redshift V1 と同じオブジェクトパスを使用して切り替えた接続を示します。

Amazon Redshift V1 マッピングから設定されたソースの詳細プロパティが、ソーストランスフォーメー
ションに反映されています。
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6. Amazon Redshift V1 マッピングの［フィールドマッピング］タブで［手動］を選択し、Amazon 
Redshift V2 のフィールドマッピングを反映するには、［フィールドマッピング］タブで［自動マップ］を
選択し、［以前のマッピング］を選択します。 

注: Amazon Redshift V1 で［自動］を選択した場合、このタスクを実行する必要はありません。
7. ［保存］をクリックします。 

切り替え後に保持される詳細プロパティ
Amazon Redshift V1 接続または Amazon Redshift ODBC 接続を使用する既存のマッピングまたはマッピング
タスクのソースまたはターゲット接続タイプを Amazon S3 V2 接続に置き換える場合に、設定された詳細プロ
パティを保持するためのオプションがあります。
次の表に、Amazon Redshift V2 マッピングに保持される Amazon Redshift ODBC からの設定済みのソース、
ルックアップ、およびターゲットの詳細プロパティを示します。

プロパティ Amazon Redshift V2 に保持される Amazon Redshift ODBC プロパティ
ソース - Pre SQL

- Post SQL
- SQL オーバーライド

ターゲット - Pre SQL
- Post SQL
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次の表に、Amazon Redshift V2 マッピングに保持される Amazon Redshift V1 の設定済みのソース、ルックア
ップ、およびターゲットの詳細プロパティを示します。

プロパティ Amazon Redshift V2 に保持される Amazon Redshift V1 のプロパティ
ソースとルックアップ - S3 バケット名

- 圧縮を有効にする
- ステージングディレクトリの場所
- Unload オプション
- 暗号化タイプ
- S3 ファイルのマルチパートダウンロード
- ソーステーブル名
- Pre-SQL
- Post-SQL
- SQL クエリ
- 個別選択

ターゲット - S3 バケット名
- 圧縮を有効にする
- ステージングディレクトリの場所
- S3 クライアント側の暗号化
- S3 サーバー側の暗号化
- Pre-SQL
- Post-SQL
- バッチサイズ
- バッチアップロード挿入ごとの最大エラー数
- データアップロード前のターゲットテーブルの切り詰め
- Char および Varchar に NULL 値が必要
- S3 ファイルの整合性のための待ち時間（秒）
- コピーオプション
- ターゲットテーブルのクリーンアップ
- ターゲットテーブルの分析
- S3 でステージングファイルを保持するプレフィックス
- ターゲットテーブル名
- 最小アップロードパートサイズ
- 成功ファイルディレクトリ
- エラーファイルのディレクトリ
- TransferManager スレッドプールサイズ

ルールおよびガイドライン
既存のマッピングの Amazon Redshift ODBC 接続または Amazon Redshift V1 接続を Amazon Redshift V2 接
続に置き換える場合は、次のルールを考慮してください。
• Amazon Redshift のソースプロパティとターゲットプロパティで Pre-SQL、Post-SQL、および SQL クエ

リコマンドを指定し、Amazon Redshift V2 への接続をアップグレードすると、クエリは切り詰められま
す。この問題は、Amazon Redshift ODBC 接続または Amazon Redshift V1 接続のクエリの文字数が
65535 文字を超えると発生します。

• 接続を Amazon Redshift V2 接続に置き換えた後も、オブジェクトフィールドには、以前の接続で選択した
オブジェクトが表示されます。Amazon Redshift オブジェクトを再インポートし、マッピングのフィール
ドを再マッピングする必要があります。
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第  1 1  章

Amazon Redshift のプッシュダウ
ンの最適化

プッシュダウンの最適化を使用して、トランスフォーメーションロジックをターゲットデータベースにプッシ
ュできます。データベースにプッシュできるトランスフォーメーションロジックの量は、データベース、トラ
ンスフォーメーションロジック、およびタスク設定によって異なります。Secure Agent では、Secure Agent
がデータベースにプッシュできないすべてのトランスフォーメーションロジックが処理されます。詳細モード
でマッピングを実行した場合、プッシュダウンの最適化は使用できません。

プッシュダウンの最適化のタイプ
プッシュダウンの最適化を適用すると、タスクのプロパティで指定した最適化のタイプに基づいて、タスクは、
トランスフォーメーションロジックをソースデータベースまたはターゲットデータベースにプッシュします。
データ統合は、トランスフォーメーションロジックを SQL クエリに変換するか、Amazon Redshift コマンド
を Amazon Redshift データベースに変換します。データベースでは、その SQL クエリまたは Amazon 
Redshift コマンドを実行してトランスフォーメーションを処理します。
マッピングでは、次のタイプのプッシュダウンの最適化を設定できます。
なし

このタスクは、トランスフォーメーションロジックを Amazon Redshift データベースにプッシュダウンし
ません。

Full
このタスクは、ターゲットデータベースで処理するために可能な限り多くのトランスフォーメーションロ
ジックをプッシュします。トランスフォーメーションがマッピングでサポートされていない場合、タスク
は、プッシュダウンの最適化のためにトランスフォーメーションがサポートされるポイントまでマッピン
グロジックを部分的にプッシュダウンします。

ソース
このタスクは、ソースデータベースで処理するために可能な限り多くのトランスフォーメーションロジッ
クをプッシュダウンします。ソースのプッシュダウンの最適化を選択すると、タスクは、ターゲットトラ
ンスフォーメーションに到達するまで、設定されたすべてのトランスフォーメーションのトランスフォー
メーションロジックをマッピングのダウンストリームにプッシュします。また、ターゲットトランスフォ
ーメーションロジックを省略し、残りのマッピングロジックをソースデータベースにプッシュダウンしま
す。
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ソースのプッシュダウンの最適化と完全なプッシュダウンの最適化を使用したデータ統合の動作
Amazon Redshift に対する読み書きを行うマッピングに対して完全なプッシュダウンの最適化またはソースの
プッシュダウンの最適化を選択すると、データ統合は、マッピングがソースからターゲットまで到達するのか
ダウンストリームトランスフォーメーションまで到達するのかを分析し、処理用のマッピングロジックの一部
のみをデータベースにプッシュダウンするか全体をプッシュダウンするかを決定します。
マッピング内のすべてのトランスフォーメーションがプッシュダウンの最適化でサポートされている場合、タ
スクはマッピングロジック全体をデータベースにプッシュダウンします。
トランスフォーメーションがマッピングでサポートされていない場合、タスクは、プッシュダウンの最適化の
ためにトランスフォーメーションがサポートされるポイントまでマッピングロジックを部分的にプッシュダウ
ンします。データ統合は、プッシュダウンする必要のあるトランスフォーメーションロジックの SELECT ステ
ートメントを生成して実行します。次に、データ統合サービスはこの SQL クエリの結果が読み込み、マッピン
グの残りのトランスフォーメーションを処理します。

プッシュダウンの最適化のシナリオ
マッピングで Amazon Redshift V2 コネクタまたは Amazon Redshift ODBC コネクタを使用してプッシュダウ
ンの最適化を設定できます。
Amazon Redshift V2 コネクタ
マッピングで Amazon Redshift V2 コネクタを使用する場合は、次のようなシナリオでプッシュダウンの最適
化の設定を使用できます。

ソースエンドポイ
ントとターゲット
エンドポイント

マッピングでサポートされているプッシュダウンシナリオ プッシュダウンの
最適化のタイプ

Amazon S3 ソース
Amazon Redshift
ターゲット

Amazon S3 から読み取り、Amazon Redshift V2 接続を使用し
て Amazon Redshift に書き込みます。
データをソースからターゲットに読み取るときに、この接続は
AWS コマンドを使用します。

完全

Amazon Redshift
ソース
Amazon Redshift
ターゲット

Amazon Redshift V2 接続を使用して、Amazon Redshift から読
み取り、Amazon Redshift に書き込みます。
ソースとターゲットは、同じクラスタ領域または異なるクラス
タ領域に存在することができます。

ソース、完全
注: Secure Agent
は、処理用のマッ
ピングロジック全
体、または必要に
応じて部分的なマ
ッピングロジック
のみを Amazon 
Redshift にプッシ
ュします。

Amazon Redshift
ソース

Amazon Redshift V2 接続を使用して Amazon Redshift から読み
取り、他のターゲットに書き込みます。

ソース

注: Secure Agent または Hosted Agent を使用して、プッシュダウンの最適化が設定されたマッピングを実行
できます。
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ODBC コネクタ
重要: マッピングで Amazon Redshift V2 接続を使用して、プッシュダウンの最適化を設定することをお勧めし
ます。Amazon Redshift V2 接続を使用して特定のトランスフォーメーションロジックをプッシュダウンでき
ない場合は、Amazon Redshift ODBC 接続を使用したプッシュダウンの最適化の設定を試すことができます。
Amazon Redshift ODBC 接続を使用して Amazon Redshift に対してデータの読み取りおよび書き込みを行う
マッピングのプッシュダウンを設定できます。

ソースエンドポイントとター
ゲットエンドポイント

マッピングでサポートされているプッシュダウン
シナリオ

プッシュダウンの
最適化のタイプ

Amazon Redshift ソース
Amazon Redshift ターゲット

Redshift ODBC サブタイプで Amazon Redshift 
ODBC 接続を使用して、Amazon Redshift に対する
読み取りおよび書き込みを行います。
データをソースからターゲットに読み取るときに、
この接続はデータベースコマンドを使用します。

ソース、完全

注: Secure Agent を使用して、プッシュダウンの最適化が設定されたマッピングを実行できます。

注: 詳細モードのマッピングに基づくマッピングタスクにプッシュダウンの最適化を設定することはできませ
ん。

Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対する最適化の設定
次の手順を実行して、Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対するプッシュダウンの最適化を設定します。
1. 要件に応じてマッピングを作成します。 

• Amazon S3 から読み取りを行って Amazon Redshift に書き込むには、ソーストランスフォーメーショ
ンで Amazon S3 V2 接続を使用し、ターゲットトランスフォーメーションで Amazon Redshift V2 接続
を使用します。

• Amazon Redshift との間で読み取りまたは書き込みを行うには、ソーストランスフォーメーションと
ターゲットトランスフォーメーションで Amazon Redshift V2 接続を使用します。

2. マッピングタスクを作成します。 
a. 設定されたマッピングを選択します。 
b. ［スケジュール］タブの［プッシュダウンの最適化］セクションで、プッシュダウンの最適化の値を

［完全］または［ソースへ］に設定します。 
ソースプッシュダウンの最適化は、Amazon Redshift ソースから読み取りを行う場合にのみ使用しま
す。
注: 最適化コンテキストタイプオプションは、Amazon Redshift V2 マッピングタスクには適用されま
せん。

c. タスクを保存し、［終了］をクリックします。 
マッピングタスクの実行時に、トランスフォーメーションロジックが Amazon Redshift データベースにプッシ
ュされます。プッシュダウンの最適化の実行を確認するには、ジョブのセッションログをチェックします。［マ
イジョブ］ページで、開始したジョブを監視することができます。
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Amazon Redshift V2 接続を使用したプッシュダウンの最適化
Amazon Redshift V2 接続を含むマッピングのプッシュダウンの最適化を設定できます。プッシュダウンの最
適化により、マッピングのパフォーマンスが向上します。
プッシュダウンの最適化用に設定されたタスクを実行すると、トランスフォーメーションロジックが Amazon 
Redshift クエリに変換されます。タスクでクエリが Amazon Redshift に送信され、Amazon Redshift データ
ベースでマッピングロジックが処理されます。
マッピングでプッシュダウンの最適化を設定して、Amazon Redshift V2 接続を使用して Amazon Redshift か
ら読み取ることができる場合は、テーブル、外部テーブル、ビュー、およびマテリアライズ済みのビューから
データを読み取ることができます。
例
急成長を遂げているデータサイエンス組織で働いているとします。この組織は、財務分析を行うソフトウェア
製品を開発して、個人のプロフィール、企業、職務、広告主、および出版社をつなぐ財務グラフを作成してい
ます。組織では、Amazon Web サービスに基づいたインフラストラクチャを使用して、Amazon S3 にそのデ
ータを保存します。組織では、可視化を作成してリアルタイム分析を実現するためにビジネスインテリジェン
スサービスを実装する予定です。AWS コマンドを使用してトランスフォーメーションを設定することによって
Amazon S3 から Amazon Redshift までデータをロードし、適切なデータウェアハウスモデルと使用要件をサ
ポートできます。
Amazon S3 V2 接続を作成して、Amazon S3 ソースからデータを読み取ります。Amazon Redshift V2 接続を
作成し、プッシュダウン最適化を使用して Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込みます。プッシュダ
ウン最適化で Amazon Redshift V2 接続を使用すると、パフォーマンスが向上し、関連するコストを削減でき
ます。

プッシュダウン互換性
トランスフォーメーション、関数、および演算子をデータベースにプッシュするようにタスクを設定できます。
プッシュダウンの最適化を使用した場合、Secure Agent はデータベース内で同等の演算子、関数を特定するこ
とで、トランスフォーメーションの式を変換します。対応する演算子および関数が存在しない場合、Secure 
Agent はトランスフォーメーションロジックを処理します。

Amazon Redshift V2 マッピングでサポートされている関数
プッシュダウンの最適化を使用する場合、Secure Agent はデータベース内で同等の関数を特定することで、ト
ランスフォーメーションの式を変換します。同等の関数がない場合、Secure Agent はトランスフォーメーショ
ンロジックを処理します。
次の表に、Amazon Redshift データベースでのプッシュダウン関数の可用性を示します。X の付いたカラム
は、関数を Amazon Redshift データベースにプッシュできることを示します。ダッシュ（-）記号の付いたカ
ラムは、関数をデータベースにプッシュできないことを示しています。

機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

ABORT() - INITCAP() X REG_MATCH() -
ABS() X INSTR() X REG_REPLACE -
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機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

ADD_TO_DATE() X IS_DATE() - REPLACECHR() X
AES_DECRYPT() - IS_NUMBER() X REPLACESTR() X
AES_ENCRYPT() - IS_SPACES() X REVERSE() -
ASCII() - ISNULL() - ROUND(DATE) -
AVG() X LAST() - ROUND(NUMBER) X
CEIL() X LAST_DAY() X RPAD() X
CHOOSE() - LEAST() - RTRIM() X
CHR() X LENGTH() X SET_DATE_PART() -
CHRCODE() - LN() X SIGN() X
COMPRESS() - LOG() X SIN() X
CONCAT() X LOOKUP() X SINH() -
COS() X LOWER() X SOUNDEX() -
COSH() - LPAD() X SQRT() X
COUNT() X LTRIM() X STDDEV() X
CRC32() - MAKE_DATE_TIME() - SUBSTR() X
CUME() - MAX() X SUM() X
DATE_COMPARE() X MD5() X SYSTIMESTAMP() X
DATE_DIFF() X MEDIAN() X TAN() X
DECODE() X METAPHONE() - TANH() -
DECODE_BASE64() - MIN() X TO_BIGINT X
DECOMPRESS() - MOD() X TO_CHAR(DATE) X
ENCODE_BASE64() - MOVINGAVG() - TO_CHAR(NUMBER) X
EXP() X MOVINGSUM() - TO_DATE() X
FIRST() - NPER() - TO_DECIMAL() X
FLOOR() X PERCENTILE() - TO_FLOAT() X
FV() - PMT() - TO_INTEGER() X
GET_DATE_PART() X POWER() X TRUNC(DATE) X

90       第 11 章: Amazon Redshift のプッシュダウンの最適化



機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

機能 プッシュ
ダウン

GREATEST() - PV() - TRUNC(NUMBER) X
IIF() X RAND() - UPPER() X
IN() - RATE() - VARIANCE() X
INDEXOF() - REG_EXTRACT() -

Amazon Redshift V2 マッピングでサポートされている演算子
プッシュダウンの最適化を使用する場合、Secure Agent はデータベース内で同等の演算子を特定することで、
トランスフォーメーションの式を変換します。同等の演算子がない場合、Secure Agent はトランスフォーメー
ションロジックを処理します。
次の表に、Amazon Redshift データベースで使用できるプッシュダウン演算子を示します。X マークの付いた
カラムは、完全なプッシュダウンの最適化を使用して、演算子を Amazon Redshift データベースにプッシュで
きることを示しています。

演算子 プッシュダウン
+ X
- X
* X
/ X
% X
|| X
> X
< X
= X
>= X
<= X
! = X
AND X
OR X
NOT X
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Amazon Redshift V2 マッピングでサポートされているトランスフォーメーシ
ョン
プッシュダウンの最適化を設定すると、Secure Agent は、Amazon Redshift に対する設定済みのトランスフ
ォーメーションのプッシュを試行します。
次の表に、Amazon Redshift にプッシュダウンできるトランスフォーメーションの利用可否を示します。X の
付いたカラムは、トランスフォーメーションを Amazon Redshift にプッシュできることを示しています。

トランスフ
ォーメーシ
ョン

プッシュダウン ガイドライン

Aggregator X
次の集計を実行でき
ます。
- AVG
- COUNT
- MAX
- MIN
- MEDIAN
- SUM
- VARIANCE

アグリゲータトランスフォーメーションを設定し、入力フィール
ドが集計関数またはグループ化フィールドで使用されていない場
合、ANY_VALUE（）関数はフィールドからの値を返すため、出力
は確定的ではありません。

Expression X -
フィルタ X -
Joiner X 2 つの Amazon S3 ソースまたは 2 つの Amazon Redshift ソース間

でジョイナトランスフォーメーションを設定できます。
Lookup 接続済みのルックア

ップと未接続のルッ
クアップの両方が適
用可能です。

マッピングでルックアップを設定する場合は、次のルールを考慮
してください。
- 使用されるソースが Amazon S3 の場合にのみ、Amazon S3 へ

のルックアップを設定できます。
- 使用されるソースが Amazon S3 または Amazon Redshift である

場合は、Amazon Redshift へのルックアップを設定できます。
接続されていないルックアップ関数は、他の式関数とネストでき
ます。
ルックアップに対する特定のルールの詳細については、「ルックア
ップトランスフォーメーションのルールとガイドライン」  (ページ
102)を参照してください。

ソータ X ソータートランスフォーメーションを選択する際に、適用できる
のは次のようなソータの詳細プロパティのみです。
- 重複なし。重複する行を削除して、個別のクエリを作成できま

す。
- NULL を下として扱う。NULL 値を持つカラムに基づいて、クエ

リ内のカラムをソートすることができます。
カラムはクエリ内でのみ並べ替えることができます。ソートの
順序は、Redshift ターゲットには適用されません。

ルータ X ルータートランスフォーメーションを設定する場合は、1 つの出
力グループのみをターゲットトランスフォーメーションに接続ま
たはマッピングする必要があります。

Union X -
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式トランスフォーメーション
完全なプッシュダウンの最適化を設定し、式トランスフォーメーションをプッシュして Amazon Redshift で処
理することができます。
マッピング内の各ソースに式トランスフォーメーションを追加してから、マッピング内のダウンストリームに
結合することができます。さらに、トランスフォーメーションから分岐してから、マッピングのダウンストリ
ームのトランスフォーメーションに分岐する複数の式トランスフォーメーションを追加できます。
式トランスフォーメーションを設定するときは、次のルールを考慮して、変数を式に含めてください。
• 前の行の処理中に割り当てられた値を現在の行の計算に使用している場合、変数を使用することはできませ

ん。この場合、マッピングはプッシュダウンの最適化なしで実行されます。
• 変数はネストできますが、式で定義する前に変数を参照することはできません。

変数がこの順序で定義されていない場合、マッピングはプッシュダウンの最適化なしで実行されます。
例:
 var: AGEPLUS2 = AGEPLUS1 + 1var: AGEPLUS1 = AGE + 1out: NEXTAGE = AGEPLUS2 + 1
ここで、AGE +1 は後で定義されます。最初の変数の AGEPLUS2 は AGEPLUS1 を参照しており、未解決の
ままです。
これを解決するには、次の順序で変数を指定します。
 var: AGEPLUS1 = AGE + 1var: AGEPLUS2 = AGEPLUS1 + 1out: NEXTAGE = AGEPLUS2 + 1

• 変数は、循環型の式またはそれ自体を参照する式を持つことはできません。
例:
 var: AGEPLUS1 = AGEPLUS2 + 1var: AGEPLUS2 = AGEPLUS1 + 1out: NEXTAGE= AGEPLUS2
ここで、AGEPLUS1 は AGEPLUS2 を参照し、未解決のままです。

Amazon Redshift V2 マッピングでサポートされる機能
基本的な IAM とロールの引き受け認証を使用して、ソーストランスフォーメーションで Amazon Redshift V2
接続を設定し、マッピングタスクでプッシュダウンの最適化を有効にすることができます。
接続プロパティ
プッシュダウンの最適化を設定する際に、Amazon Redshift V2 接続の Amazon Redshift V2 ソースに対して次
のような詳細プロパティを使用できます。
• ユーザー名
• パスワード
• アクセスキーとシークレットキー
• JDBC URL
• 領域
• マスタ対称キー
• 顧客マスタキー ID
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ソースのプロパティ
プッシュダウンの最適化を設定する際に、ソーストランスフォーメーションの Amazon Redshift V2 ソースに
対して次のようなプロパティを使用できます。
• ソース接続 - パラメータ、実行時にパラメータのオーバーライドを許可する
• ソースタイプ - 単一、クエリ、およびパラメータ
• フィルタ
• S3 バケット名
• 圧縮を有効にする
• Unload オプション
• 暗号化タイプ - SSE-S3、SSE-KMS、SSE-SMK

注: ターゲットプロパティで同じマスタ対称キーを指定する必要があります。
• スキーマ名
• ソーステーブル名
• Pre-SQL
• Post-SQL
• SQL クエリ
• 個別選択
ターゲットプロパティ
プッシュダウンの最適化を設定する際に、Amazon Redshift V2 ターゲットに対して次のようなプロパティを
使用できます。
• ターゲット接続 - パラメータ、実行時にパラメータのオーバーライドを許可する
• ターゲットタイプ - 単一オブジェクト、パラメータ
• 実行時にパラメータのオーバーライドを許可する
• ターゲットオブジェクト - 既存のターゲット、実行時に新規作成
• 操作 - 挿入、更新、更新/挿入、削除、またはデータドリブン
• ターゲットテーブルの分析
• ロールの想定
• Copy コマンド

- リージョン
- Truncatecolumn
- AWS_IAM_Role、Parquet ファイルと ORC ファイル用のみ

• Pre-SQL
• Post-SQL
• Char および Varchar に Null 値が必要
• スキーマ名
• ターゲットテーブル名
• データアップロード前のターゲットテーブルの切り詰め
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• テーブルのクリーンアップ
• ターゲットクエリのオーバーライド
• ソース行を（挿入、更新、更新/挿入、削除、およびなし）として扱います。データ依存操作を使用する場

合は、［なし］を選択します。
• INSERT 用のアップロードバッチごとの最大エラー数
注: 使用できないソースおよびターゲットの詳細プロパティを設定すると、マッピングは Informatica ランタ
イム環境で実行されます。
ルックアップのプロパティ
プッシュダウンの最適化を設定する際に、Amazon Redshift V2 ルックアップに対して次のようなプロパティ
を使用できます。
• ルックアップ接続 - パラメータ、実行時にパラメータのオーバーライドを許可する
• ソースタイプ - 単一オブジェクト、クエリ、パラメータ
• 複数一致 - エラーを報告。接続されていないルックアップに適用できます。
• 複数の一致 - すべての行を返す。接続されたルックアップに適用できます。
• S3 バケット名
• 圧縮を有効にする
• Unload オプション
• 暗号化タイプ
• スキーマ名
• ソーステーブル名
• Pre-SQL
• Post-SQL
• SQL クエリ
• 個別選択
注: マッピングタスクでパラメータファイルを指定して、マッピング内の Amazon Redshift V2 のソース、ルッ
クアップ、およびターゲットの接続とオブジェクトをオーバーライドできます。

Amazon S3 V2 ソースでサポートされる機能
マッピングタスクでプッシュダウンの最適化を有効にした場合は、基本的なロールの引き受け、および IAM 認
証を使用して Amazon S3 V2 接続を設定する必要があります。
ソースのプロパティ
プッシュダウンの最適化を設定する際に、マッピングで Amazon S3 V2 ソースに対して次のようなプロパティ
を使用できます。
• ソース接続
• ソースタイプ - 単一オブジェクト、パラメータ
• パラメータ
• 暗号化タイプ - クライアントサイド暗号化（フラットファイルに適用可能）、サーバー側の暗号化、KMS を

使用したサーバー側の暗号化
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• データ圧縮 - Gzip（フラットファイルおよび Parquet ファイルに適用可能）、Deflate（Avro ファイルに適
用可能）、Snappy（Avro ファイル、Parquet ファイル、および ORC ファイルに適用可能）、Zlib（ORC フ
ァイルに適用可能）

• ファイル形式
- 区切り文字
- 修飾子
- コードページ
- ヘッダー行番号
- 最初のデータ行
- ソースタイプ
- フォルダパス

• ファイルソースタイプ
• ファイル名
• 入力形式

- Avro
- Parquet
- ORC
- JSON
- 区切りファイル

複数のターゲットに対する完全なプッシュダウンの最適化
マッピングに複数の Amazon Redshift V2 ターゲットを追加できます。
複数の Amazon Redshift V2 ターゲットに書き込むようにマッピングを設定した場合、完全なプッシュダウン
の最適化を設定すると、書き込み操作をさらに最適化することができます。
最適化を行うためには、複数のターゲットに対して個別に挿入、更新、更新/挿入、削除、またはデータ依存操
作を設定するという選択ができます。
複数のターゲットトランスフォーメーションで同じまたは異なる Amazon Redshift V2 ターゲットテーブルを
選択し、ターゲットトランスフォーメーションごとに異なる操作を実行して、互いに依存しない状態で実行す
ることができます。
ルールおよびガイドライン
複数のターゲットに対して完全なプッシュダウンの最適化を行う場合は、次のルールとガイドラインを考慮し
てください。
• マッピングを実行し、すべてのターゲットで同じターゲットテーブルを使用する場合、行数は、プッシュダ

ウンの最適化を使用せずに実行されるマッピングの行数とは異なります。Amazon S3 ソースを使用して、
複数の Redshift V2 ターゲットで更新/挿入操作を実行する場合に適用されます。

• マッピングを実行し、すべてのターゲットで同じターゲットテーブルを使用すると、Secure Agent は、プ
ッシュダウンの最適化を使用せずに実行されるマッピングのデータとは異なるデータセットをターゲットに
書き込みます。Amazon S3 ソースを使用して、複数の Redshift V2 ターゲットで挿入操作を実行し、［デー
タロード前にターゲットテーブルをトランケート］詳細ターゲットプロパティを有効にした場合に適用され
ます。
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プッシュダウンの最適化のプレビュー
プッシュダウンの最適化用に設定されたマッピングタスクを実行する前に、マッピングの作成時にプッシュダ
ウン最適化が可能かどうかをプレビューできます。プッシュダウンの最適化は、Mapping Designer の［プッ
シュダウンの最適化］パネルでプレビューできます
プッシュダウンの最適化に関する必要なオプションを選択し、プレビューを実行すると、データ統合により、
一時的なプッシュダウンのプレビューマッピングタスクが作成および実行されます。ジョブが完了すると、デ
ータ統合によって、実行する SQL クエリと警告が［プッシュダウンの最適化］パネルに表示されます。警告メ
ッセージは、設定されたマッピングのどのトランスフォーメーションがプッシュダウンの最適化に該当しない
かを判断するのに役立ちます。プッシュダウンの最適化が失敗すると、失敗の時点までに生成されたクエリが
一覧表示されます。プッシュダウンの最適化のマッピングを実行する前に、マッピングを編集したり、必要な
トランスフォーメーションを修正することが可能です。

［マイジョブ］で作成された一時ジョブを表示し、セッションログをダウンロードして、生成されたクエリを確
認することもできます。
プッシュダウンの最適化をプレビューする方法については、データ統合のヘルプにある、「マッピング」のトピ
ック「プッシュダウンの最適化のプレビュー」を参照してください。

Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対する最適化の設定
次の手順を実行して、Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対するプッシュダウンの最適化を設定します。
1. 要件に応じてマッピングを作成します。 

• Amazon S3 から読み取りを行って Amazon Redshift に書き込むには、ソーストランスフォーメーショ
ンで Amazon S3 V2 接続を使用し、ターゲットトランスフォーメーションで Amazon Redshift V2 接続
を使用します。

• Amazon Redshift との間で読み取りまたは書き込みを行うには、ソーストランスフォーメーションと
ターゲットトランスフォーメーションで Amazon Redshift V2 接続を使用します。

2. マッピングタスクを作成します。 
a. 設定されたマッピングを選択します。 
b. ［スケジュール］タブの［プッシュダウンの最適化］セクションで、プッシュダウンの最適化の値を

［完全］または［ソースへ］に設定します。 
注: 最適化コンテキストタイプオプションは、Amazon Redshift V2 マッピングタスクには適用されま
せん。

c. タスクを保存し、［終了］をクリックします。 
マッピングタスクの実行時に、トランスフォーメーションロジックが Amazon Redshift データベースにプッシ
ュされます。プッシュダウンの最適化の実行を確認するには、ジョブのセッションログをチェックします。［マ
イジョブ］ページで、開始したジョブを監視することができます。

プッシュダウンの最適化ジョブのクリーンな停止
プッシュダウンの最適化が有効になっているタスクが実行されている場合は、ジョブにクリーンな停止を使用
して、ジョブによって生成されたすべての発行済みの文とプロセスを終了できます。
データ統合の［マイジョブ］ページと［監視］の［すべてのジョブと実行中のジョブ］ページの［クリーンな
停止］オプションを使用します。
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プッシュダウンの最適化タスクにクリーンな停止を使用する場合は、事前に以下の例外を参照してください。
• プッシュダウンの最適化が有効になっているタスクに対してクリーンな停止を実行する場合に、マッピング

のターゲットまたはソースのプロパティに SQL ステートメントが含まれていると、進行中のすべての SQL
ステートメントを元に戻す操作が試行されます。コミットされた SQL ステートメントはいずれも元に戻す
ことはできません。

• 実行時に新しいターゲットを作成し、ジョブにすぐにクリーンな停止使用するように設定されたマッピング
を実行すると、ジョブが終了した場合でも、データ統合によってターゲットテーブルが作成されます。

プッシュダウンの最適化に関するルールおよびガイドライン
Amazon Redshift データベースのプッシュダウンの最適化を設定する場合は、次のルールとガイドラインを使
用してください。
• Amazon S3 から Amazon Redshift にデータをコピーするには、大きなファイルを分割して複数のデータフ

ァイルを使用する必要があります。詳細については、『 Amazon documentation』を参照してください。
• JSON ファイルのカラム名に大文字を使用し、プッシュダウン最適化を設定すると、マッピングは次のエラ

ーで失敗します。
Error Reason: Invalid JSONPath format: Member is not an object.

• プッシュダウン最適化を使用してマッピングを設定し、日付/時刻値を使用して ORC ソースを定義すると、
Secure Agent がいくつかの値を Redshift ターゲットに正しく書き込まない場合があります。

• 19,0 を超える精度の 10 進値で Parquet ソースを定義し、COPY コマンドを使用して Redshift ターゲット
に書き込むと、プッシュダウン最適化でマッピングが失敗します。

• 区切りファイル、Avro ファイル、または JSON ファイルのデータの値が精度の値を超える場合は、属性
TRUNCATECOLUMNS=ON を指定します。

• ORC ファイルタイプと Parquet ファイルタイプの場合、COPY コマンドの AWS_IAM_ROLE を指定して、
完全なプッシュダウンの最適化を有効にします。

• ソースが Parquet または ORC ファイル形式で、マッピングタスクに完全なプッシュダウンの最適化を有効
にしている場合は、ロールの引き受けを使用できません。

• タスクに複数のトランスフォーメーションのダウンストリームに接続されている単一のトランスフォーメー
ションを持つマッピングが含まれる場合（逆もまた同様）、マッピングタスクに対して完全なプッシュダウ
ンの最適化を有効にすることはできません。

• Date および Decimal データ型の Avro ソースに対して完全なプッシュダウンの最適化を有効にすることは
できません。

• Shift-JIS エンコードを使用して Amazon S3 フラットファイルからデータを読み取り、Amazon Redshift
ターゲットに書き込んで完全なプッシュダウン最適化を有効にすると、マッピングが失敗します。

• 大文字のカラム名で Amazon S3 Avro ソースを読み取り、Amazon Redshift V2 接続を使用して Amazon 
Redshift ターゲットにデータを書き込むマッピングを設定すると、COPY コマンドによりターゲットに空白
行が書き込まれます。

• 完全なプッシュダウンの最適化が有効なマッピングの Time カラムを含むデータの更新操作を設定し、詳細
ターゲットプロパティの［ターゲットクエリのオーバーライド］フィールドで指定された値を使用してター
ゲットクエリをオーバーライドした場合、タスクは実行されますがデータは処理されません。

• Amazon S3 バケットの領域と Amazon Redshift の領域が異なる場合、REGION 属性を COPY コマンドで
指定して、完全なプッシュダウンの最適化を有効にします。区切りファイル、Avro ファイル、および
JSON ファイルに適用されます。

• 更新、更新/挿入、または削除操作を実行する場合は、ターゲット表のプライマリキーまたは更新カラムを
必ず指定してください。
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• 更新/挿入操作を実行して JVM オプション-DuseDeleteForUpsert=true を設定すると、処理された行のターゲ
ット統計に、JVM オプションを設定しない場合と比較した追加の行が表示されます。ターゲットテーブル
の行数は、どちらの場合も同じです。

• Amazon Redshift ターゲットで更新、更新/挿入、または削除操作を実行し、更新カラムを別のタイムゾー
ンの日付/時刻データ型として指定した場合、データはターゲットに書き込まれません。ただし、タスクは
正常に実行されます。この問題は、Amazon S3 Parquet ソースを使用する場合に発生します。

• 更新操作を実行した場合、フィールドマッピングでターゲットテーブルの id カラムをマッピングすること
はできません。

• ターゲットオブジェクトで DD_INSERT、DD_UPDATE、または DD_DELETE データ依存操作を使用して条
件を設定した場合でも、ログには残りのデータ依存操作のクエリが含まれます。マッピングは正常に実行さ
れます。

• データ依存条件に DD_REJECT 操作のみが含まれている場合、マッピングはクエリを生成せずに実行されま
す。

• 完全なプッシュダウンの最適化が有効になっているマッピングでトランスフォーメーションをパラメータ化
し、入力パラメータをオーバーライドするようにパラメータファイルを設定した場合、Secure Agent はオ
ーバーライドされたパラメータを無視します。

• 共有体トランスフォーメーションにいくつかのソースカラムからの入力があり、残りのカラムをターゲット
にマッピングしなかった場合、マッピングされていないカラムにはターゲットに NULL データが表示されま
す。

• 入力フィールドに decimal フィールドが含まれており、共有体トランスフォーメーションで decimal フィ
ールドをターゲットにマッピングしなかった場合は、完全なプッシュダウンの最適化で実行されている、
Amazon Redshift V2 接続を使用するマッピングはエラーで失敗します。

• プッシュダウンの最適化が有効になっているマッピングに共有体トランスフォーメーションおよびアグリゲ
ータトランスフォーメーションが含まれている場合は、集計関数またはグループ化フィールドからの入力フ
ィールドをフィールドマッピングに含めるか、集計関数またはグループ化フィールドからフィールドを完全
に削除します。このような操作を行わない場合、マッピングが失敗します。

• Date データ型または Datetime データ型のカラムが YYYY-DD-MM 形式ではない場合、マッピングは失敗しま
す。

• プッシュダウンの最適化を正常に実行するには、SQL クエリのすべてのフィールドをターゲットにマッピ
ングする必要があります。

• 重複するカラムがカスタムクエリに含まれている場合、マッピングはプッシュダウンの最適化を使用せずに
実行されます。

• Amazon Redshift V2 接続を使用して Amazon Redshift ターゲットの float データ型または integer データ
型でデータを更新するプッシュダウンの最適化が有効になっているマッピングを実行すると、マッピングが
失敗する場合があります。

• マッピングタスクで式トランスフォーメーションをパラメータ化し、パラメータをオーバーライドするよう
にパラメータファイルを設定した場合、Secure Agent はオーバーライドされたパラメータを読み取りませ
ん。この問題は、Amazon Redshift V2 接続を使用するマッピングに完全なプッシュダウン最適化を設定し
た場合に発生します。

• 次の形式で詳細ネイティブフィルタを指定すると、実行時にマッピングが失敗します: 
schema_name.table_name.column_name。詳細フィルタを定義する場合は、条件にスキーマ名で修飾されたテー
ブル名を含めることはできません。
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Amazon Redshift との間で読み取りおよび書き込みを行うマッピングでの完全
なプッシュダウンの最適化に対するルール
Amazon Redshift との間で読み取りまたは書き込みを行うマッピングに完全なプッシュダウンを設定する場合
は、次のガイドラインを考慮してください。
• Amazon Redshift のソースとターゲットが同じクラスタ内にある場合、Secure Agent は、UNLOAD コマン

ドと COPY コマンドを使用して Amazon S3 でデータをステージングしてから Amazon Redshift に書き込
むという処理は行いません。Secure Agent は、挿入、更新、更新/挿入、削除、またはデータ駆動型の操作
を直接実行して、データを Amazon Redshift に書き込むため、タスクのパフォーマンスが向上します。

• 完全なプッシュダウンの最適化が有効なマッピングの Time カラムを含むデータの更新操作を設定し、詳細
ターゲットプロパティの［ターゲットクエリのオーバーライド］フィールドで指定した値を使用してターゲ
ットクエリをオーバーライドした場合、タスクは実行されますがデータは処理されません。

• IAM ロールを引き受け、ソースまたは完全なプッシュダウンの最適化を有効にした状態でマッピングを実行
して Redshift からデータを読み取る場合、ロールの引き受けは適用されません。
ロールの引き受けを適用し、マッピングを正常に実行するには、AWS_IAM_ROLE プロパティを指定して、
その値をソーストランスフォーメーションの［Unload オプション］フィールドに設定する必要がありま
す。
例: AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::0093:role/redshift_role

• 異なる領域にある Amazon S3 バケットをマッピング内のソースとターゲットのオブジェクトが指している
場合は、COPY コマンドで REGION 属性を指定して、ソースの Amazon S3 バケットと同じ領域のターゲッ
トに Amazon S3 バケットを設定します。

• 読み取るデータに区切り文字（|）、引用符（"）、およびエスケープ（\）文字が含まれており、ソーストラ
ンスフォーメーションの［Unload オプション］フィールドに ADDQUOTES;DELIMITER = \174;と設定すると、
マッピングは失敗します。
このエラーを回避するには、ターゲットトランスフォーメーションの［コピーオプション］フィールドで次
のプロパティを設定します: ESCAPE;REMOVEQUOTES;CSV=OFF;QUOTE=OFF;DELIMITER = \174;

• NULL 値を含んだ Bigint、Datetime、および Boolean データ型の単一のカラムテーブルからデータを読み
取った場合、NULL 値はターゲットに書き込まれません。
このエラーを回避するには、ターゲットトランスフォーメーションの［コピーオプション］フィールドに
IGNOREBLANKLINES と設定する必要があります。

• データを読み取るようにマッピングでソーストランスフォーメーションを設定し、ESCAPE=OFF または ON と
設定して、［Unload オプション］フィールドに ADDQUOTES と設定してからデータにエスケープ文字と引用符
を追加すると、NULL 値がターゲットに書き込まれます。
これを回避するには、ターゲットトランスフォーメーションの［コピーオプション］フィールドに QUOTE=
\042 を追加してから、マッピングを実行する必要があります。

• データの読み取り時にデータにエスケープ（\）文字が含まれている場合は、ソーストランスフォーメーシ
ョンの［Unload オプション］フィールドに ESCAPE=OFF と指定する必要があります。プロパティを設定
していない場合、エスケープ文字がターゲットに複製されます。例えば、データ出力 12\12\2012 は 12\
\12\\2012 と表示されます。

• float4 または double 値を含んだデータの読み取りと書き込みを行うと、ターゲットの float 値はわずかに
変化します。

• トランスフォーメーションでユーザー定義関数を指定すると、関数名がセッションログに正しく表示されま
せん。

• マッピングにシーケンスジェネレータトランスフォーメーションが含まれている場合は、必ず NEXTVAL 出
力フィールドをターゲットにマッピングしてください。CURRVAL 出力フィールドをターゲットにマッピン
グしないでください。CURRVAL 出力フィールドをターゲットにマッピングした場合、マッピングタスクで
は、トランスフォーメーションがサポートされている、プッシュダウンの最適化を使用せずに実行されるポ
イントまでマッピングロジックが部分的にプッシュダウンされることはありません。
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Amazon Redshift から読み取りを行うマッピングでのソースプッシュダウンの最適化に対するルール
Amazon Redshift から読み取りを行うマッピングにソースプッシュダウンを設定する場合は、次のガイドライ
ンを考慮してください。
• 詳細ソースプロパティで SQL クエリまたはカスタムクエリを設定すると、マッピングを Amazon Redshift

にプッシュできます。
• カスタムクエリをソースまたは SQL オーバーライドとして使用すると、テーブル名のエイリアスは適切に

生成されません。名前は、プッシュダウン最適化クエリで"INF"から始まります。
• ソースカラム名がエイリアス化されている完全なプッシュダウンの最適化で SQL クエリをオーバーライド

してマッピングを実行すると、マッピングが失敗します。エイリアス名とソースカラム名が同じであること
を確認してください。

• 複数の出力グループを持つルータートランスフォーメーションを Amazon Redshift ソースにプッシュする
ことはできません。

• クエリソースタイプを使用して Amazon Redshift から読み取った場合は、フィールドメタデータを保持し
てマッピングを保存するという選択ができます。クエリを編集してマッピングを実行した場合でも、設計時
に指定したフィールドメタデータは保持されます。

関数のルールおよびガイドライン
Amazon Redshift データベースに関数をプッシュする際には、以下のルールおよびガイドラインを使用しま
す。
• TO_DATE()と TO_CHAR()を Amazon Redshift にプッシュするには、文字列および形式引数を定義する必

要があります。
• ADD_TO_DATE()関数の一部として NS 形式を使用する場合、エージェントはこの関数を Amazon Redshift

にプッシュしません。
• 次の形式のいずれかを TO_CHAR()および TO_DATE()関数の一部として使用する場合、エージェントはこれ

らの関数を Amazon Redshift にプッシュしません。
- - NS
- - SSSS
- - SSSSS
- - RR

• TRUNC(DATE)、GET_DATE_PART()、および DATE_DIFF()を Amazon Redshift にプッシュするには、次の
形式を使用する必要があります。
- - D
- - DDD
- - HH24
- - MI
- - MM
- - MS
- - SS
- - US
- - YYYY

• 単一の文字列値を新しい文字列値に置き換える場合にのみ REPLACESTR()を使用できます。
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構文
REPLACESTR (CaseFlag, InputString, OldString, NewString).         

• SUBSTR()を Amazon Redshift に押し出すには、引数に整数の値を定義する必要があります。
• MD5()を Amazon Redshift にプッシュすると、Secure Agent はすべての MD5 フィールドを小文字で返し

ます。ただし、プッシュダウンの最適化を使用せずにマッピングを実行すると、Secure Agent は大文字の
MD5 フィールドを返します。

集計関数のルールとガイドライン
Amazon Redshift データベースに集計関数をプッシュする際には、以下のルールおよびガイドラインを使用し
ます。
• 集計式関数で条件句を使用することはできません。
• 集計式では非集計関数を使用できます。
• ネストされた集計関数を直接使用することはできません。例えば、集計式関数カラムに SUM(AVG(col1))を指

定することはできません。マッピングに複数の集計トランスフォーメーションを追加して、ネストされた集
計を使用します。

• マッピングタスクで GROUP BY フィールドと集計関数をパラメータ化できます。
• 単一の値で構成される式に STDDEV 関数または VARIANCE 関数を使用してマッピングを実行すると、関数

の結果は NULL になります。マッピングをプッシュダウンせずに実行すると、関数の結果は 0 になります。
• フィールドマッピング中に、GROUP BY ポートに追加したフィールドのみをマッピングする必要があります。

そうしない場合、マッピングは非 PDO モードで実行され、エラーメッセージが表示されます。
• 集計関数の GROUP BY 句で Amazon S3 フラットファイルソースからのポートを指定せず、ポートを Redshift

ターゲットにマッピングすると、マッピングタスクは非 PDO モードで正常に実行され、次のメッセージが
表示されます。
ソースに対するプッシュダウンの最適化はトランスフォーメーション[Aggregator]の前で停止します（[f_varchar]がパス
スルーポートによりグループ化されておらず、許可されないため）。
Amazon S3 Avro または Parquet ソースを使用してマッピングをプッシュダウンすると、マッピングは失
敗します。

ルータートランスフォーメーションのルールとガイドライン
ルータートランスフォーメーションについては、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• ソースフィールドについては、id カラムのメタデータを string から int に変更しないでください。
• ソースにバイナリデータ型のフィールドがある場合はマッピングが失敗し、次のエラーが発生します。

[Full Pushdown Optimization Failed Due To PARQUET : Not Supported data type binary.]
• ルーターグループに対して条件を作成し、ルーターグループをターゲットテーブルに接続してその条件の 1

つが失敗した場合、マッピングで残りの条件が処理されることはありません。このマッピングはプッシュダ
ウンの最適化を使用せずに実行されます。

ルックアップトランスフォーメーションのルールとガイドライン
ルックアップトランスフォーメーションを設定する場合は、次のガイドラインに従ってください。
• 動的ルックアップキャッシュと永続キャッシュを設定することはできません。
• 接続されたルックアップと接続されていないルックアップの詳細ルックアッププロパティを設定することは

できません。
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• ルックアップトランスフォーメーションに詳細ルックアッププロパティを選択した場合でも、Secure 
Agent は詳細プロパティを無視します。エラーメッセージはログに表示されません。

• Amazon Redshift ルックアップの Unload コマンドに ADDQUOTE オプションを追加した場合は、Amazon 
Redshift ターゲットの Copy コマンドに QUOTE="という QUOTE オプションも追加する必要があります。

• 異なる領域にある Amazon S3 バケットをマッピング内のソースとターゲットが指している場合は、COPY
コマンドで REGION 属性を指定して、ソースの Amazon S3 バケットと同じ領域のターゲットに Amazon 
S3 バケットを設定します。

• Amazon Redshift ソースまたはルックアップオブジェクトに CSE-SMK 暗号化タイプを設定した場合は、タ
ーゲットプロパティでマスタ対称キーを指定していることを確認してください。

• =演算子は、完全にパラメータ化されたルックアップ条件でのみ指定できます。複合的な条件の中で<、<=、
>>、>=、および! =などの演算子を指定した場合、マッピングは失敗します。

• Amazon S3 ソースのルックアップを設定した場合は、Amazon S3 ソースとルックアップオブジェクトから
FileName フィールドを削除します。FileName フィールドは使用できません。

接続されたルックアップ
接続されたルックアップトランスフォーメーションについては、次のルールとガイドラインを考慮してくださ
い。
• プッシュダウンの最適化が機能するようにするには、接続されたルックアッププロパティで［複数一致］プ

ロパティ値に［すべての行を返す］を選択する必要があります。
• Amazon S3 の場所に同じプレフィックスを持つソースファイル（abc.txt.1 と abc.txt.2 など）が含まれて

いる場合、COPY コマンドは両方のファイルを Amazon Redshift ターゲットにロードしようとして、マッ
ピングが失敗する場合があります。

接続されていないルックアップ
接続されていないルックアップトランスフォーメーションについては、次のルールとガイドラインを考慮して
ください。
• プッシュダウンの最適化が機能するようにするには、接続されていないルックアップのプロパティで［複数

一致］プロパティ値に［エラーを報告］を選択する必要があります。ただし、ルックアップテーブルで複数
の一致が検出された場合、Secure Agent はエラーを報告しません。したがって、ルックアップテーブルで
は複数の一致が検出されないようにする必要があります。

• ［任意の行を返す］プロパティを選択すると、マッピングタスクはプッシュダウンの最適化を使用せずに実
行されます。

• ルックアップ式で接続されていないルックアップに演算子を使用することはできません。演算子を含めるに
は、追加の式トランスフォーメーションを使用します。

• ソースルックアップテーブルと接続されていないルックアップテーブルで同じカラム名を使用して、完全な
プッシュダウンの最適化を有効にすると、マッピングはカラムの重複エラーで失敗します。マッピングを正
常に実行するには、プレフィックスまたはポストフィックスを使用して受信フィールドの名前を変更し、ル
ックアップ式でそのフィールドを使用します。
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Amazon Redshift ODBC 接続を使用したプッシュダウンの最適化
Amazon Redshift ソースからデータを読み取り、Amazon Redshift ターゲットに書き込むとき、および
Amazon Redshift 内全体でマッピングロジックを実行する場合、完全なプッシュダウンの最適化またはソース
のプッシュダウンの最適化を有効にするには、ODBC 接続を使用します。
プッシュダウンの最適化用に設定されたタスクを実行すると、トランスフォーメーションロジックが SQL 文に
変換されます。タスクで SQL 文がデータベースに送信され、データベースで SQL 文が実行されます。
マッピングのパフォーマンスを向上するために Amazon ODBC Redshift ドライバを使用する ODBC 接続タイ
プに、プッシュダウンの最適化を設定できます。ODBC データソースアドミニストレータでデータソース名を
作成する必要があります。
Amazon Redshift ODBC 接続を作成した後で、詳細セッションプロパティでプッシュダウンの最適化プロパテ
ィの値に［完全］または［ソースへ］を選択します。セッションログで、プッシュダウンの最適化が実行され
ていることを確認できます。
注: Amazon Redshift は、完全なプッシュダウンの最適化での更新/挿入操作をサポートしていません。
例
急成長を遂げているデータサイエンス組織で働いているとします。この組織は、財務分析を行うソフトウェア
製品を開発して、個人のプロフィール、企業、職務、広告主、および出版社をつなぐ財務グラフを作成してい
ます。組織では、Amazon Web サービスに基づくインフラストラクチャを使用して、ペタバイト規模のデータ
ウェアハウスである Amazon Redshift にデータを格納しています。組織では、可視化を作成してリアルタイム
分析を実現するためにビジネスインテリジェンスサービスを実装する予定です。そのため、Amazon Redshift
に格納されている膨大な量のデータをビジネスインテリジェンスサービスに移植する必要があります。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、Amazon Redshift からデータを読み取ることができます。この大
量のデータを読み取るために、ODBC 接続タイプとして、ソースのプッシュダウンを使用できます。プッシュ
ダウンの最適化による ODBC 接続タイプを使用すると、パフォーマンスが向上します。

Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Amazon Redshift は、Windows システムおよび Linux システムで Amazon ODBC Redshift ドライバをサポー
トしています。システム要件に基づいて Amazon ODBC Redshift 64 ビットドライバをインストールする必要
があります。
注: Informatica では、プッシュダウンの最適化に使用するドライバとして、Amazon Redshift ODBC ドライ
ババージョン AmazonRedshiftODBC-64-bit-1.4.8.1000-1.x86_64 を認定しています。

Windows 上の Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Windows 上の Amazon Redshift に接続するように ODBC 接続を確立するには、ODBC 接続を設定する必要が
あります。
Windows 上で ODBC 接続を設定するには、次の手順を実行します。
1. AWS サイトから Amazon Redshift ODBC ドライバをダウンロードします。 

Amazon Redshift ODBC 64 ビットドライバをダウンロードする必要があります。
2. Secure Agent がインストールされているマシンに Amazon Redshift ODBC ドライバをインストールしま

す。 
3. ODBC データソースファイルのインストール先のフォルダを開きます。 
4. odbcad32.exe ファイルを実行します。 
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［ODBC データソースアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されます。
5. ［システム DSN］をクリックします。 

［システム DSN］タブが表示されます。次の図は、［ODBC データソースアドミニストレータ］ダイアログ
ボックスの［システム DSN］タブを示しています。

6. ［設定］をクリックします。 
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[Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]ダイアログボックスが表示されます。次の図は、
[Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]ダイアログボックスを示していて、ここで[接続設
定]および[資格情報]を設定できます。

7. [接続設定]セクションで次の接続プロパティを指定します。 

プロパティ 説明
データソース名 データソースの名前。
サーバー Amazon Redshift サーバーの場所。
ポート Amazon Redshift サーバーのポート番号。
データベース Amazon Redshift データベースの名前。

注: JDBC URL から得た[サーバー]、[ポート]、および[データベース]の値を指定する必要があります。
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8. [資格情報]セクションで次の資格情報を指定します。 

プロパティ 説明
ユーザー Amazon Redshift データベースにアクセスするためのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift データベースのパスワード。
パスワードの暗号化 次のユーザーのパスワードを暗号化します。

- カレントユーザのみ
- このマシンのすべてのユーザー
デフォルトは[カレントユーザのみ]です。

9. [Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]で、[テスト]をクリックして接続をテストします。 
10. ［OK］をクリックします。 

Amazon Redshift ODBC 接続が Windows 上で正常に設定されました。
Amazon Redshift ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必
要があります。
Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する方法については、「ODBC 接続の作成」  (ページ
108)を参照してください。

Linux 上の Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Linux 上の Amazon Redshift に接続するように ODBC 接続を確立するには、ODBC 接続を設定する必要があり
ます。
Linux 上で ODBC 接続を設定するには、次の手順を実行します。
1. AWS サイトから Amazon Redshift ODBC ドライバをダウンロードします。 

Amazon Redshift ODBC 64 ビットドライバをダウンロードする必要があります。
2. Secure Agent がインストールされているマシンに Amazon Redshift ODBC ドライバをインストールしま

す。 
3. odbc.ini ファイルのプロパティを次の形式で設定します。 

[ODBC Data Sources]driver_name=dsn_name
[dsn_name]Driver=path/driver_file
Host=cluster_endpointPort=port_numberDatabase=database_name

4. odbc.ini ファイルに次のプロパティを指定します。 

プロパティ 説明
ODBC Data Sources データソースの名前。
Driver Amazon Redshift ODBC ドライバファイルの場所。
Host Amazon Redshift ホストの場所。
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プロパティ 説明
Port Amazon Redshift サーバーのポート番号。
Database Amazon Redshift データベースの名前。

注: JDBC URL から得た Host、Port、および Database にの値を指定する必要があります。
5. オペレーティングシステムに次の環境変数を設定します。 

変数 説明
LD_LIBRARY_PATH Amazon Redshift ODBC ドライバがインストールされているディレクトリ。
ODBCINI odbc.ini ファイルが含まれるディレクトリ。
ODBCHROME ODBC のインストールディレクトリ。

6. 次のコマンドを実行して odbc.ini ファイルをエクスポートします。 
Export ODBCINI=/<odbc.ini file path>/odbc.ini

7. Secure Agent を再起動します。 
Linux 上の Amazon Redshift ODBC 接続が正常に設定されました。

Amazon Redshift ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必
要があります。
Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する方法については、「ODBC 接続の作成」  (ページ
108)を参照してください。

ODBC 接続の作成
ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必要があります。
次の手順を実行して、［接続］ページで Amazon Redshift ODBC 接続を作成します。
1. 管理者で、［接続］をクリックします。 
2. 右上隅の［新しい接続］をクリックします。 

［新しい接続］ページが表示されます。次の図は、［新しい接続］ページを示しています。
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3. ［接続の詳細］セクションで、次の接続の詳細を設定します。 

プロパティ 説明
接続名 ODBC 接続の名前。
説明 接続の説明。
タイプ 接続の種類。

接続のタイプに［ODBC］を選択します。

4. ［接続のプロパティ］セクションで、次の接続の詳細を設定します。 

プロパティ 説明
ランタイム環境 タスクを実行するランタイム環境の名前。
ユーザー名 Amazon Redshift アカウントのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift アカウントのパスワード。
データソース名 Amazon Redshift データベース用に作成した ODBC データソースの名前を入力し

ます。
スキーマ Amazon Redshift スキーマ名。
コードページ Secure Agent がデータの読み取りまたは書き込みに使用する必要があるコードペ

ージを選択します。
ODBC サブタイプ ［ODBC サブタイプ］フィールドの値を［Redshift］と入力します。

Amazon Redshift ODBC 接続が正常に作成されました。

Amazon Redshift ODBC マッピングタスクに対する最適化の設定
次の手順を実行して、Amazon Redshift ODBC マッピングタスクに対するプッシュダウンの最適化を設定しま
す。
1. Amazon Redshift との間で読み取りまたは書き込みを行うマッピングを作成します。 

a. ソーストランスフォーメーションで Amazon Redshift ODBC 接続を使用します。 
b. ターゲットトランスフォーメーションで Amazon Redshift ODBC 接続を使用します。 

2. マッピングタスクを作成します。 
a. 設定されたマッピングを選択します。 
b. ［スケジュール］タブの［プッシュダウンの最適化］セクションで、プッシュダウンの最適化の値を

［完全］または［ソースへ］に設定します。 
c. タスクを保存し、［終了］をクリックします。 

マッピングタスクの実行時に、トランスフォーメーションロジックが Amazon Redshift データベースにプッシ
ュされます。プッシュダウンの最適化の実行を確認するには、ジョブのセッションログをチェックします。モ
ニタにジョブのログを表示します。
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接続されていないルックアップトランスフォーメーションの設定
接続されていないルックアップトランスフォーメーションを設定するには、［接続されていないルックアップ］
オプションを選択して受信フィールドを追加し、ルックアップ条件を設定してから戻り値を指定します。次に、
別のトランスフォーメーションでのルックアップ式を設定します。
1. マッピングにルックアップトランスフォーメーションを追加します。 
2. ルックアップトランスフォーメーションの［全般］タブで、［接続されていないルックアップ］オプション

を有効にします。 

3. ルックアップトランスフォーメーションの［受信フィールド］タブで、:LKP 式の各引数に対して受信フィ
ールドを作成します。 
作成するルックアップ条件それぞれについて、ルックアップトランスフォーメーションに受信フィールド
を追加します。
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4. ［ルックアップオブジェクト］タブでルックアップオブジェクトをインポートします。 
プッシュダウンの最適化が機能するようにするには、接続されていないルックアップで［複数一致］プロ
パティ値の［エラーを報告］を選択する必要があります。
注: ルックアップオブジェクトの［エラーを報告］を選択し、ルックアップテーブルで複数の一致が検出
された場合、すべての一致がプッシュダウン最適化のターゲットに含まれます。

5. 戻り値を指定します。 
ルックアップトランスフォーメーションに複数の入力値を渡すと、1 つのカラムのデータが返されます。
Secure Agent により、ルックアップクエリから値が返されます。

6. Secure Agent によって返されるようにするフィールドを指定します。 

7. 別のトランスフォーメーションのルックアップ式を設定します。 
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式トランスフォーメーションを使用するトランスフォーメーションの:LKP 式から、未接続のルックアップ
トランスフォーメーションの入力値を指定します。引数は、ルックアップ条件に使用されているルックア
ップトランスフォーメーションのローカル入力フィールドと一致するローカル入力ポートです。

8. フィールドをターゲットにマッピングします。 

クロススキーマプッシュダウンの最適化
Amazon Redshift ODBC 接続を使用して同じデータベース内の異なるスキーマの Amazon Redshift オブジェ
クトへのデータの読み取りまたは書き込みを行うマッピングタスクに対して、クロススキーマプッシュダウン
の最適化を設定できます。
クロススキーマプッシュダウンの最適化を使用するには、Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、ソース接
続およびターゲット接続のスキーマを指定します。ソーススキーマおよびターゲットスキーマは異なる必要が
ありますが、どちらも同じデータベースに属している必要があります。マッピングタスクにプッシュダウンの
最適化を設定して、詳細セッションプロパティでクロススキーマプッシュダウンの最適化を有効にします。デ
フォルトでは、[クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化]チェックボックスが選択されています。

Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対するクロススキーマの最適化の設
定
次の手順を実行して、Amazon Redshift V2 マッピングタスクに対するクロススキーマプッシュダウンの最適
化を設定します。
1. Amazon Redshift ODBC のソース接続およびターゲット接続を、それぞれ異なるスキーマで定義して作成

します。 
以下に例を示します。
• rs_odbc1 Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、接続プロパティで CQA_SCHEMA1 スキーマを指定しま

す。
• rs_odbc2 Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、接続プロパティで CQA_SCHEMA2 スキーマを指定しま

す。
2. Amazon Redshift V2 マッピングを作成します。 

例えば、m_rs_pdo_crossSchema Amazon Redshift V2 マッピングを作成します。
3. ソーストランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift V2 ソースオブジェクト、および接続

に指定されたスキーマを使用してデータを読み取るための接続を含めます。 
例えば、ソーストランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift V2 ソースオブジェクト、お
よび CQA_SCHEMA1 を使用してデータを読み取るための rs_odbc1 接続を含めます。

4. ターゲットトランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift V2 ターゲットオブジェクト、お
よび接続に指定されたスキーマを使用してデータを書き込むための接続を含めます。 
例えば、ターゲットトランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift V2 ターゲットオブジェ
クト、および CQA_SCHEMA2 を使用してデータを書き込むための rs_odbc2 接続を含めます。
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5. Amazon Redshift V2 マッピングタスクを作成して、次のタスクを実行します。 
a. 設定された Amazon Redshift V2 マッピングを選択します。 

例えば、m_rs_pdo_crossSchema Amazon Redshift V2 マッピングを選択します。
b. ［スケジュール］タブの［詳細オプション］で、[プッシュダウンの最適化]を追加して、値を［完全］

に設定します。 
c. ［クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化］を選択します。 

次の図に、設定した［クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化］プロパティを示します。

d. タスクを保存し、［終了］をクリックします。 
マッピングタスクを実行すると、Secure Agent は、CQA_SCHEMA1 スキーマに関連付けられた Amazon 
Redshift ソースオブジェクトからデータを読み取り、CQA_SCHEMA2 スキーマに関連付けられた Amazon 
Redshift V2 ターゲットオブジェクトにデータを書き込みます。

Amazon Redshift ソースオブジェクトに対するカスタムクエリまたは SQL オーバーライドの設定
カスタムクエリまたは SQL オーバーライドを Amazon Redshift にプッシュダウンできます。
ソースオブジェクトとしてカスタムクエリを含むタスクを実行する前、または SQL オーバーライドを設定する
前に、マッピングタスクプロパティの［一時的なビューの作成］セッションプロパティを設定する必要があり
ます。

［一時的なビューの作成］プロパティを設定していない場合、マッピングはプッシュダウンの最適化を使用せず
に実行されます。
プロパティを設定するには次のタスクを実行します。
1. マッピングタスクで、［スケジュール］タブの［詳細セッションプロパティ］に移動します。
2. ［セッションプロパティ名］リストから、［一時的なビューの作成］を選択し、［セッションプロパティ値］

を［はい］に設定します。
3. ［完了］をクリックします。
カスタムクエリ設定のルールおよびガイドライン
カスタムクエリを指定するときは、次のルールを考慮してください。
• SQL クエリにすべての一意のカラムフィールドを含める必要があります。
• ソーストランスフォーメーションでカスタムクエリまたは SQL オーバーライドを使用する場合は、

Amazon Redshift のソーステーブルとターゲットテーブルにアクセスして操作を実行するための権限が必
要です。

• SQL オーバーライドを設定するときは、接続されているすべてのフィールドを SQL クエリに含めるように
してください。

Amazon Redshift マッピングでサポートされる関数および演算子
次の表に、Amazon Redshift データベースでのプッシュダウン関数の可用性を示します。X マークの付いたカ
ラムは、ソース側または完全なプッシュダウンの最適化を使用して、関数を Amazon Redshift データベースに
プッシュできることを示しています。S マークの付いたカラムは、ソース側のプッシュダウン最適化を使用し
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てのみ、関数を Amazon Redshift データベースにプッシュできることを示しています。ダッシュ（-）記号の
付いたカラムは、関数をデータベースにプッシュできないことを示しています。

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

ABORT() - INSTR() X REG_REPLACE -
ABS() X IS_DATE() - REPLACECHR() -
ADD_TO_DATE() X IS_NUMBER() - REPLACESTR() -
AES_DECRYPT() - IS_SPACES() - REVERSE() -
AES_ENCRYPT() - ISNULL() S ROUND(DATE) -
ASCII() - LAST() - ROUND(NUMBER) X
AVG() S LAST_DAY() X RPAD() X
CEIL() X LEAST() - RTRIM() X
CHOOSE() - LENGTH() X SET_DATE_PART() -
CHRCODE() - LN() X SIGN() X
COMPRESS() - LOG() - SIN() X
CONCAT() X LOOKUP - SINH() -
COS() X LOWER() X SOUNDEX() -
COSH() - LPAD() X SQRT() X
COUNT() S LTRIM() X STDDEV() S
CRC32() - MAKE_DATE_TIME() - SUBSTR() X
CUME() - MAX() S SUM() S
DATE_COMPARE() X MD5() X SYSTIMESTAMP() S
DATE_DIFF() X MEDIAN() - TAN() S
DECODE() X METAPHONE() - TANH() -
DECODE_BASE64() - MIN() S TO_BIGINT X
DECOMPRESS() - MOD() S TO_CHAR(DATE) S
ENCODE_BASE64() - MOVINGAVG() - TO_CHAR(NUMBER) X
EXP() X MOVINGSUM() - TO_DATE() X
FIRST() - NPER() - TO_DECIMAL() X

114       第 11 章: Amazon Redshift のプッシュダウンの最適化



関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

FLOOR() X PERCENTILE() - TO_FLOAT() X
FV() - PMT() - TO_INTEGER() X
GET_DATE_PART() X POWER() X TRUNC(DATE) S
GREATEST() - PV() - TRUNC(NUMBER) S
IIF() X RAND() - UPPER() X
IN() S RATE() - VARIANCE() S
INDEXOF() - REG_EXTRACT() -
INITCAP() X REG_MATCH() -

次の表に、Amazon Redshift データベースで使用できるプッシュダウン演算子を示します。X マークの付いた
カラムは、ソース側、ターゲット側、または完全なプッシュダウンの最適化を使用して、演算子を Amazon 
Redshift データベースにプッシュできることを示しています。

演算子 プッシュダウン
+ X
- X
* X
/ X
% X
|| X
> X
= X
>= X
<= X
! = X
AND X
OR X
NOT X
^= X
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Amazon Redshift ODBC マッピングでサポートされているトランスフォーメーション
プッシュダウンの最適化を設定すると、Secure Agent は、データベースに対する設定済みのトランスフォーメ
ーションのプッシュを試行します。
次の表に、Secure Agent ｇが Amazon Redshift ソースまたはターゲットにプッシュできるトランスフォーメ
ーションロジックを示します。

トランスフォーメーション プッシュダウン
Aggregator ソース、完全
Expression ソース、完全
Filter ソース、完全
Joiner ソース、完全
Sorter ソース、完全
Union ソース、完全
Router 完全

プッシュダウンの最適化に関するルールおよびガイドライン
Amazon Redshift データベースに関数をプッシュする際には、以下のルールおよびガイドラインを使用しま
す。
• TRUNC(DATE)を Amazon Redshift にプッシュするには、日付引数および形式引数を定義する必要がありま

す。定義しないと、エージェントはこの関数を Amazon Redshift にプッシュしません。
• Amazon Redshift の集計関数が受け取る引数は 1 つだけで、それは集計関数のフィールドセットです。フ

ィルタ条件の引数は無視されます。また、ターゲットにマップされているすべてのフィールドが GROUP 
BY 句に指定されていることを確認します。

• 更新オーバーライド ODBC 詳細ターゲットプロパティは、Amazon Redshift に接続する ODBC 接続を使用
するときに適用できません。

• TO_DATE()を Amazon Redshift にプッシュするには、文字列および形式引数を定義する必要があります。
• TO_CHAR()を Amazon Redshift にプッシュするには、日付および形式引数を定義する必要があります。
• SYSTIMESTAMP()に形式を指定して、SYSTIMESTAMP を Amazon Redshift にプッシュしないでください。

Amazon Redshift データベースは完全なタイムスタンプを返します。
• INSTR()を Amazon Redshift にプッシュするには、文字列、search_value、および開始引数のみを定義し

ます。Amazon Redshift では、オカレンスおよび comparison_type 引数はサポートされていません。
• TO_BIGINT および TO_INTEGER を Amazon Redshift にプッシュすると、フラグ引数は無視されます。
• IN()を Amazon Redshift にプッシュすると、CaseFlag 引数は無視されます。
• ADD_TO_DATE()関数の一部として NS 形式を使用する場合、エージェントはこの関数を Amazon Redshift

にプッシュしません。
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• 次の形式のいずれかを TO_CHAR()および TO_DATE()関数の一部として使用する場合、エージェントはこれ
らの関数を Amazon Redshift にプッシュしません。
- - NS
- - SSSS
- - SSSSS
- - RR

• TRUNC(DATE)、GET_DATE_PART()、および DATE_DIFF()を Amazon Redshift にプッシュするには、次の
形式を使用する必要があります。
- - D
- - DDD
- - HH24
- - MI
- - MM
- - MS
- - SS
- - US
- - YYYY

• Redshift ODBC 接続を使用して DATE_DIFF()関数を Amazon Redshift にプッシュすると、Secure Agent
によって誤った差分値が返されます。結果が正の場合、Secure Agent は負の値を返し、結果が負の場合、
正の値を返します。

• ソースとして Amazon Redshift ODBC 接続を選択し、ソースオブジェクトとして外部テーブルを選択する
と、データプレビューに失敗します。

Amazon Redshift ODBC 接続を使用したプッシュダウンの最適化       117



第  1 2  章

データ型リファレンス
データ統合では、Amazon Redshift とのマッピングおよびマッピングタスクに次のデータ型が使用されます。
Amazon Redshift のネイティブデータ型

Amazon Redshift のデータ型は、フィールドのメタデータを編集するときに、ソースおよびターゲットト
ランスフォーメーションに表示されます。

トランスフォーメーションデータ型
トランスフォーメーションで表示されるデータ型のセットです。ANSI SQL-92 汎用データ型に基づく内部
データ型で、プラットフォーム間でデータを移動するとき Secure Agent によって使用されます。トラン
スフォーメーションデータ型は、マッピング内のすべてのトランスフォーメーションに表示されます。
データ統合は、ソースデータを読み取るときに、ネイティブデータ型を対応するトランスフォーメーショ
ンデータ型に変換してから、データのトランスフォームを実行します。データ統合は、ターゲットに書き
込むときに、トランスフォーメーションデータ型を対応するネイティブデータ型に変換します。

Amazon Redshift とトランスフォーメーションのデータ型
以下の表は、データ統合でサポートされる Amazon Redshift データ型と、対応するトランスフォーメーション
データ型を示しています。

Amazon 
Redshift のデ
ータ型

トランスフォーメ
ーションデータ型

説明と範囲

Bigint Bigint 符号付き 8 バイト整数
-9223372036854775808～9223372036854775807

Boolean Small Integer 論理ブール型（true/false）
Char String 固定長文字列

最大値 4096 バイト
Date Timestamp カレンダーの日付（年、月、日）

紀元前 4713 年から西暦 294276 年
Decimal Decimal 選択精度の正確な数値

最大精度は 38、位取りは 37
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Amazon 
Redshift のデ
ータ型

トランスフォーメ
ーションデータ型

説明と範囲

Double 
Precision

Double 倍精度浮動小数点数
精度の有効数字 15 桁

Integer Integer 符号付き 4 バイト整数
-2147483647～+2147483648

Real Double 単精度浮動小数点数
精度の有効数字 6 桁

Smallint Small Integer 符号付き 2 バイト整数
-32768～+32767

Time タイムスタンプ 時間（タイムゾーンなし）
00:00:00.000000 - 23:59:59.999999
注: Time データ型は、詳細モードのマッピングには適用されませ
ん。

タイムスタンプ タイムスタンプ 日時（タイムゾーンなし）。
紀元前 4713 年から西暦 294276 年（小数秒で最大 6 桁の精度）

Varchar String ユーザー定義で制限される可変長文字列
最大値 65535 バイト

データ型のルールとガイドライン
データ型については、次のルールおよびガイドラインを考慮します。
• 10 進データ型の場合、精度（38、37）の数値は、16 番目の精度の後で四捨五入されます。残りの桁はゼロ

に置き換えられます。
例えば、ソース内の値 2.3121356348957890888898699898989999990 はターゲットで
2.3121356348957890000000000000000000000 に四捨五入されます。
この問題を解決するには、精度を 28 以下に指定します。
Time データ型を使用してマッピングを実行すると、タスクは正常に実行されますが、出力の 10 進数値が
切り捨てられます。Time データ型の場合、SQL クエリの CallableStatement .setTime(java.sql.Time)は、秒
までの精度をサポートします。

• Time カラムを含むデータのマッピングを作成し、データ型を Time から Timestamp に編集すると、実行
時にマッピングが失敗します。

• Decimal データ型のカラムを含むデータを読み取る場合、Decimal データ型のカラムに対して設定したス
ケールの変更は、デフォルトで考慮されます。スケールの変更が考慮されないようにするには、Secure 
Agent プロパティで JVM オプション-honorDecimalScaleRedshift の値を false に設定します。デフォルト
では、このプロパティは true に設定されます。

• Amazon Redshift との間で読み書きを行うと、マッピングのすべてのトランスフォーメーションのデータ
プレビューで、Time データ型にダミー値が追加されて表示されます。また、すべてのダウンストリームト
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ランスフォーメーションも、追加されたダミーの日付値を受け取ります。ただし、時間の値は、既存の
Amazon Redshift ターゲットでのみ正しく表示されます。

• 実行時にターゲットを作成し、入力値に Time カラムが含まれている場合、Time カラムはターゲットの
Timestamp データ型に変換されます。Time カラムがソースに追加された場合に、スキーマを動的に更新
すると、Timestamp データ型でターゲットにカラムが作成されます。

• Amazon Redshift からストアドプロシージャを呼び出すように SQL トランスフォーメーションを設定し、
SQL トランスフォーメーションのパラメータとして小数秒を含む Time データ型を指定すると、精度が切り
捨てられます。

• マッピングタスクのクエリで SESSSTARTTIME 変数を指定して Datetime 値を返すようにする場合は、次
の形式でクエリを指定します。
:select to_timestamp('$$$SESSSTARTTIME','YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.MS')::TIMESTAMP as xz; 
詳細セッションプロパティの［日時形式文字列］を YYYY-MM-DD HH24:MI:SS.MS に設定する必要がありま
す。
マッピングタスクで SESSIONSTARTTIME にデフォルトの形式 MM/DD/YYY を使用する場合は、クエリで次
の形式を使用する必要があります。
:select to_timestamp('$$$SESSSTARTTIME','MM-DD-YYYY HH24:MI:SS.MS')::TIMESTAMP as xz;

• フィルタトランスフォーメーションを使用して Date、Timestamp、または Time カラムにフィルタを適用
する場合は、次の形式で to_date()式を使用します。例えば、 to_date('1970-01-01 23:05:06.123457','YYYY-
MM-DD HH24:MI:SS.US'と指定します。ソース文字列の形式と形式文字列が一致している必要があります。ソー
ス値に基づいて、文字列の小数部分を変更します。TO_DATE 形式の文字列の詳細については、『トランス
フォーメーション言語リファレンスガイド』を参照してください。

• ステージングパフォーマンスのために DTM ステージングを有効にして Amazon Redshift V2 ターゲットに
書き込み、ソース値に Float データ型のデータがある場合、ターゲットの 10 進数値は切り捨てられ、最も
近い整数に四捨五入されます。この問題を回避するには、［システム構成の詳細］セクションの［タイプ］
でデータ統合サービスとして［DTM］を選択し、［DisableInfaDoubleHandlingForStaging］の値を［はい］に設
定します。

• Time データ型カラムで簡易フィルタを使用して Amazon Redshift ソースから読み取り、マッピングを実
行すると、タスクは実行時に次のエラーで失敗します: 操作に失敗しました: フィルタ条件[]の式文字列が無効で
す。
回避策として、詳細フィルタを使用して Amazon Redshift ソースから読み取りを行います。
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トラブルシューティング概要
Amazon Redshift V2 コネクタのエラーをトラブルシューティングするには、以下のセクションを使用します。

Amazon Redshift V2 コネクタのトラブルシューティング
更新/挿入操作に JVM オプションを使用する
更新/挿入操作の場合、JVM オプション-DuseDeleteForUpsert=true を設定して、ターゲットテーブルのすべての
フィールドを接続できます。JVM オプションを設定するときは、次のルールを使用します。
• JVM オプションを設定すると、Secure Agent は、ソーステーブルとターゲットテーブルの間のプライマリ

キーの一致に基づいて、ターゲットテーブルのレコードを削除します。ソーステーブルのすべてのレコード
がターゲットテーブルに挿入されます。JVM オプションを設定しない場合、Secure Agent は既存の行を更
新したり、挿入のマークが付けられているように他の行を挿入したりします。

• 詳細モードのマッピングの場合、マッピングタスクを作成するときに Spark セッションプロパティで JVM
オプションを設定します。

• すべてのカラムが複合キーを形成しているターゲットテーブルを使用し、ターゲットで更新カラムを設定し
ない場合、マッピングが失敗して警告が表示されることがあります。JVM オプションを設定すると、マッ
ピングタスクは正常に実行されます。

• 更新カラムに重複する値があるターゲットテーブルを使用する場合、マッピングを実行した後、ターゲット
テーブルの行数は少なくなります。JVM オプションを設定しない場合、ターゲットテーブルの行数は少な
くなりません。

• カラムに重複する値があるソーステーブルを使用し、そのカラムをターゲットの更新カラムとして選択する
と、追加の行がターゲットに追加されます。JVM オプションを設定しない場合、追加の行はターゲットに
追加されません。

• 更新/挿入操作の場合、特殊文字を含むカラム名を持つテーブルを使用し、JVM オプションを設定しないと、
マッピングは失敗します。

Amazon S3 バケットが存在しないか、ユーザーにバケットにアクセスする権限がありません。
Secure Agent をホストするマシンの時刻を変更しないでください。Secure Agent の時刻は、タイムゾーンに
従って正確である必要があります。正確でない場合、マッピングは例外で失敗します。
デフォルト値を持つ NOT NULL カラム
Amazon Redshift ターゲットテーブルにデフォルト値を持つ NOT NULL カラムをマッピングしていない場合
でも、挿入、更新、または更新/挿入操作は成功し、NOT NULL カラムのデフォルト値が使用されます。
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Secure Agent プロパティで JVM オプション-DRetainUnmappedNotNullColumnValidation 値を true に設定すると、
操作は成功せず、NOT NULL カラムのデフォルト値は使用されません。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して更新/挿入操作を実装するにはどうすればよいですか?
更新/挿入操作の実装については、
Implementing the upsert operation using Amazon Redshift V2 Connector を参照してください。
Amazon Redshift V2 コネクタの AWS IAM 認証はどのように設定しますか?
AWS IAM 認証の設定の詳細については、
Configuring AWS IAM Authentication for Amazon Redshift and Amazon Redshift V2 Connectors を参照し
てください。。
Amazon Redshift V2 コネクタを使用して、Amazon Web Services（AWS）によって提供される Amazon Redshift Serverless に接続するにはどうすればよいですか?
Amazon Redshift Serverless への接続については、Using Amazon Redshift Serverless with Cloud Data 
Integration を参照してください。
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Amazon Redshift コネクタの概要
Amazon Redshift コネクタを使用して、Amazon Redshift に対してデータの読み取りおよび書き込みを安全に
実施できます。Amazon Redshift のソースとターゲットは、Amazon Redshift のレコードとして表されます。
Amazon Redshift 接続を作成し、同期タスク、マッピング、およびマッピングタスクでこの接続を使用できま
す。同期タスク、マッピング、およびマッピングタスクで Amazon Redshift オブジェクトを使用する場合は、
Amazon Redshift に固有のプロパティを設定する必要があります。
Amazon Redshift 接続を作成して、タスクに追加する Amazon Redshift のソース、ルックアップ、およびタ
ーゲットの場所を指定します。マッピングを詳細モードに切り替えて、高度な機能を有効にするためのトラン
スフォーメーションと関数を含めることができます。Amazon Redshift の同期タスク、マッピング、またはマ
ッピングタスクを実行する場合、エージェントはワークフローと Amazon Redshift の接続設定に基づいてデー
タを Amazon Redshift に書き込みます。
エージェントは、TCP/IP ネットワークを介して Amazon Simple Storage Service（Amazon S3）に接続し、
データを書き込みます。Amazon S3 は、ソースからデータをコピーするのと同時にそのデータを Amazon 
Redshift クラスタに移動できるストレージサービスです。エージェントは、Amazon S3 から Amazon 
Redshift のターゲットテーブルにデータをコピーする copy コマンドを発行します。
Virtual Private Cloud（VPC）に配置された Amazon Redshift クラスタともデータの読み取りまたは書き込み
を行うことができます。Amazon Redshift に対してデータの読み取りまたは書き込みを行う場合は、Hosted 
Agent または Secure Agent を指定できます。
任意のデータソースから Amazon Redshift にデータを移動できます。データ統合は Amazon ドライバを使用
して Amazon Redshift と通信します。
注: Amazon Redshift V2 コネクタに新機能と改良点が提供されているため、Amazon Redshift V2 コネクタを
使用することをお勧めします。

Amazon Redshift コネクタのアセット
データ統合でアセットを作成し、Amazon Redshift コネクタを使用してデータを統合します。
Amazon Redshift コネクタを使用する場合は、次のようなデータ統合アセットを含めることができます。
• マッピング
• 同期タスク
アセットとトランスフォーメーションの設定に関する詳細については、データ統合のドキュメントの「マッピ
ング」、「トランスフォーメーション」、および「タスク」を参照してください。

124



Amazon Redshift の概要
Amazon Redshift は、組織がデータの分析と保存に使用できるクラウドベースのペタバイト規模のデータウェ
アハウスサービスです。
Amazon Redshift は、カラムナデータストレージ、並列処理、およびデータ圧縮を使用し、データを保存して
高速なクエリ実行を実現しています。Amazon Redshift は、リーダーノードと計算ノードで構成されたクラス
タベースのアーキテクチャを使用します。リーダーノードは計算ノードを管理し、外部クライアントプログラ
ムと通信します。リーダーノードはクライアントアプリケーションと対話し、計算ノードと通信します。計算
ノードはデータを保存し、リーダーノードのクエリを実行します。Amazon ドライバを使用するすべてのクラ
イアントは、Amazon Redshift と通信できます。

Amazon Redshift コネクタの例
顧客 ID、品目コード、品目数量など、注文書の詳細をオンプレミスの MySQL データベースに保存する組織で
作業しています。注文書の詳細を分析し、オンプレミスの MySQL データベースから安価なクラウドベースの
環境にデータを移動する必要があります。MySQL データベースからすべての購買レコードを読み取り、データ
分析用の Amazon Redshift ターゲットに書き込むマッピングを作成します。

Amazon Redshift コネクタの管理
ユーザーが Amazon Redshift コネクタを使用するには、成功ファイルおよびエラーファイルが格納された
Secure Agent ディレクトリに対するアクセス権がユーザーに与えられていることを組織の管理者が確認する必
要があります。このディレクトリパスは、各 Secure Agent マシンのランタイム環境で同じである必要があり
ます。組織の管理者は次のタスクを実行する必要もあります。
• Amazon Redshift JDBC URL を取得します。
• 認証を管理します。次の 2 つの方法のいずれかを使用します。

- アクセスキー ID とシークレットアクセスキーを作成する。
Amazon Redshift 接続を設定する際に、そのアクセスキー ID とシークレットアクセスキーの値を指定し
ます。アクセスキー ID とシークレットアクセスキーの作成の詳細については、AWS のマニュアルを参照
してください。

- AWS Identity and Access Management（IAM）認証を設定してセキュリティを強化する。
IAM 認証を使用する場合は、アクセスキー ID とシークレットアクセスキーを Amazon Redshift 接続で明
示的に指定しないでください。代わりに、Redshift ロールの Amazon リソース名（ARN）を作成し、最
小の Amazon IAM ポリシーを Redshift ロールの ARN に追加して、Redshift ロールの ARN を Redshift ク
ラスタに追加する必要があります。
タスクを作成する場合、UNLOAD コマンドと COPY コマンドの AWS_IAM_ROLE オプションに Redshift
ロールの ARN を指定します。
接続プロパティのアクセスキー ID とシークレットアクセスキーおよび UNLOAD コマンドと COPY コマン
ドの AWS_IAM_ROLE の両方を指定した場合は、AWS_IAM_ROLE が優先されます。
顧客マスタキーを使用した IAM 認証とサーバーサイド暗号化を使用する場合は、IAM EC2 ロールと IAM 
Redshift ロールを顧客マスタキーに追加する必要があります。
Hosted Agent は IAM 認証をサポートしていません。Amazon Redshift コネクタの IAM 認証を設定する方
法については、「IAM 認証」  (ページ 127)を参照してください。
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• SSL 接続をサポートする場合は、Amazon Redshift を SSL 用に設定します。
• クライアントサイド暗号化を有効にする場合は、マスタ対称キーを作成します。
• サーバー側の暗号化を有効にする場合は、AWS Key Management Service（AWS KMS）で管理された顧客

マスタキーを作成します。
• Amazon Redshift コネクタ用に最小の Amazon IAM ポリシーを作成します。
• ローカルステージング領域で更新/挿入、更新、または削除の操作のための一時テーブルを作成するときに、

次の形式で一時テーブルを作成する必要があります。
RecordName + "_" + time-stamp + ProcessID + PartitionId
注: デフォルトでは、PUBLIC グループのメンバーシップを所有していると一時テーブルを作成する権限が
あります。権限を拒否するには、PUBLIC グループから TEMP 権限を取り消し、TEMP 権限を特定の個人ま
たはグループの個人に許可します。

SSL 用の Amazon Redshift の設定
Amazon Redshift への SSL 接続をサポートするように Secure Agent を設定できます。
1. 次の場所から Amazon Redshift 証明書をダウンロードします。

https://s3.amazonaws.com/redshift-downloads/redshift-ssl-ca-cert.pem 
2. 次のコマンドを実行してキーストアに証明書ファイルを追加します。${JAVA_HOME}/bin/keytool –keystore 

{JAVA_HOME}/lib/security/cacerts -import -alias <string_value> -file <certificate_filepath> 
3. 管理者で、［ランタイム環境］を選択します。 
4. 利用可能な Secure Agent のリストからメモリを増加する Secure Agent を選択します。 
5. 右上隅の［編集］をクリックします。 
6. ［システム構成の詳細］セクションで、［タイプ］を［DTM］に変更します。 
7. ［JVMOption1］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、次のコマンドを入力し

ます。- Djavax.net.ssl.trustStore=<keystore_name> 
8. ［JVMOption2］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、次のコマンドを追加し

ます。- Djavax.net.ssl.trustStorePassword=<password> 
9. Amazon Redshift 接続のプロパティで指定した JDBC URL に次のパラメータを追加します。ssl=true。例: 

jdbc:redshift://mycluster.xyz789.us-west- 2.redshift.amazonaws.com:5439/dev?ssl=true 
10. ［OK］をクリックして変更を保存します。 

最小の Amazon IAM ポリシーの作成
Amazon IAM ポリシーを作成して、Amazon Redshift との間でデータの読み取りと書き込みを行う際に
Amazon S3 でデータのステージングを実行するために必要なアクセス権限を定義します。
Amazon S3 でデータのステージングを実行するには、次の必要な最小の権限を使用します。
• PutObject
• GetObject
• DeleteObject
• ListBucket
• GetBucketPolicy
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次のサンプル Amazon IAM ポリシーを使用できます。
{    "Version": "2012-10-17",    "Statement": [        {            "Effect": "Allow",            "Action": [                "s3:PutObject",                "s3:GetObject",                "s3:DeleteObject",                "s3:ListBucket",                                                                "s3:GetBucketPolicy"                      ],            "Resource": [                "arn:aws:s3:::<bucket_name>/*",                "arn:aws:s3:::<bucket_name>"            ]        }    ]}
セッションを正常に実行するには、Amazon S3 バケットと Amazon Redshift クラスタが同じ地域内にあるこ
とを確認する必要があります。
サポートされている地域は次のとおりです。
• アジアパシフィック（ムンバイ）
• アジアパシフィック（ソウル）
• アジアパシフィック（シンガポール）
• アジアパシフィック(シドニー)
• アジアパシフィック（東京）
• AWS GovCloud
• カナダ（中部）
• 中国（北京）
• 欧州（アイルランド）
• 欧州（フランクフルト）
• 南米（サンパウロ）
• 米国東部(バージニア北部)
• 米国東部(オハイオ)
• 米国西部（北カリフォルニア）
• 米国西部（オレゴン）

IAM 認証
オプション。Amazon Elastic Compute Cloud（EC2）システムに場合、IAM 認証を設定できます。次を実行
するときに、Amazon Redshift リソースへのアクセスを安全に制御するために IAM 認証を使用します。
EC2 システムにを実行する場合に、IAM 認証を使用します。IAM 認証を設定するには、次の手順を実行します。
1. 最小の Amazon IAM ポリシーを作成します。詳細については、「最小の Amazon IAM ポリシーの作成」  

(ページ 126)を参照してください。
2. Amazon EC2 ロールを作成します。EC2 ロールの作成中に、最小の Amazon IAM ポリシーを関連付けま

す。Amazon EC2 ロールは、Redshift クラスタで EC2 システムを作成する場合に使用されます。Amazon 
EC2 ロールの作成の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

Amazon Redshift コネクタの管理       127



3. EC2 インスタンスを作成します。手順 2 で作成した Amazon EC2 ロールを EC2 インスタンスに割り当て
ます。

4. Amazon Redshift リソースへの安全なアクセスのために、Amazon Redshift ロールの ARN を作成します。
Amazon Redshift ロールの作成中に、最小の Amazon IAM ポリシーを関連付けます。UNLOAD と COPY
コマンドで Amazon Redshift ロールの ARN を使用できます。Amazon Redshift ロールの ARN の作成の
詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

5. 読み取り操作および書き込み操作を正常に実行するために、Amazon Redshift ロールの ARN を Amazon 
Redshift クラスタに追加します。Amazon Redshift クラスタへの Amazon Redshift ロールの ARN の追加
の詳細については、AWS のマニュアルを参照してください。

6. EC2 システムにをインストールします。
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第  1 5  章

Amazon Redshift 接続の概要
Amazon Redshift 接続を作成して、Amazon Redshift に対してデータの読み取りまたは書き込みを安全に実施
します。Amazon Redshift 接続を使用すると、同期タスク、マッピングおよびマッピングタスクでソースまた
はターゲットを指定できます。
接続を作成して、同期タスク、マッピング、またはマッピングタスクに関連付けます。Amazon Redshift に対
してデータの読み取り/書き込みを行うために、ソースおよびターゲットのプロパティを定義します。
Amazon Redshift 接続は、［接続］ページで作成できます。作成した Amazon Redshift 接続は、マッピングの
作成時に Mapping Designer で使用したり、タスクの作成時に同期タスクウィザードで使用したりできます。
この接続は、組織全体で使用可能になります。

Amazon Redshift 接続のプロパティ
Amazon Redshift 接続をセットアップする際には、接続プロパティを設定する必要があります。
次の表に、Amazon Redshift 接続プロパティを示します。

接続プロパティ 説明
ランタイム環境 タスクを実行するランタイム環境の名前。
ユーザー名 Amazon Redshift アカウントのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift アカウントのパスワード。
スキーマ Amazon Redshift スキーマ名。

デフォルトは public です。
AWS アクセスキー
ID

オプション。Amazon S3 バケットアクセスキー ID。
EC2 システムにインストールされた Secure Agent でタスクを実行するには、アクセ
スキー ID を空欄にする必要がある場合があります。
EC2 システムにインストールされたのでない Secure Agent でタスクを実行するには、
アクセスキー ID を指定する必要があります。

AWS シークレット
アクセスキー

オプション。Amazon S3 バケットシークレットアクセスキー ID。
EC2 システムにインストールされた Secure Agent でタスクを実行するには、シーク
レットアクセスキーを空欄にする必要がある場合があります。
EC2 システムにインストールされたのでない Secure Agent でタスクを実行するには、
シークレットアクセスキーを指定する必要があります。
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接続プロパティ 説明
マスタ対称キー オプション。Amazon S3 暗号化キー。

256 ビット AES 暗号化キーを Base64 形式で指定します。
顧客マスタキー ID オプション。AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成された顧客マ

スタキー ID またはエイリアス名を指定します。Amazon S3 バケットが存在するリー
ジョンの顧客マスタキー ID を生成する必要があります。顧客が生成した顧客マスタ
キー ID またはデフォルトの顧客マスタキー ID を指定できます。

JDBC URL Amazon Redshift 接続 URL。
Varchar 用のマル
チバイトをサポー
トするために必要
なバイト数

［ターゲットの作成］に適用されます。ソーステーブルの Varchar 精度を参照して、
ソース精度の 1x/2x/3x/4x 倍のターゲットテーブルを作成し、ターゲットテーブルに
マルチバイト文字が正常に書き込めるようにします。
注: Varchar 精度が、最大である 65535 を超えている場合、ターゲットテーブルは作
成できません。

注: 接続をテストすると、Secure Agent が Redshift 接続を検証します。AWS アクセスキーと AWS 秘密鍵の検
証には、Amazon S3 バケット名が高度なソースおよびターゲットのプロパティ内に指定されている必要があり
ます。そのため、Secure Agent は、同期またはマッピングタスクの実行時に、AWS アクセスキーと AWS 秘密
鍵を検証します。

プロキシの設定
組織で送信プロキシサーバーを使用してインターネットに接続する場合、Secure Agent は、そのプロキシサー
バー経由で Informatica Intelligent Cloud Services に接続します。
注: 認証されていないプロキシサーバーのみを使用して Amazon Redshift に接続できます。
正しいプロキシ設定については、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

Windows でのプロキシ設定
Windows マシンで Secure Agent のプロキシサーバーを設定するには、Secure Agent を使用するか、Secure 
Agent の JVM オプションを使用します。

Secure Agent Manager を使用したプロキシ設定
Secure Agent Manager を使用してプロキシサーバーを設定するには、次の手順を実行します。
1. ［開始］ > ［すべてのプログラム］ > ［Informatica Cloud Secure Agent］ > ［Informatica Cloud 

Secure Agent］をクリックして、Secure Agent Manager を起動します。 
Secure Agent Manager に Secure Agent のステータスが表示されます。

2. ［Secure Agent Manager］ページで［プロキシ］をクリックします。 
3. ［プロキシサーバーを使用］をクリックして、プロキシサーバーの設定を入力します。 

130       第 15 章: Amazon Redshift 接続の概要



4. 次のプロキシサーバーの詳細を設定します。 

フィールド 説明
プロキシホスト 必須。Secure Agent が使用する送信プロキシサーバーのホスト名。
プロキシポート 必須。送信プロキシサーバーのポート番号。

5. ［OK］をクリックします。 
Secure Agent Manager によって Secure Agent が再起動され、設定が適用されます。

JVM オプションを使用したプロキシの設定
1. Informatica Intelligent Cloud Services にログインします。 
2. ［管理］を開いて［ランタイム環境］を選択します。 
3. プロキシサーバーを設定する Secure Agent を選択します。 
4. ページの右上隅にある［編集］をクリックします。 
5. ［システム構成の詳細］セクションで、データ統合サービスの［タイプ］に［DTM］を選択します。 

• JVMOption フィールドに次のパラメータを追加し、各パラメータに適した値を指定します。

パラメータ 説明
-Dhttps.proxyHost= 送信 HTTPS プロキシサーバーのホスト名。
-Dhttps.proxyPort= 送信 HTTPS プロキシサーバーのポート番号。

以下に例を示します。
JVMOption1=-Dhttps.proxyHost=<proxy_server_hostname> 
JVMOption2=-Dhttps.proxyPort=8081

6. ［保存］をクリックします。 
Secure Agent が再起動して設定が適用されます。

Linux でのプロキシ設定
Secure Agent のインストーラにより、ブラウザで設定されている設定項目に基づいて Secure Agent のプロキ
シサーバー設定が設定されます。Secure Agent に定義されているプロキシサーバーの設定は、コマンドライン
から更新できます。
Linux マシンで Secure Agent のプロキシサーバーを設定するには、proxy.ini ファイルを更新するシェルコマ
ンドを使用します。ネットワーク管理者に問い合わせて、プロキシの設定項目を決めてください。
1. 次のディレクトリに移動します。 

<Secure Agent のインストールディレクトリ>/apps/agentcore
2. 次のコマンドを使用して、proxy.ini ファイルを更新します。 

consoleAgentManager.bat configureProxy <proxy host> <proxy port>
3. Secure Agent を再起動します。 
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第  1 6  章

Amazon Redshift ソースとターゲ
ット

Amazon Redshift 接続のソースとターゲットのプロパティを割り当てることができます。

Amazon Redshift ソース
Amazon Redshift オブジェクトを、同期タスク、マッピング、またはマッピングタスクのソースとして使用で
きます。同期タスクでソースとして複数の関連する Amazon Redshift 標準オブジェクトを使用することもでき
ます。
Amazon Redshift ソースオブジェクトを使用するときに、標準オブジェクトをプライマリソースとして選択し
てから、子オブジェクトを追加することができます。
詳細ソースプロパティを設定するとき、Amazon Redshift 固有のプロパティを設定します。データを暗号化
し、Amazon S3 にステージングファイルを保持して、Amazon Redshift でファイルにクエリの結果を安全に
アンロードできます。

Amazon Redshift ソースの Amazon Redshift ステージングディレクトリ
エージェントは、ソースプロパティで指定したディレクトリにステージングファイルを作成します。同期タス
ク、マッピングおよびマッピングタスクは、Amazon Redshift からデータを読み込む前にステージングディレ
クトリにデータをステージングします。エージェントは、タスクが完了するときに、ステージングディレクト
リからステージングファイルを削除します。
Hosted Agent のディレクトリは設定できません。Hosted Agent は、一時的な場所にデータをステージングす
るディレクトリを作成し、タスクが完了するときにその一時的な場所からそのステージングファイルを削除し
ます。
タスクパフォーマンスを向上させるには、ステージングファイルの圧縮を有効にします。処理するデータのボ
リュームに最適なディスク領域を使用して、ステージングディレクトリを指定します。各 Secure Agent マシ
ンのランタイム環境で使用可能なディレクトリパスを指定します。
アプリケーションは、タスクが実行している時間を基に、ステージングディレクトリにサブディレクトリを作
成します。サブディレクトリは次の命名規則を使用します。
<staging directory>/infaRedShiftStaging<MMddHHmmssSSS+xyz>
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Amazon Redshift ソースのサーバーサイド暗号化
Amazon Redshift からファイルを取得して Amazon S3 にファイルをステージングするときに Amazon 
Redshift でデータを暗号化する場合は、サーバーサイド暗号化を有効にする必要があります。
サーバーサイド暗号化用に接続プロパティで AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成され
た顧客マスタキー ID を設定できます。IAM 認証と、顧客マスタキーを使用したサーバーサイド暗号化を使用す
る場合は、IAM EC2 ロールと IAM Redshift ロールを顧客マスタキーに追加する必要があります。
詳細ターゲットプロパティでサーバーサイド暗号化を選択する場合は、接続プロパティで顧客マスタキー ID を
指定する必要があります。
注: Amazon S3 のステージングファイルは、タスクの完了後に削除されます。

Amazon Redshift ソースのデータ暗号化
サーバーサイド暗号化の AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成された顧客マスタキー ID
を使用すると、データを暗号化できます。

［スケジュール］ページの Amazon Redshift の詳細ソースプロパティにある［暗号化タイプ］フィールドで、
暗号化のタイプを選択できます。Unload コマンドは、AWS が管理する暗号化キーと AWS Key Management 
Service キーを使用して、サーバーサイド暗号化用に Amazon S3 に一時ファイルを作成します。
サーバーサイド暗号化用に Unload コマンドで AWS Key Management Service によって生成された顧客マス
タキー ID を使用します。以下のタイプの暗号化を選択できます。
SSE-S3

［SSE-S3］暗号化タイプを選択した場合、Unload コマンドは Amazon S3 バケットに一時ファイルを作成
し、Amazon S3 はサーバーサイド暗号化用の AWS が管理する暗号化キーを使用してファイルを暗号化し
ます。

SSE-KMS
［SSE-KMS］暗号化タイプを選択した場合、Unload コマンドは Amazon S3 バケットに一時ファイルを作

成し、Amazon S3 はサーバーサイド暗号化用の AWS KMS が管理する顧客マスタキーを使用してファイル
を暗号化します。
接続プロパティで指定した AWS KMS が管理する顧客マスタキーは、Amazon S3 をホストする地域と同じ
地域に属する必要があります。例えば、Amazon S3 が［米国西部（オレゴン）］地域でホストされている
場合、［SSE-KMS］暗号化タイプを選択すると、同じ地域で有効にされた AWS KMS が管理する顧客マス
タキーを使用する必要があります。

S3 クライアントサイドの暗号化の有効化プロパティを有効にして、暗号化タイプを SSE-S3 として選択した場
合、Amazon S3 はクライアントサイド暗号化にマスタ対称キーを使用してデータを暗号化します。
S3 クライアントサイドの暗号化の有効化プロパティを有効にして、暗号化タイプを SSE-KMS として選択した
場合、Amazon S3 はクライアントサイド暗号化に AWS Key Management Service によって生成された顧客マ
スタキー ID を使用してデータを暗号化します。
注: Amazon Redshift コネクタは、マスタ対称キーを使用するサーバーサイド暗号化と、顧客マスタキーを使
用するクライアントサイド暗号化をサポートしていません。

Amazon Redshift ソースのクライアントサイド暗号化
クライアントサイド暗号化は、データを Amazon Redshift サーバーに送信する前にデータを暗号化する方法で
す。
Amazon Redshift ソースに対してクライアントサイド暗号化を有効にすると、Amazon Redshift は暗号化され
たデータをアンロードしてから、そのデータを Secure Agent にプッシュします。Secure Agent は、タスクま
たはマッピングロジックに基づいてデータをターゲットに書き込みます。
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クライアントサイド暗号化を有効にするには、接続プロパティでマスタ対称キーを指定し、詳細ターゲットプ
ロパティで［S3 クライアントサイドの暗号化の有効化］オプションを選択する必要があります。
Secure Agent は、マスタ対称キーを使用してデータを暗号化します。マスタ対称キーは Base64 形式の 256 ビ
ット AES 暗号化キーです。Amazon Redshift コネクタはマスタ対称キーを使用して Amazon S3 サーバーにデ
ータをアップロードし、［暗号化］オプションを設定した copy コマンドと追加のセキュリティ用のプライベー
ト暗号化キーを使用して、データをロードします。

Unload コマンド
Unload コマンドを使用すると、Amazon Redshift からデータを抽出し、Amazon S3 でステージングファイル
を作成できます。Unload コマンドはセキュアな接続を使用して、Amazon S3 上の 1 つ以上のファイルにデー
タをロードします。
Unload コマンドオプションを［UnloadOptions プロパティファイル］フィールドで直接指定できます。オプ
ションを大文字で入力し、オプションの区切りには、Unload コマンドには次のオプションとデフォルト値が
あります。

プロパティファイルには Unload コマンドオプションが含まれます。［UnloadOptions プロパティファイル］
フィールドにプロパティファイルパスを追加します。以下に例を示します。
C:\Temp\Redshift\unloadoptions.txt

印刷できない文字の 8 進数の表現を DELIMITER および QUOTE として使用することを推奨します。
pre-SQL コマンドまたは post-SQL コマンドとして Unload コマンドを実行する場合は、ALLOWOVERWRITE オプシ
ョンを指定して既存のオブジェクトを上書きします。

Unload コマンドのオプション
Unload コマンドのオプションは Amazon Redshift からデータを抽出し、Amazon S3 のステージングファイ
ルに特定の形式でデータをロードします。特定の文字を使用してデータを区切ったり、複数のファイルにデー
タを並行して読み込んだりできます。
Unload コマンドにオプションを追加するには、［UnloadOptions プロパティファイル］オプションを使用し
ます。以下のオプションを設定できます。
DELIMITER

入力ファイル内のフィールドを区切るための単一の ASCII 文字。パイプ（|）、チルダ（~）、タブ（\t）な
どの文字を使用できます。指定した区切り文字をデータに含めることはできません。区切り文字がデータ
に含まれる場合、ESCAPE を使用すると、区切り文字が通常の文字として読み取られます。デフォルトは
\036 で、印刷できない 8 進数のレコード区切り文字です。

ESCAPE
次の文字が出現する前に、区切りアンロードファイルに CHAR カラムと VARCHAR カラムのエスケープ文
字を追加できます。
• 改行（\n）
• キャリッジリターン（\r）
• アンロードデータに指定される区切り文字
• エスケープ文字（\）

134       第 16 章: Amazon Redshift ソースとターゲット



• 一重引用符または二重引用符
デフォルトは OFF です。

PARALLEL
Unload コマンドは、クラスタ内のスライス数に従ってデータを複数のファイルに並行して書き込みます。
デフォルトは ON です。並行オプションをオフにすると、Unload コマンドはデータを順番に書き込みま
す。データファイルの最大サイズは 6.5 GB です。

AWS_IAM_ROLE
Amazon EC2 システムにインストールされたでを実行する Amazon Redshift ロールリソース名（ARN）
を次の形式で指定します。AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::<account ID>:role/<role-name>
例: arn:aws:iam::123123456789:role/redshift_read

ADDQUOTES
ADDQUOTES は、デフォルトでは UNLOAD コマンドで実行されます。詳細ソースプロパティで
ADDQUOTES オプションを指定しないでください。Unload コマンドは各データフィールドに引用符を追
加します。引用符を追加すると、UNLOAD コマンドは区切り文字を含むデータ値を読み取ることができま
す。二重引用符（"）がデータに含まれる場合、ESCAPE を使用すると、区切り文字が通常の文字として読
み取られます。

パーティション化
Amazon Redshift からデータを読み取る際には、パーティション化を設定して実行時のマッピングのパフォー
マンスを最適化できます。パーティションタイプによって、パーティションポイントでパーティションにデー
タを配布する方法を制御します。
キー範囲パーティションなどのパーティションタイプを定義できます。1 つまたは複数のフィールドの値に基
づいて Amazon Redshift データをパーティション化するようにキー範囲パーティション化を設定します。キー
範囲パーティション化により、Secure Agent はパーティションキーとして定義したフィールドに基づいてソー
スデータ行を分散します。Secure Agent は、フィールド値を各パーティションの範囲値と比較して、適切なパ
ーティションに行を送信します。
データ値が均等に分散されているカラムには、キー範囲パーティション化を使用します。そうしないと、パー
ティションのサイズが等しくなくなる可能性があります。例えば、あるカラムのキー値 1 から 1000 の間には
10 行あり、キー値 1001 から 2000 の間には 999 行があるというようになります。
キー範囲パーティション化では、あるパーティションのクエリが別のパーティションよりも先に行を返す場合
があります。または、あるパーティションは行を返し、他のパーティションは行を返さない場合もあります。
テーブル内の行がキー範囲と同じ順序である場合にこのようなことが起こります。あるクエリは行を読み取っ
て行を返し、他のクエリは同じ行を読み取ってフィルタすることもあります。
注: 推奨されるパーティションの最大数は 32 です。32 を超えるパーティションを設定すると、マッピングタス
クがメモリバッファエラーで失敗する場合があります。

Amazon Redshift ターゲット
Amazon Redshift オブジェクトを、同期タスク、マッピング、またはマッピングタスクでの単一ターゲットと
して使用できます。入力ソースに基づいて Amazon Redshift ターゲットを作成することもできます。Amazon 
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Redshift ターゲットオブジェクトを使用する場合は、標準オブジェクトをプライマリソースとして選択できま
す。
Amazon Redshift ターゲットからデータを挿入、更新、更新/挿入、および削除することができます。バッチ
内にエラーが発生しない場合、更新または挿入タスクによってバッチ全体が Amazon Redshift ターゲットに書
き込まれます。バッチ内にエラーが発生した場合は、Secure Agent によってバッチ全体がエラー行ファイルに
書き込まれます。
詳細ターゲットプロパティを設定するとき、Amazon Redshift 固有のプロパティを設定します。データを暗号
化したり、クエリ効率向上のためにデータベーステーブルの統計メタデータを更新したり、Amazon S3 バケッ
トのフラットファイルから Amazon Redshift にデータをロードしたり、ディスク領域の回復とテーブル内の行
のソートのためにテーブルのクリーンアップを使用したりできます。
マッピングにフラットファイルまたは Amazon Redshift ターゲットが含まれる場合、既存のターゲットを使用
するか、実行時に新しいターゲットを作成するかを選択できます。Amazon Redshift ターゲットオブジェクト
名は小文字で指定する必要があります。
注: ターゲットテーブルの配布キーカラムに NULL 値が含まれていて、同じターゲットテーブルの更新/挿入操
作を使用してタスクを設定すると、タスクにより重複する行が作成される場合があります。重複する行の作成
を防ぐには、次のいずれかのタスクを実行する必要があります。
• データをロードするときに、NULL 値を NULL 以外の値に置き換えます。
• 配布キーカラム内に NULL 値を想定する場合は、カラムを配布キーとして設定しないようにします。
• データをロードするときに、ターゲットテーブルから配布キーカラムを一時的に削除します。Pre-SQL と

Post-SQL のプロパティを使用して、ターゲットテーブルの配布キーカラムを削除してから、追加すること
ができます。

Amazon Redshift ターゲットの Amazon Redshift ステージングディレクトリ
エージェントは、ターゲットプロパティで指定したディレクトリにステージングファイルを作成します。同期
タスク、マッピング、および、マッピングタスクは、Amazon Redshift にデータを書き込む前にステージング
ディレクトリにデータをステージングします。ステージングファイルを保持または削除するタスクを設定でき
ます。
Hosted Agent のディレクトリは設定できません。Hosted Agent は、一時的な場所にデータをステージングす
るディレクトリを作成し、タスクが完了するときにその一時的な場所からそのステージングファイルを削除し
ます。
タスクパフォーマンスを向上させるには、ステージングファイルの圧縮を有効にします。処理するデータのボ
リュームに最適なディスク領域を使用して、ステージングディレクトリを指定します。各 Secure Agent マシ
ンのランタイム環境で使用可能なディレクトリパスを指定します。
アプリケーションは、タスクが実行している時間を基に、ステージングディレクトリにサブディレクトリを作
成します。サブディレクトリは次の命名規則を使用します。
<staging directory>/infaRedShiftStaging<MMddHHmmssSSS+xyz>

ターゲットテーブルの分析
クエリのパフォーマンスを最適化するには、ターゲットテーブルを分析するためのタスクを設定できます。タ
ーゲットテーブル分析は、データベーステーブルの統計メタデータを更新します。

［ターゲットテーブルの分析］オプションを使用すると、テーブルからサンプル行を抽出し、サンプルを分析し
て、列の統計情報を保存できます。Amazon Redshift は、統計メタデータを使用してクエリプランナーを更新
します。クエリプランナーは、統計メタデータを使用して、クエリ効率の向上に最適な計画を作成して選択し
ます。
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Copy コマンドを使用して既存のテーブルにデータをロードしたら、［ターゲットテーブルの分析］オプション
を実行できます。新しいテーブルにデータをロードした場合、Copy コマンドはデフォルトで分析を実行しま
す。

Amazon Redshift ターゲットのデータ暗号化
データを保護するために、サーバーサイド暗号化またはクライアントサイド暗号化を有効にして、Amazon 
Redshift に挿入するデータを暗号化できます。
Amazon Redshift ターゲットでサーバーサイドとクライアントサイドの両方の暗号化を有効にすると、クライ
アントサイド暗号化がデータのロードに使用されます。

Amazon Redshift ターゲットのサーバーサイド暗号化
.csv ファイルを Amazon Redshift にアップロードするときに Amazon Redshift でデータを暗号化する場合は、
サーバーサイド暗号化を有効にする必要があります。サーバーサイド暗号化を有効にするには、［スケジュー
ル］ページの詳細ターゲットプロパティで、暗号化タイプとしてサーバーサイド暗号化を選択します。
サーバーサイド暗号化用に接続プロパティで AWS Key Management Service（AWS KMS）によって生成され
た顧客マスタキー ID を設定できます。IAM 認証と、顧客マスタキーを使用したサーバーサイド暗号化を使用す
る場合は、IAM EC2 ロールと IAM Redshift ロールを顧客マスタキーに追加する必要があります。詳細ターゲッ
トプロパティでサーバーサイド暗号化を選択し、接続プロパティで顧客マスタキー ID を指定しない場合、デー
タの暗号化には Amazon S3 が管理する暗号化キーが使用されます。

Amazon Redshift ターゲットのクライアントサイド暗号化
クライアントサイド暗号化は、データを Amazon Redshift サーバーに送信する前にデータを暗号化する方法で
す。
Amazon Redshift ターゲットに対してクライアントサイド暗号化を有効にすると、Secure Agent はソースか
らデータを取得し、そのデータをステージングディレクトリに書き込み、そのデータを暗号化してから
Amazon S3 バケットに書き込みます。次に、Amazon S3 バケットは Amazon Redshift にデータを書き込みま
す。
クライアントサイド暗号化を有効にするには、接続プロパティでマスタ対称キーを指定し、詳細ターゲットプ
ロパティで［S3 クライアントサイドの暗号化の有効化］オプションを選択する必要があります。
Secure Agent は、マスタ対称キーを使用してデータを暗号化します。マスタ対称キーは Base64 形式の 256 ビ
ット AES 暗号化キーです。Amazon Redshift コネクタはマスタ対称キーを使用して Amazon S3 サーバーにデ
ータをアップロードし、［暗号化］オプションを設定した copy コマンドと追加のセキュリティ用のプライベー
ト暗号化キーを使用して、Amazon Redshift にデータをロードします。クライアントサイド暗号化を有効にす
るには、次のタスクを実行します。

ステージングファイルの保持
がターゲットにデータを書き込むと、Amazon S3 でステージングファイルを保持できます。ファイルを保持す
ると、Amazon S3 で組織データのデータレイクを作成できます。保存したファイルはデータのバックアップと
しても使用できます。
ターゲット接続を作成する場合、ステージングファイルの保存用にファイルプレフィックスまたはディレクト
リプレフィックスを設定できます。プレフィックスを指定すると、は、ターゲット接続で指定した Amazon S3
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の場所にあるディレクトリ内でファイルを作成します。［S3 でステージングファイルを保持するためのプレフ
ィックス］プロパティに次のいずれかのオプションを設定します。
• ディレクトリプレフィックスおよびファイルプレフィックスを指定します。例えば、backup_dir/

backup_file です。は次のディレクトリとファイルを作成します。
- backup_dir_<year>_<month>_<date>_<timestamp_inLong>
- backup_file.batch_<batch_number>.csv.<file_number>.<encryption_if_applicable>

• ファイルプレフィックスを指定します。例えば、backup_file です。は次のディレクトリとファイルを作成
します。
- <year>_<month>_<date>_<timestamp_inLong><3 digit of random number>00<ProcessID><PartitionId>
- backup_file.batch_<batch_number>.csv.<file_number>.<encryption_if_applicable>

• プレフィックスを指定しないでください。はステージングファイルを保存しません。

Copy コマンド
Copy コマンドを使用すると、テーブルにデータを追加できます。Copy コマンドはセキュアな接続を使用し
て、ソースから Amazon Redshift にデータをロードします。
Copy コマンドオプションを［CopyOptions プロパティファイル］フィールドで直接指定できます。オプショ
ンを大文字で入力し、オプションの区切りには、を使用します。Copy コマンドには次のオプションと既定値
があります。

プロパティファイルには Copy コマンドオプションが含まれます。［CopyOptions プロパティファイル］フィ
ールドにプロパティファイルパスを追加します。以下に例を示します。
C:\Temp\Redshift\copyoptions.txt

印刷できない文字の 8 進数の表現を DELIMITER および QUOTE として使用することを推奨します。

Copy コマンドのオプション
Copy コマンドオプションは、Amazon S3 からデータを読み取り、特定の形式で Amazon Redshift にデータ
を書き込みます。テーブル内のデータに圧縮を適用したり、特定の文字でデータを区切ることができます。
Copy コマンドにオプションを追加するには、［CopyOptions プロパティファイル］オプションを使用します。
以下のオプションを設定できます。
DELIMITER

入力ファイル内のフィールドを区切るための単一の ASCII 文字。パイプ（|）、チルダ（~）、タブ（\t）な
どの文字を使用できます。区切り文字をデータに含めることはできません。デフォルトは\036 で、印刷で
きない 8 進数のレコード区切り文字です。

ACCEPTINVCHARS
データに無効な UTF-8 文字が含まれていても、VARCHAR 列にデータをロードします。ACCEPTINCHARS
を指定すると、は、無効な UTF-8 文字を ACCEPTINVCHARS で指定された文字からなる同じ長さの文字に
置き換えます。ACCEPTINVCHARS で'|'を指定した場合、は 3 バイトの UTF-8 文字を'|||'に置き換えます。
ACCEPTINVCHARS を指定しない場合、COPY コマンドは、無効な UTF-8 文字が検出されるとエラーを返
します。VARCHAR 列で ACCEPTINVCHARS オプションを使用できます。デフォルト疑問符（?）です。
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QUOTE
カンマ区切り値で使用する引用符文字を指定します。デフォルトは\037 で、印刷できない 8 進数のユニッ
ト区切り文字です。

COMPUPDATE
現在の圧縮エンコーディングをオーバーライドし、空のテーブルに圧縮を適用します。テーブル内の行が
10 万を超える場合は挿入操作で COMPUPDATE オプションを使用します。COMPUPDATE の動作は設定
方法に応じて異なります。
• COMPUPDATE を指定しない場合、ターゲットテーブルが空で、テーブル内のすべての列で RAW また

はエンコーディングが指定されないと、COPY コマンドは圧縮を適用します。
• COMPUPDATE を［オン］に指定した場合、ターゲットテーブルが空で、テーブル内の列で RAW 以外

のエンコーディングが指定されると、COPY コマンドは既存のエンコーディングを置き換えます。
• COMPUPDATE を［オフ］に指定した場合、COPY コマンドは圧縮を適用しません。
デフォルトは OFF です。

AWS_IAM_ROLE
Amazon EC2 システムにインストールされたでを実行する Amazon Redshift ロールリソース名（ARN）
を次の形式で指定します。AWS_IAM_ROLE=arn:aws:iam::<account ID>:role/<role-name>
例: arn:aws:iam::123123456789:role/redshift_write

フィールドマッピング
フィールドマッピングページにプライマリキーフィールドのキーアイコンが表示されます。フィールドマッピ
ングを設定するときに、すべてのキーフィールドと［非 NULL］フィールドをマッピングして、データを
Amazon Redshift ターゲットに正常に挿入または更新/挿入します。Amazon Redshift は、［非 NULL］フィー
ルドを適用しても、キー制約を適用しません。
フィールドマッピングページにプライマリキーフィールドのキーアイコンが表示されます。その他の Amazon 
Redshift キータイプはマークされません。更新操作にキーのないフィールドをマッピングする必要がありま
す。フィールドマッピングに Amazon Redshift の ID フィールドを使用する場合、使用可能な ID をすべてマッ
ピングするか、何もマッピングしません。ID フィールドには、Amazon Redshift で自動的に生成されるデータ
が含まれます。
ID カラムがキーに含まれない場合は、フィールドマップに ID カラムをマッピングできません。ID カラムがキ
ーに含まれる場合は、フィールドマップに ID カラムをマッピングする必要があります。ただし、ID カラムの
値をソースから設定することはできません。

テーブルのクリーンアップ
テーブルのクリーンアップを使用してディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべ
てのテーブルの行をソートします。
削除やロードなどの一括操作を実行した後、または差分更新を実行した後、データベーステーブルをクリーン
アップしてディスク領域を回復し、Amazon Redshift のクエリパフォーマンスを向上する必要があります。行
の削除や更新を実行しても、Amazon Redshift は空き領域を再利用しません。
データベースまたはテーブルをクリーンアップすると、多くの場合、クエリパフォーマンスの一貫性を維持で
きます。データベース全体またはデータベース内の個々のテーブルのディスク領域を回復できます。データベ
ースまたは指定されたデータベース管理スケジュールで最小限の操作を求める場合は、クリーンアップを実行
する必要があります。クリーンアップを長く実行すると、データベース操作に影響を与える場合があります。
大規模な未ソートの領域では、クリーンアップが長くなることが多いため、クリーンアップを実行します。
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詳細ターゲットプロパティを設定する場合、テーブルのクリーンアップオプションを有効にできます。次のリ
カバリオプションを選択できます。
なし

行のソートまたはディスク領域の回復は行わないでください。
フル

指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテーブルをソートし、前回の更新操作や削除操作で削
除のマークが付けられた行によって使用されたディスク領域を回復します。

ソートのみ
削除行から解放された領域を回復せずに、指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテーブルを
ソートします。

削除のみ
前回の更新操作や削除操作で削除のマークが付けられた行によって使用されたディスク領域を回復し、テ
ーブルを圧縮して使用領域を解放します。

再インデックス
インターリーブソートキーカラムで値の分布を分析し、テーブルのクリーンアップ操作全体を設定してパ
フォーマンスを改善します。

大きいテーブルに関する作業
大きなオブジェクトを、複数の独立したパーツのセットとしてアップロードまたはダウンロードできます。
Amazon Redshift コネクタは AWS TransferManager API を使用して、大きなオブジェクトを複数パーツに分
けて Amazon S3 にアップロードします。大きいオブジェクトをダウンロードしている間に、Secure Agent は
Amazon S3 から複数パーツにオブジェクトをダウンロードします。
ファイルサイズが 5MB を超える場合、マルチパーツアップロードを設定して、複数パーツに分けたオブジェク
トを並行してアップロードできます。Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 12 MB より大きい場合、
並行して複数パーツにオブジェクトをダウンロードできます。
詳細ソースプロパティで、［S3 ファイルの分割ダウンロードの有効化］オプションを設定できます。詳細ター
ゲットプロパティで、［パートサイズ］および［TransferManager スレッドプールサイズ］オプションを設定
できます。

DELIMITER および QUOTE としての 8 進数値
印刷できる ASCII 文字に加えて、印刷できる ASCII 文字と印刷できない ASCII 文字の 8 進数値を DELIMITER お
よび QUOTE として使用できます。
印刷できる文字を DELIMITER または QUOTE として使用するには、ASCII 文字またはそれぞれの 8 進数値を指
定します。ただし、印刷できない文字を DELIMITER または QUOTE として使用するには、それぞれの 8 進数値
を指定する必要があります。
印刷できる文字の例:
DELIMITER=#または DELIMITER=\043
印刷できない文字の例、ファイルセパレータ:
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QUOTE=\034
8 進数値 000-037 と 177 は印刷できない文字を表し、040-176 は印刷できる文字を表します。次の表に、
Amazon Redshift によりサポートされる、Copy コマンドの QUOTE と DELIMITER、および Unload コマンド
の DELIMITER の推奨 8 進数値を示します。

コマンドオプション 推奨 8 進数値
COPY QUOTE 001-010、016-037、041-054、057、073-100、133、135-140、173-177
COPY DELIMITER 001-011、013、014、016、017、020-046、050-054、057、073-133、135-177
UNLOAD DELIMITER 001-011、013、014、016、017、020-041、043-045、050-054、056-133、135-177

成功ファイルおよびエラーファイル
Secure Agent は、セッションの実行後に成功ファイルとエラーファイルを生成します。成功ファイルとエラー
ファイルは、行レベルの詳細を含む.csv ファイルです。Hosted Agent は、セッションの実行後に成功ファイ
ルとエラーファイルを作成しません。
Secure Agent は、セッションの実行後に成功ファイルを生成します。成功ファイルには、Amazon Redshift
に正常に書き込まれた各レコードのエントリが含まれます。各エントリには、レコードのすべてのフィールド
に対して書き込まれた値が含まれます。このファイルを使用すると、Secure Agent が Amazon S3 バケットと
Amazon Redshift ターゲットに書き込んだデータを把握できます。
エラーファイルには、各データエラーのエントリが含まれます。ファイルの各エントリには、レコードのすべ
てのフィールドの値とエラーメッセージが含まれます。エラーファイルを使用すると、Secure Agent が
Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込まない理由を把握できます。
Secure Agent は成功ファイルまたはエラーファイルを上書きしません。エラー行ファイルと成功行ファイルが
生成されたディレクトリからこれらのファイルに直接アクセスします。［すべてのジョブ］ページからエラー行
ファイルにアクセスすることはできません。不要になったファイルは手動で削除できます。
成功ファイルのセッションプロパティを設定する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• デフォルトでは、成功行ファイルはディレクトリ<Secure Agent installation directory>/apps/

Data_Integration_Server/data/success に生成されます。成功ファイルディレクトリ詳細ターゲットオプショ
ンを使用して異なるディレクトリを指定することができます。

• 成功行ファイルは次の命名規則を使用します。
infa_rs_<operation>_<schema.table_name>.batch_<batch_number>_file_<file_number>_<timestamp>_success.csv。

エラーファイルのセッションプロパティを設定する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
• デフォルトでは、エラー行ファイルはディレクトリ<Secure Agent installation directory>/apps/

Data_Integration_Server/data/error に生成されます。エラーファイルディレクトリ詳細ターゲットオプショ
ンを使用して異なるディレクトリを指定することができます。

• エラーファイルディレクトリを定義する場合は、変数$PMBadFileDir を使用します。変数$PMBadFileDir を使用
すると、アプリケーションがファイルを次の Secure Agent ディレクトリに書き込みます。<Secure Agent イ
ンストールディレクトリ>/apps/Data_Integration_Server/data/error。
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• 挿入タスクの場合、エラー行ファイルは次の命名規則を使用します。
infa_rs_<operation>_<schema.table>.batch_<batch_number>_file_<file_number>_<timestamp>_error.csv。更新/挿
入タスクの場合、次の命名規則を使用します。
infa_rs_<operation>_<schema.table>_<timestamp_inLong>.batch_<batch_number>_file_<file_number>_<timestamp>_e
rror.csv。
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第  1 7  章

Amazon Redshift による同期タス
ク

このセクションでは、同期タスクのソース、ターゲット、およびルックアッププロパティを設定する方法につ
いて解説します。

同期タスクの Amazon Redshift ソース
Amazon Redshift ソースプロパティは、同期タスクウィザードの［ソース］ページで設定します。
パフォーマンスを最適化するには、［データフィルタ］ページでフィルタを設定します。簡易フィルタまたは詳
細フィルタを設定し、ソースの行を削除します。データフローの初期段階でフィルタリングを行うことによっ
て効率を上げることができます。簡易フィルタには、フィールド名、演算子、値が含まれます。 詳細フィルタ
を使用するとより複合フィルタ条件を定義できます。例えば、AND 論理演算子または OR 論理演算子を使用し
て、複数の条件を組み込むことができます。
次の表に、Amazon Redshift のソースプロパティを示します。

プロパティ 説明
接続 ソース接続の名前。
ソースタイプ ソースオブジェクトのタイプ単一または複数を選択します。
ソースオブジェクト ソースオブジェクトの名前。単一のソースまたは複数の関連するソースのソースオ

ブジェクトを選択します。

Amazon Redshift ソースを使用するように同期タスクを設定するときに、詳細ソースプロパティを設定できま
す。詳細ソースプロパティは、同期タスクウィザードの［スケジュール］ページに表示されます。
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次の表に、Amazon Redshift の詳細なソースプロパティを示します。

詳細プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ソースデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮しま

す。
Secure Agent がステージングファイルを圧縮すると、タスクのパフォーマンスが
向上します。
デフォルトではオンに設定されています。

ステージングディレク
トリの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内の各
Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
Hosted Agent のランタイム環境でタスクを実行する場合は、ステージングディレ
クトリの場所を空のままにしてください。Hosted Agent は、一時的な場所にディ
レクトリを作成します。

UnloadOptions プロパ
ティファイル

Unload コマンドのオプション。
Amazon Redshift オブジェクトから S3 バケットにデータを書き込むためには、
Unload コマンドにオプションを追加します。次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- PARALLEL
- ESCAPE
- AWS_IAM_ROLE
Secure Agent のランタイム環境でタスクを実行するときは、アンロードオプショ
ンを含むプロパティファイルのパスを指定するか、［UnloadOptions プロパティ
ファイル］フィールドで直接アンロードオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［UnloadOptions プロ
パティファイル］フィールドで直接オプションを指定します。

S3 クライアントサイ
ドの暗号化の有効化

Secure Agent がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化することを示
します。

暗号化タイプ ソースの暗号化タイプを選択します。以下の暗号化タイプから選択できます。
- SSE-S3
- SSE-KMS
デフォルトは SSE-S3 です。詳細については、「Amazon Redshift ソースのデータ暗
号化」  (ページ 133)を参照してください。

S3 ファイルの分割ダ
ウンロードの有効化

大きな Amazon S3 オブジェクトを複数パーツに分けてダウンロードします。
Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 5MB を超える場合は、オブジェク
トを複数パーツに分けて同時にダウンロードできます。

パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。デフォルトは 5MB です。
Infa 詳細フィルタ Amazon Redshift コネクタには適用されません。
Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL コ

マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-SQL コ
マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。
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詳細プロパティ 説明
SQL クエリ デフォルトクエリーを上書きします。カラム名を二重引用符で囲みます。SQL ク

エリでは大文字と小文字が区別されます。Amazon Redshift データベースでサポ
ートされている SQL 文を指定します。

Number of Sorted 
Ports

クエリが行われたソースの行をソートする場合に使用されるカラム数。エージェ
ントでは、ソース行を読み込む際にデフォルトのクエリに ORDER BY 句が追加さ
れます。ORDER BY 句には、指定された数のポートが、トランスフォーメーショ
ンの最初のポートから順に取り込まれます。ソートするポート数を指定する場合、
データベースのソート順は、セッションのソート順に一致しなければなりません。
デフォルトは 0 です。

個別選択 一意の値を選択します。このオプションを選択すると、エージェントに SELECT 
DISTINCT 文が含まれます。Amazon Redshift は末尾のスペースを無視します。し
たがって、予期されるより少ない行がエージェントで抽出される可能性がありま
す。

ソーステーブル名 デフォルトのソーステーブル名を上書きできます。

同期タスクの Amazon Redshift ターゲット
同期タスクのターゲットとして Amazon Redshift オブジェクトを使用できます。
Amazon Redshift ターゲットオブジェクトを使用する場合は、標準オブジェクトをプライマリソースとして選
択できます。
Amazon Redshift ターゲットプロパティは、同期タスクウィザードの［ターゲット］ページで設定します。
次の表に、Amazon Redshift ターゲットプロパティを示します。

プロパティ 説明
接続 ターゲット接続の名前。
ターゲットオブ
ジェクト

ターゲットオブジェクトの名前。プライマリターゲットオブジェクトを選択します。

ターゲットの作
成

ターゲットを作成します。
ターゲットオブジェクトの名前を入力して、使用するソースフィールドを選択します。
デフォルト名はソースオブジェクトの名前です。また、デフォルトではすべてのソース
フィールドが使用されます。必要に応じて、ターゲットオブジェクトのファイル拡張子
を入力します。

Amazon Redshift ターゲットを使用するように同期タスクを設定するときに、詳細ターゲットプロパティを設
定できます。
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次の表に、Amazon Redshift の詳細ターゲットプロパティを示します。

プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ターゲットデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮

します。
Secure Agent でステージングファイルを圧縮するときに同期タスクのパフォ
ーマンスが向上します。
デフォルトではオンに設定されています。

ステージングディレクト
リの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内
の各 Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
Hosted Agent のランタイム環境でタスクを実行する場合は、ステージングデ
ィレクトリを空のままにしてください。Hosted Agent は、一時的な場所にデ
ィレクトリを作成します。

バッチサイズ バッチ内の最小行数。0 より大きい値を入力します。
デフォルトは 2000000 です。

INSERT 用のアップロード
バッチごとの最大
Redshift エラー数

バッチの失敗の原因となるバッチ内のエラーの数。正の整数値を入力します。
エラー数がプロパティ値以上になると、Secure Agent はバッチ全体をエラー
行ファイルに書き込みます。
デフォルトは 1 です。

データロード前にターゲ
ットテーブルをトランケ
ート

データをターゲットに書き込む前に、Amazon Redshift ターゲットをトランケ
ートします。

CHAR データ型および
VARCHAR データ型の
NULL 値

Amazon Redshift ターゲットの CHAR および VARCHAR フィールドの NULL 値
を表すために使用される文字列値（NULL、スペース文字など）。
デフォルトは空の文字列です。

S3 でのファイル整合性の
ための待ち時間（秒）

Secure Agent でステージングファイルを使用できるようになるまでの待ち時
間（秒）。
デフォルトは 5 です。

CopyOptions プロパティ
ファイル

Copy コマンドのオプション。
Amazon S3 バケットから Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込むた
めには、Copy コマンドにオプションを追加します。次のオプションを追加で
きます。
- DELIMITER
- ACCEPTINVCHARS
- QUOTE
- COMPUPDATE
- AWS_IAM_ROLE
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、コピーオプション
を含むプロパティのパスを指定するか、［CopyOptions プロパティファイル］
フィールドで直接コピーオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［CopyOptions プロ
パティファイル］フィールドで直接オプションを指定する必要があります。
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プロパティ 説明
S3 サーバーサイドの暗号
化の有効化

Amazon S3 がアップロードおよびアクセス時にデータを暗号化および復号化
することを示します。

S3 クライアントサイドの
暗号化の有効化

Secure Agent がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化すること
を示します。
サーバーサイドとクライアントサイドの両方で暗号化を有効にすると、ランタ
イム環境はサーバーサイドの暗号化を無視します。

ターゲットテーブルのク
リーンアップ

ディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテ
ーブルの行をソートします。
次のリカバリオプションを選択できます。
- なし
- 全体
- ソートのみ
- 削除のみ
- 再インデックス
デフォルトは［なし］です。

ターゲットテーブルの分
析

読み取りおよび書き込み操作の効率が向上します。
Amazon Redshift のクエリプランナーは、統計メタデータを更新して、クエリ
効率の向上に最適な計画を作成して選択します。

S3 でステージングファイ
ルを保持するためのプレ
フィックス

Amazon S3 でステージングファイルを保持します。
Amazon S3 でステージングファイルを保持するには、ディレクトリプレフィ
ックスとファイルプレフィックスの両方をスラッシュ（/）で区切って指定す
るか、ファイルプレフィックスのみを指定します。例えば、backup_dir/
backup_file や backup_file です。

Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL
コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできま
す。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-
SQL コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもで
きます。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

ターゲットテーブル名 デフォルトのターゲットテーブル名を上書きできます。
パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。

デフォルトは 5MB です。
TransferManager スレッ
ドプールサイズ

データを並行して書き込むスレッドの数を指定します。
デフォルトは 10 です。

バッチごとのファイル数 バッチごとにターゲットステージングファイル数を計算するためのファイル数
を指定します。
値を指定しない場合、ターゲットステージングファイル数は内部的に計算され
ます。
注: クラスタタイプと AmazonRedshift クラスタ内のノード数に基づいて最小
値を指定します。エラーを回避するには、1500 未満の値を指定します。

同期タスクの Amazon Redshift ターゲット       147



プロパティ 説明
成功ファイルディレクト
リ

Amazon Redshift の成功行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシン
のランタイム環境で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルトで
は、データ統合は成功ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation 
directory>/apps/Data_Integration_Server/data/success に書き込みます。
Hosted Agent は成功行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム環
境でタスクを実行するときは［成功ファイルディレクトリ］フィールドを空白
のままにします。

エラーファイルのディレ
クトリ

エラー行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシンのランタイム環境
で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルトでは、データ統合は
エラー行ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation directory>/
apps/Data_Integration_Server/data/error に書き込みます。
デフォルトのエラーファイルディレクトリを指定するとき、［スケジュール］
タブからエラーファイルをダウンロードすることができます。
エラーファイルディレクトリがデフォルトのエラーディレクトリ以外の場合、

［スケジュール］タブからエラーファイルをダウンロードすることはできませ
ん。エラーファイルを見付けるには、指定されたディレクトリに移動する必要
があります。
Hosted Agent はエラー行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム
環境でタスクを実行するときは［エラーファイルディレクトリ］フィールドを
空白のままにします。

同期タスクの Amazon Redshift ルックアップ
同期タスクでフィールドマッピングを設定するときに、Amazon Redshift オブジェクトに対してキャッシュを
使用しないルックアップを作成できます。接続プロパティで指定した JDBC URL を使用して、キャッシュを使
用しないルックアップを作成します。
注: Amazon Redshift コネクタは接続されていないルックアップトランスフォーメーションをサポートしてい
ません。

同期タスクのルールおよびガイドライン
Amazon Redshift のソースとターゲットに同期タスクを使用する場合は、次のルールとガイドラインを考慮し
てください。
• 同期タスクで複数の Amazon Redshift ソースオブジェクトを使用する場合、［フィールドマッピング］タブ

の［フィールドの更新］オプションにソースオブジェクトのメタデータが表示されません。タスクを保存し
て実行することはできますが、タスクは実行時に失敗します。そのため、単一のソースオブジェクトを使用
して新しい同期タスクを作成するか、マッピングタスクを使用する必要があります。

• フィルタまたはクエリの WHERE 句で単一引用符を使用しないでください。
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同期タスクの例
MySQL データベースで受注詳細を保存する電子商取引の組織に勤めているとします。組織は、MySQL データ
ベースから Amazon Redshift ターゲットにデータを移動する必要があります。
Amazon Redshift に書き込む同期タスクを設定します。
次の同期タスクを実行します。
同期タスクを定義します。

挿入操作に使用する同期タスクを設定します。
MySQL ソースオブジェクトを使用します。

マッピングのソースは、受注詳細を含む MySQL 接続です。MySQL オブジェクトは同期タスク内の単一の
ソースです。顧客 ID、Item_codes、Item_quantity、および PRICE カラムを含めることができます。
sales_order_details をソースオブジェクトのリソースとして指定します。

Amazon Redshift ターゲットオブジェクトを作成します。
ターゲットオブジェクトに挿入するソースオブジェクトからフィールド［Customer_ID］、

［Item_codes］、［Item_quantity］、および［Price］を選択します。ターゲットオブジェクトの名前とし
て sales_order_details を入力し、接続タイプとして MySQL を指定します。同期タスクは Amazon 
Redshift にデータを書き込みます。既存のターゲットオブジェクトも使用できます。

フィールドマッピングを設定します。
sales_order_details ソースデータにあるフィールドすべてをターゲット sales_order_details のフィール
ドすべてにマッピングします。同期アプリケーションは、マッピングされたソースデータを Amazon 
Redshift に書き込みます。

詳細ターゲットプロパティを設定します。
詳細ターゲットプロパティで、Amazon Redshift に固有のプロパティを選択します。Amazon Redshift タ
ーゲットデータの Amazon S3 バケット名を指定します。Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで
S3 バケットを使用します。Copy コマンドにオプションを指定し、サーバー側の暗号化とクライアント側
の暗号化を有効にすることもできます。［保存］および［完了］タスクをクリックします。
Amazon Redshift を開いてエクスポートされたデータを視覚化します。

タスクをスケジュールします。
要件ごとにタスクをスケジュールし、保存することができます。［参照］ページから同期タスクを選択し
て、タスクを実行します。［監視］で、タスクの実行後にログのステータスを監視できます。
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第  1 8  章

Amazon Redshift によるマッピン
グとマッピングタスク

マッピングを作成するときに、ソースまたはターゲットのトランスフォーメーションを Amazon Redshift V2
オブジェクトを表すように設定できます。
マッピングタスクを作成して、マッピングまたは統合テンプレートで定義されているデータフローロジックに
基づきデータを処理します。Oracle CDC ソースから変更データをキャプチャして Amazon Redshift のターゲ
ットテーブルに書き込むマッピングタスクを作成することもできます。マッピングを詳細モードに切り替えて、
高度な機能を有効にするためのトランスフォーメーションと関数を含めることができます。
注意: ソース、ターゲット、およびルックアップトランスフォーメーションで設定された pre-SQL および
post-SQL コマンドは、実行時には検証されません。安全でない可能性があるコンテンツがコマンド構文に含
まれていないこと、および接続オブジェクトで設定したデータベースユーザーに適切な権限があることを確認
してください。安全なネットワーク通信のために、TLS 対応のデータベース接続を使用することをお勧めしま
す。

マッピングの Amazon Redshift ソース
マッピングでは、ソーストランスフォーメーションを設定して単一の Amazon Redshift ソースまたは複数の
Amazon Redshift ソースを表すことができます。
Amazon Redshift 標準オブジェクトをソースとして使用できます。標準オブジェクトをプライマリソースとし
て選択してから、1 つ以上の子オブジェクトを追加することができます。
以下の表に、ソーストランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift ソースプロパティを示します。

プロパティ 説明
接続 ソース接続の名前。
ソースタイプ ソースオブジェクトのタイプ［単一オブジェクト］、［複数のオブジェクト］、［クエリ］、ま

たは［パラメータ］を選択します。
オブジェクト ソースオブジェクトの名前。ソースごとにソースオブジェクトを選択します。
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以下の表に、ソーストランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift クエリオプションを示します。

プロパティ 説明
Filter 読み取り操作で値をフィルタ処理します。［設定］をクリックして、条件を追加してレコード

をフィルタ処理し、Secure Agent がソースから読み取る行数を縮小します。
指定できるフィルタ条件を次に示します。
- パラメータを使用しません。基本フィルタを使用して、オブジェクト、フィールド、演算

子、および値を指定して特定のレコードを選択します。
- すべてパラメータを使用します。パラメータを使用してフィールドマッピングを表現しま

す。
- 詳細。詳細フィルタを使用して、Amazon Redshift クエリ形式を使用するさらに複合的な

フィルタ条件を定義します。
ソート 該当なし。

以下の表に、ソーストランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift ソースの詳細プロパティを示し
ます。

詳細プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ターゲットデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮しま

す。
ランタイム環境でステージングファイルを圧縮するときにタスクパフォーマンス
が向上します。
デフォルトではオンに設定されています。

ステージングディレク
トリの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内の各
Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
Hosted Agent のランタイム環境でタスクを実行する場合は、ステージングディレ
クトリを空のままにしてください。Hosted Agent は、一時的な場所にディレクト
リを作成します。

UnloadOptions プロパ
ティファイル

Unload コマンドのオプション。
Amazon Redshift オブジェクトから S3 バケットにデータを書き込むためには、
Unload コマンドにオプションを追加します。次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- PARALLEL
- ESCAPE
- AWS_IAM_ROLE
Secure Agent のランタイム環境でタスクを実行するときは、アンロードオプショ
ンを含むプロパティファイルのパスを指定するか、［UnloadOptions プロパティ
ファイル］フィールドで直接アンロードオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［UnloadOptions プロ
パティファイル］フィールドで直接オプションを指定します。

S3 クライアントサイ
ドの暗号化の有効化

Secure Agent がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化することを示
します。
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詳細プロパティ 説明
暗号化タイプ ソースの暗号化タイプを選択します。以下の暗号化タイプから選択できます。

- SSE-S3
- SSE-KMS
デフォルトは SSE-S3 です。

S3 ファイルの分割ダ
ウンロードの有効化

大きな Amazon S3 オブジェクトを複数パーツに分けてダウンロードします。
Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 5MB を超える場合は、オブジェク
トを複数パーツに分けて同時にダウンロードできます。

パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。デフォルトは 5MB です。
Infa 詳細フィルタ Amazon Redshift コネクタには適用されません。
Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL コ

マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-SQL コ
マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

SQL クエリ デフォルトクエリーを上書きします。カラム名を二重引用符で囲みます。SQL ク
エリでは大文字と小文字が区別されます。Amazon Redshift データベースでサポ
ートされている SQL 文を指定します。

Number of Sorted 
Ports

クエリが行われたソースの行をソートする場合に使用されるカラム数。エージェ
ントでは、ソース行を読み込む際にデフォルトのクエリに ORDER BY 句が追加さ
れます。ORDER BY 句には、指定された数のポートが、トランスフォーメーショ
ンの最初のポートから順に取り込まれます。ソートするポート数を指定する場
合、データベースのソート順は、セッションのソート順に一致しなければなりま
せん。
デフォルトは 0 です。

個別選択 一意の値を選択します。このオプションを選択すると、エージェントに SELECT 
DISTINCT 文が含まれます。Amazon Redshift は末尾のスペースを無視します。し
たがって、予期されるより少ない行がエージェントで抽出される可能性がありま
す。

ソーステーブル名 デフォルトのソーステーブル名を上書きできます。
トレースレベル ログファイルに表示される詳細情報の量を設定します。

［簡易］、［通常］、［詳細 - 初期化］、［詳細 - データ］から選択できます。デフォル
トは［通常］です。

注: フィルタまたはクエリの WHERE 句で単一引用符を使用しないでください。

キー範囲パーティション化の設定
フィールド値に基づいて Amazon Redshift データをパーティション化するようにキー範囲パーティションを設
定します。
1. ［ソースのプロパティ］で、［パーティション］タブをクリックします。 
2. リストから必要な［パーティションキー］を選択します。 
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3. ［新しいキー範囲の追加］をクリックしてパーティションを追加します。 
4. ［開始範囲］および［終了範囲］を指定します。 

注: パーティション化に指定するキー範囲には、単一引用符で囲まれた文字列値を含めることはできませ
ん。

マッピングの Amazon Redshift ターゲット
マッピングでは、ターゲットトランスフォーメーションを設定して単一の Amazon Redshift ターゲットを表す
ことができます。入力フィールドに基づいて、実行時に Amazon Redshift ターゲットを作成することもできま
す。
Amazon Redshift ターゲットオブジェクトを使用するときに、標準オブジェクトをプライマリターゲットとし
て選択してから、子オブジェクトを追加します。カスタムオブジェクトを単一ターゲットとして使用できます。
以下の表に、ターゲットトランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift ターゲットプロパティを示
します。

プロパティ 説明
接続 ターゲット接続の名前。
ターゲットタ
イプ

ターゲットオブジェクトのタイプ［単一オブジェクト］または［パラメータ］を選択しま
す。

オブジェクト ターゲットオブジェクトの名前。単一ターゲットのターゲットオブジェクト。
操作 ターゲット操作。［挿入］、［更新］、［更新/挿入］、または［削除］を選択します。
ターゲットの
作成

ターゲットを作成します。
ターゲットオブジェクトの名前を入力して、使用するソースフィールドを選択します。デ
フォルト名はソースオブジェクトの名前です。また、デフォルトではすべてのソースフィ
ールドが使用されます。必要に応じて、ターゲットオブジェクトのファイル拡張子を入力
します。

次の表に、ターゲットトランスフォーメーションで設定できる Amazon Redshift ターゲット詳細プロパティを
示します。

プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ターゲットデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮し

ます。
ランタイム環境でステージングファイルを圧縮するときにタスクパフォーマン
スが向上します。
デフォルトではオンに設定されています。
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プロパティ 説明
ステージングディレクト
リの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
Secure Agent ランタイム環境の場合、ランタイム環境内の各 Secure Agent マ
シンで利用できるディレクトリパスを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境の場合、ステージングディレクトリは空白のま
まにします。Hosted Agent は、一時的な場所にディレクトリを作成します。

バッチサイズ バッチ内の最小行数。0 より大きい値を入力します。
デフォルトは 2000000 です。

INSERT 用のアップロード
バッチごとの最大
Redshift エラー数

バッチの失敗の原因となるバッチ内のエラーの数。正の整数値を入力します。
エラー数がプロパティ値以上になると、ランタイム環境はバッチ全体をエラー
行ファイルに書き込みます。
デフォルトは 1 です。

データロード前にターゲ
ットテーブルをトランケ
ート

データをターゲットに書き込む前に、Amazon Redshift ターゲットをトランケ
ートします。

CHAR データ型および
VARCHAR データ型の
NULL 値

Amazon Redshift ターゲットの CHAR および VARCHAR フィールドの NULL 値
を表すために使用される文字列値（NULL、スペース文字など）。
デフォルトは空の文字列です。

S3 でのファイル整合性の
ための待ち時間（秒）

ランタイム環境でステージングファイルを使用できるようになるまでの待ち時
間（秒）。
デフォルトは 5 です。

CopyOptions プロパティ
ファイル

Copy コマンドのオプション。
Amazon S3 バケットから Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込むた
めには、Copy コマンドにオプションを追加します。次のオプションを追加で
きます。
- DELIMITER
- ACCEPTINVCHARS
- QUOTE
- COMPUPDATE
- AWS_IAM_ROLE
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、コピーオプション
を含むプロパティのパスを指定するか、［CopyOptions プロパティファイル］
フィールドで直接コピーオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［CopyOptions プロ
パティファイル］フィールドで直接オプションを指定する必要があります。

S3 サーバーサイドの暗号
化の有効化

Amazon S3 がアップロードおよびアクセス時にデータを暗号化および復号化
することを示します。

S3 クライアントサイドの
暗号化の有効化

ランタイム環境がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化すること
を示します。
サーバーサイドとクライアントサイドの両方で暗号化を有効にすると、ランタ
イム環境はサーバーサイドの暗号化を無視します。
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プロパティ 説明
ターゲットテーブルのク
リーンアップ

ディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべてのテ
ーブルの行をソートします。
次のリカバリオプションを選択できます。
- なし
- 全体
- ソートのみ
- 削除のみ
- 再インデックス
デフォルトは［なし］です。

S3 でステージングファイ
ルを保持するためのプレ
フィックス

Amazon S3 でステージングファイルを保持します。
Amazon S3 でステージングファイルを保持するには、ディレクトリプレフィ
ックスとファイルプレフィックスの両方をスラッシュ（/）で区切って指定す
るか、ファイルプレフィックスのみを指定します。例えば、backup_dir/
backup_file や backup_file です。

ターゲットテーブルの分
析

読み取りおよび書き込み操作の効率が向上します。
Amazon Redshift のクエリプランナーは、統計メタデータを更新して、クエリ
効率の向上に最適な計画を作成して選択します。

Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL
コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできま
す。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-
SQL コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもでき
ます。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

ターゲットテーブル名 デフォルトのターゲットテーブル名を上書きできます。
パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。

デフォルトは 5MB です。
TransferManager スレッ
ドプールサイズ

データを並行して書き込むスレッドの数を指定します。
デフォルトは 10 です。

バッチごとのファイル数 バッチごとにターゲットステージングファイル数を計算するためのファイル数
を指定します。
値を指定しない場合、ターゲットステージングファイル数は内部的に計算され
ます。
注: クラスタタイプと Amazon Redshift クラスタ内のノード数に基づいて最小
値を指定します。エラーを回避するには、1500 未満の値を指定します。

成功ファイルディレクト
リ

Amazon Redshift の成功行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシン
のランタイム環境で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルトで
は、データ統合は成功ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation 
directory>/apps/Data_Integration_Server/data/success に書き込みます。
Hosted Agent は成功行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム環
境でタスクを実行するときは［成功ファイルディレクトリ］フィールドを空白
のままにします。
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プロパティ 説明
エラーファイルのディレ
クトリ

Amazon Redshift のエラー行ファイルのディレクトリ。
エラー行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシンのランタイム環境
で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルトでは、データ統合は
エラー行ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation directory>/apps/
Data_Integration_Server/data/error に書き込みます。
デフォルトのエラーファイルディレクトリを指定するとき、［スケジュール］
タブからエラーファイルをダウンロードすることができます。
エラーファイルディレクトリがデフォルトのエラーディレクトリ以外の場合、

［スケジュール］タブからエラーファイルをダウンロードすることはできませ
ん。エラーファイルを見付けるには、指定されたディレクトリに移動する必要
があります。
Hosted Agent はエラー行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム
環境でタスクを実行するときは［エラーファイルディレクトリ］フィールドを
空白のままにします。

拒否された行を転送 トランスフォーメーションが、拒否された行を次のトランスフォーメーション
に渡すか、拒否された行を削除するかを決定します。デフォルトでは、マッピ
ングアプリケーションは拒否された行を次のトランスフォーメーションに転送
します。

ターゲットタスクを編集するときに異なる Amazon Redshift 接続を選択すると、詳細ターゲットプロパティが
クリアされます。選択された Amazon Redshift 接続に適用可能な S3 バケット名とその他の詳細プロパティを
入力します。

マッピングの Amazon Redshift ルックアップ
マッピングでは、ルックアップトランスフォーメーションを Amazon Redshift オブジェクトを表すように設定
できます。
Amazon Redshift オブジェクトをルックアップとして使用するときに、Amazon Redshift プロパティに
Amazon S3 バケット名を設定する必要があります。
Amazon Redshift 接続でキャッシュを使用するルックアップを使用するときに、ルックアップ条件に NULL 値
を含まれる場合は、ルックアップ条件が無視されます。
注: Amazon Redshift コネクタは接続されていないルックアップトランスフォーメーションをサポートしてい
ません。
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テンプレートベースのマッピングタスクの Amazon Redshift オブジェクト
統合テンプレートに基づいてマッピングタスクを設定する場合は、Amazon Redshift のソースとターゲットに
詳細プロパティを設定できます。

マッピングタスクの Amazon Redshift ソース
テンプレートベースのマッピングタスクで使用する Amazon Redshift ソース接続の場合、マッピングタスクウ
ィザードの［ソース］ページで詳細プロパティを設定できます。
以下の詳細プロパティを設定できます。

詳細プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ターゲットデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮しま

す。
ランタイム環境でステージングファイルを圧縮するときにタスクパフォーマンス
が向上します。
デフォルトではオンに設定されています。

ステージングディレク
トリの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行する場合は、ランタイム環境内の各
Secure Agent マシンで利用できるディレクトリパスを指定します。
Hosted Agent のランタイム環境でタスクを実行する場合は、ステージングディレ
クトリを空のままにしてください。Hosted Agent は、一時的な場所にディレクト
リを作成します。

UnloadOptions プロパ
ティファイル

Unload コマンドのオプション。
Amazon Redshift オブジェクトから S3 バケットにデータを書き込むためには、
Unload コマンドにオプションを追加します。次のオプションを追加できます。
- DELIMITER
- PARALLEL
- ESCAPE
- AWS_IAM_ROLE
Secure Agent のランタイム環境でタスクを実行するときは、アンロードオプショ
ンを含むプロパティファイルのパスを指定するか、［UnloadOptions プロパティ
ファイル］フィールドで直接アンロードオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［UnloadOptions プロ
パティファイル］フィールドで直接オプションを指定します。

S3 クライアントサイ
ドの暗号化の有効化

Secure Agent がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化することを示
します。

暗号化タイプ ソースの暗号化タイプを選択します。以下の暗号化タイプから選択できます。
- SSE-S3
- SSE-KMS
デフォルトは、SSE-S3 です。詳細については、「Amazon Redshift ソースのデータ
暗号化」  (ページ 133)を参照してください。
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詳細プロパティ 説明
S3 ファイルの分割ダ
ウンロードの有効化

大きな Amazon S3 オブジェクトを複数パーツに分けてダウンロードします。
Amazon S3 オブジェクトのファイルサイズが 5MB を超える場合は、オブジェク
トを複数パーツに分けて同時にダウンロードできます。

パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。デフォルトは 5MB です。
Infa 詳細フィルタ Amazon Redshift コネクタには適用されません。
Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL コ

マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-SQL コ
マンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできます。こ
こで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

SQL クエリ デフォルトクエリーを上書きします。カラム名を二重引用符で囲みます。SQL ク
エリでは大文字と小文字が区別されます。Amazon Redshift データベースでサポ
ートされている SQL 文を指定します。

Number of Sorted 
Ports

クエリが行われたソースの行をソートする場合に使用されるカラム数。エージェ
ントでは、ソース行を読み込む際にデフォルトのクエリに ORDER BY 句が追加さ
れます。ORDER BY 句には、指定された数のポートが、トランスフォーメーショ
ンの最初のポートから順に取り込まれます。ソートするポート数を指定する場合、
データベースのソート順は、セッションのソート順に一致しなければなりません。
デフォルトは 0 です。

個別選択 一意の値を選択します。このオプションを選択すると、エージェントに SELECT 
DISTINCT 文が含まれます。Amazon Redshift は末尾のスペースを無視します。し
たがって、予期されるより少ない行がエージェントで抽出される可能性がありま
す。

ソーステーブル名 デフォルトのソーステーブル名を上書きできます。
トレースレベル ログファイルに表示される詳細情報の量を設定します。

［簡易］、［通常］、［詳細 - 初期化］、［詳細 - データ］から選択できます。デフォル
トは［通常］です。

マッピングタスクの Amazon Redshift ターゲット
テンプレートベースのマッピングタスクで使用する Amazon Redshift ターゲット接続の場合、マッピングタス
クウィザードの［ターゲット］ページで詳細プロパティを設定できます。
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以下の詳細プロパティを設定できます。

プロパティ 説明
S3 バケット名 Amazon Redshift ターゲットデータの Amazon S3 バケット名。

Amazon Redshift クラスタと同じリージョンで S3 バケットを使用します。
圧縮を有効にする ファイルを Amazon Redshift に書き込む前に、ステージングファイルを圧縮

します。
ランタイム環境でステージングファイルを圧縮するときにタスクパフォーマ
ンスが向上します。
デフォルトではオンに設定されています。

ステージングディレクト
リの場所

Amazon Redshift のステージングディレクトリ。
ランタイム環境をホストするマシン上のディレクトリを指定します。

バッチサイズ バッチ内の最小行数。0 より大きい値を入力します。
デフォルトは 2000000 です。

INSERT 用のアップロード
バッチごとの最大
Redshift エラー数

バッチの失敗の原因となるバッチ内のエラーの数。正の整数値を入力します。
エラー数がプロパティ値以上になると、ランタイム環境はバッチ全体をエラ
ー行ファイルに書き込みます。
デフォルトは 1 です。

データロード前にターゲ
ットテーブルをトランケ
ート

データをターゲットに書き込む前に、Amazon Redshift ターゲットをトランケ
ートします。

CHAR データ型および
VARCHAR データ型の
NULL 値

Amazon Redshift ターゲットの CHAR および VARCHAR フィールドの NULL 値
を表すために使用される文字列値（NULL、スペース文字など）。
デフォルトは空の文字列です。

S3 でのファイル整合性の
ための待ち時間（秒）

ランタイム環境でステージングファイルを使用できるようになるまでの待ち
時間（秒）。
デフォルトは 5 です。

CopyOptions プロパティ
ファイル

プロパティファイルのパス。
Amazon S3 から Amazon Redshift ターゲットにデータを書き込むために Copy
コマンドにオプションを追加できるようになります。次のオプションを追加
できます。
- DELIMITER
- ACCEPTINVCHARS
- QUOTE
- COMPUPDATE
Secure Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、コピーオプション
を含むプロパティのパスを指定するか、［CopyOptions プロパティファイル］
フィールドで直接コピーオプションを指定します。
Hosted Agent ランタイム環境でタスクを実行するときは、［CopyOptions プ
ロパティファイル］フィールドで直接オプションを指定する必要があります。

S3 サーバーサイドの暗号
化の有効化

Amazon S3 がアップロードおよびアクセス時にデータを暗号化および復号化
することを示します。
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プロパティ 説明
S3 クライアントサイドの
暗号化の有効化

ランタイム環境がプライベート暗号化キーを使用してデータを暗号化するこ
とを示します。
サーバーサイドとクライアントサイドの両方で暗号化を有効にすると、ラン
タイム環境はサーバーサイドの暗号化を無視します。

ターゲットテーブルのク
リーンアップ

ディスク領域を回復し、指定したテーブルまたはデータベース内のすべての
テーブルの行をソートします。
次のリカバリオプションを選択できます。
- なし
- 全体
- ソートのみ
- 削除のみ
- 再インデックス
デフォルトは［なし］です。

ターゲットテーブルの分
析

読み取りおよび書き込み操作の効率が向上します。
Amazon Redshift のクエリプランナーは、統計メタデータを更新して、クエリ
効率の向上に最適な計画を作成して選択します。

S3 でステージングファイ
ルを保持するためのプレ
フィックス

Amazon S3 でステージングファイルを保持します。
Amazon S3 でステージングファイルを保持するには、ディレクトリプレフィ
ックスとファイルプレフィックスの両方をスラッシュ（/）で区切って指定す
るか、ファイルプレフィックスのみを指定します。例えば、backup_dir/
backup_file や backup_file です。

Pre-SQL Amazon Redshift からデータを読み取る前にクエリを実行するための Pre-SQL
コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもできま
す。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

Post-SQL Amazon Redshift にデータを書き込んだ後にクエリを実行するための Post-
SQL コマンド。UNLOAD コマンドまたは COPY コマンドを使用することもで
きます。ここで指定するコマンドは、プレーンテキストとして処理されます。

ターゲットテーブル名 デフォルトのターゲットテーブル名を上書きできます。
パーツサイズ オブジェクトのパーツサイズを指定します。

デフォルトは 5MB です。
TransferManager スレッド
プールサイズ

データを並行して書き込むスレッドの数を指定します。
デフォルトは 10 です。

バッチごとのファイル数 バッチごとにターゲットステージングファイル数を計算するためのファイル
数を指定します。
値を指定しない場合、ターゲットステージングファイル数は内部的に計算さ
れます。
注: クラスタタイプと AmazonRedshift クラスタ内のノード数に基づいて最小
値を指定します。大きい値を指定しないでください。そうしない場合、タス
クは OutOfMemoryError エラーメッセージを表示して失敗します。
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プロパティ 説明
成功ファイルディレクト
リ

Amazon Redshift の成功行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシン
のランタイム環境で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルト
では、データ統合は成功ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation 
directory>/apps/Data_Integration_Server/data/success に書き込みます。
Hosted Agent は成功行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム環
境でタスクを実行するときは［成功ファイルディレクトリ］フィールドを空
白のままにします。

エラーファイルのディレ
クトリ

Amazon Redshift のエラー行ファイルのディレクトリ。
エラー行ファイルのディレクトリ。各 Secure Agent マシンのランタイム環境
で使用可能なディレクトリパスを指定します。デフォルトでは、データ統合
はエラー行ファイルをディレクトリ<Secure Agent installation directory>/
apps/Data_Integration_Server/data/error に書き込みます。
デフォルトのエラーファイルディレクトリを指定するとき、［スケジュール］
タブからエラーファイルをダウンロードすることができます。
エラーファイルディレクトリがデフォルトのエラーディレクトリ以外の場合、

［スケジュール］タブからエラーファイルをダウンロードすることはできませ
ん。エラーファイルを見付けるには、指定されたディレクトリに移動する必
要があります。
Hosted Agent はエラー行ファイルを作成しません。Hosted Agent ランタイム
環境でタスクを実行するときは［エラーファイルディレクトリ］フィールド
を空白のままにします。
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第  1 9  章

Amazon Redshift のプッシュダウ
ンの最適化

プッシュダウンの最適化を使用し、ソースデータベースまたはターゲットデータベースにトランスフォーメー
ションロジックをプッシュできます。プッシュダウンの最適化は、データベースのリソースを使用することに
よってタスクのパフォーマンスを向上させることが可能な場合に使用します。
プッシュダウンの最適化用に設定されたタスクを実行すると、トランスフォーメーションロジックが SQL クエ
リに変換されます。タスクでクエリがデータベースに送信され、データベースでクエリが実行されます。
Amazon Redshift コネクタは、マッピングに Amazon ODBC Redshift ドライバを使用する ODBC 接続タイプ
に対して、完全およびソースのプッシュダウンの最適化をサポートしています。
注: 完全なプッシュダウンの最適化が有効になっているマッピングに更新/挿入操作を設定することはできませ
ん。詳細モードのマッピングには、プッシュダウン最適化は設定できません。
例

急成長を遂げているデータサイエンス組織で働いているとします。この組織は、財務分析を行うソフトウ
ェア製品を開発して、個人のプロフィール、企業、職務、広告主、および出版社をつなぐ財務グラフを作
成しています。組織では、Amazon Web サービスに基づくインフラストラクチャを使用して、ペタバイト
規模のデータウェアハウスである Amazon Redshift にデータを格納しています。組織では、可視化を作成
してリアルタイム分析を実現するためにビジネスインテリジェンスサービスを実装する予定です。そのた
め、Amazon Redshift に格納されている膨大な量のデータをビジネスインテリジェンスサービスに移植す
る必要があります。Amazon Redshift コネクタを使用して、Amazon Redshift からデータを読み取ること
ができます。この大量のデータを読み取るために、ODBC 接続タイプとして、ソースのプッシュダウンを
使用できます。プッシュダウンの最適化による ODBC 接続タイプを使用すると、パフォーマンスが向上し
ます。

Amazon Redshift マッピングでサポートされる関数および演算子
次の表に、Amazon Redshift データベースでのプッシュダウン関数の可用性を示します。X マークの付いたカ
ラムは、ソース側または完全なプッシュダウンの最適化を使用して、関数を Amazon Redshift データベースに
プッシュできることを示しています。S マークの付いたカラムは、ソース側のプッシュダウン最適化を使用し
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てのみ、関数を Amazon Redshift データベースにプッシュできることを示しています。ダッシュ（-）記号の
付いたカラムは、関数をデータベースにプッシュできないことを示しています。

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

ABORT() - INSTR() X REG_REPLACE -
ABS() X IS_DATE() - REPLACECHR() -
ADD_TO_DATE() X IS_NUMBER() - REPLACESTR() -
AES_DECRYPT() - IS_SPACES() - REVERSE() -
AES_ENCRYPT() - ISNULL() S ROUND(DATE) -
ASCII() - LAST() - ROUND(NUMBER) X
AVG() S LAST_DAY() X RPAD() X
CEIL() X LEAST() - RTRIM() X
CHOOSE() - LENGTH() X SET_DATE_PART() -
CHRCODE() - LN() X SIGN() X
COMPRESS() - LOG() - SIN() X
CONCAT() X LOOKUP - SINH() -
COS() X LOWER() X SOUNDEX() -
COSH() - LPAD() X SQRT() X
COUNT() S LTRIM() X STDDEV() S
CRC32() - MAKE_DATE_TIME() - SUBSTR() X
CUME() - MAX() S SUM() S
DATE_COMPARE() X MD5() X SYSTIMESTAMP() S
DATE_DIFF() X MEDIAN() - TAN() S
DECODE() X METAPHONE() - TANH() -
DECODE_BASE64() - MIN() S TO_BIGINT X
DECOMPRESS() - MOD() S TO_CHAR(DATE) S
ENCODE_BASE64() - MOVINGAVG() - TO_CHAR(NUMBER) X
EXP() X MOVINGSUM() - TO_DATE() X
FIRST() - NPER() - TO_DECIMAL() X
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関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

関数 プッシュ
ダウン

FLOOR() X PERCENTILE() - TO_FLOAT() X
FV() - PMT() - TO_INTEGER() X
GET_DATE_PART() X POWER() X TRUNC(DATE) S
GREATEST() - PV() - TRUNC(NUMBER) S
IIF() X RAND() - UPPER() X
IN() S RATE() - VARIANCE() S
INDEXOF() - REG_EXTRACT() -
INITCAP() X REG_MATCH() -

次の表に、Amazon Redshift データベースで使用できるプッシュダウン演算子を示します。X マークの付いた
カラムは、ソース側、ターゲット側、または完全なプッシュダウンの最適化を使用して、演算子を Amazon 
Redshift データベースにプッシュできることを示しています。

演算子 プッシュダウン
+ X
- X
* X
/ X
% X
|| X
> X
= X
>= X
<= X
! = X
AND X
OR X
NOT X
^= X
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Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Amazon Redshift は、Windows システムおよび Linux システムで Amazon ODBC Redshift ドライバをサポー
トしています。システム要件に基づいて Amazon ODBC Redshift 64 ビットドライバをインストールする必要
があります。
注: Informatica では、プッシュダウンの最適化に使用するドライバとして、Amazon Redshift ODBC ドライ
ババージョン AmazonRedshiftODBC-64-bit-1.4.8.1000-1.x86_64 を認定しています。

Windows 上の Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Windows 上の Amazon Redshift に接続するように ODBC 接続を確立するには、ODBC 接続を設定する必要が
あります。
Windows 上で ODBC 接続を設定するには、次の手順を実行します。
1. AWS サイトから Amazon Redshift ODBC ドライバをダウンロードします。 

Amazon Redshift ODBC 64 ビットドライバをダウンロードする必要があります。
2. Secure Agent がインストールされているマシンに Amazon Redshift ODBC ドライバをインストールしま

す。 
3. ODBC データソースファイルのインストール先のフォルダを開きます。 
4. odbcad32.exe ファイルを実行します。 

［ODBC データソースアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されます。
5. ［システム DSN］をクリックします。 

［システム DSN］タブが表示されます。次の図は、［ODBC データソースアドミニストレータ］ダイアログ
ボックスの［システム DSN］タブを示しています。
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6. ［設定］をクリックします。 
[Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]ダイアログボックスが表示されます。次の図は、
[Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]ダイアログボックスを示していて、ここで[接続設
定]および[資格情報]を設定できます。

7. [接続設定]セクションで次の接続プロパティを指定します。 

プロパティ 説明
データソース名 データソースの名前。
サーバー Amazon Redshift サーバーの場所。
ポート Amazon Redshift サーバーのポート番号。
データベース Amazon Redshift データベースの名前。

注: JDBC URL から得た[サーバー]、[ポート]、および[データベース]の値を指定する必要があります。
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8. [資格情報]セクションで次の資格情報を指定します。 

プロパティ 説明
ユーザー Amazon Redshift データベースにアクセスするためのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift データベースのパスワード。
パスワードの暗号化 次のユーザーのパスワードを暗号化します。

- カレントユーザのみ
- このマシンのすべてのユーザー
デフォルトは[カレントユーザのみ]です。

9. [Amazon Redshift ODBC Driver DSN セットアップ]で、[テスト]をクリックして接続をテストします。 
10. ［OK］をクリックします。 

Amazon Redshift ODBC 接続が Windows 上で正常に設定されました。
Amazon Redshift ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必
要があります。
Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する方法については、「ODBC 接続の作成」  (ページ
108)を参照してください。

Linux 上の Amazon Redshift ODBC 接続の設定
Linux 上の Amazon Redshift に接続するように ODBC 接続を確立するには、ODBC 接続を設定する必要があり
ます。
Linux 上で ODBC 接続を設定するには、次の手順を実行します。
1. AWS サイトから Amazon Redshift ODBC ドライバをダウンロードします。 

Amazon Redshift ODBC 64 ビットドライバをダウンロードする必要があります。
2. Secure Agent がインストールされているマシンに Amazon Redshift ODBC ドライバをインストールしま

す。 
3. odbc.ini ファイルのプロパティを次の形式で設定します。 

[ODBC Data Sources]driver_name=dsn_name
[dsn_name]Driver=path/driver_file
Host=cluster_endpointPort=port_numberDatabase=database_name

4. odbc.ini ファイルに次のプロパティを指定します。 

プロパティ 説明
ODBC Data Sources データソースの名前。
Driver Amazon Redshift ODBC ドライバファイルの場所。
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プロパティ 説明
Host Amazon Redshift ホストの場所。
Port Amazon Redshift サーバーのポート番号。
Database Amazon Redshift データベースの名前。

注: JDBC URL から得た Host、Port、および Database にの値を指定する必要があります。
5. オペレーティングシステムに次の環境変数を設定します。 

変数 説明
LD_LIBRARY_PATH Amazon Redshift ODBC ドライバがインストールされているディレクトリ。
ODBCINI odbc.ini ファイルが含まれるディレクトリ。
ODBCHROME ODBC のインストールディレクトリ。

6. 次のコマンドを実行して odbc.ini ファイルをエクスポートします。 
Export ODBCINI=/<odbc.ini file path>/odbc.ini

7. Secure Agent を再起動します。 
Linux 上の Amazon Redshift ODBC 接続が正常に設定されました。

Amazon Redshift ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必
要があります。
Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する方法については、「ODBC 接続の作成」  (ページ
108)を参照してください。

ODBC 接続の作成
ODBC 接続を設定した後で、Amazon Redshift に接続するための ODBC 接続を作成する必要があります。
次の手順を実行して、［接続］ページで Amazon Redshift ODBC 接続を作成します。
1. 管理者で、［接続］をクリックします。 
2. 右上隅の［新しい接続］をクリックします。 
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［新しい接続］ページが表示されます。次の図は、［新しい接続］ページを示しています。

3. ［接続の詳細］セクションで、次の接続の詳細を設定します。 

プロパティ 説明
接続名 ODBC 接続の名前。
説明 接続の説明。
タイプ 接続の種類。

接続のタイプに［ODBC］を選択します。

4. ［接続のプロパティ］セクションで、次の接続の詳細を設定します。 

プロパティ 説明
ランタイム環境 タスクを実行するランタイム環境の名前。
ユーザー名 Amazon Redshift アカウントのユーザー名。
パスワード Amazon Redshift アカウントのパスワード。
データソース名 Amazon Redshift データベース用に作成した ODBC データソースの名前を入力し

ます。
スキーマ Amazon Redshift スキーマ名。
コードページ Secure Agent がデータの読み取りまたは書き込みに使用する必要があるコードペ

ージを選択します。
ODBC サブタイプ ［ODBC サブタイプ］フィールドの値を［Redshift］と入力します。

Amazon Redshift ODBC 接続が正常に作成されました。
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クロススキーマプッシュダウンの最適化
Amazon Redshift ODBC 接続を使用して同じデータベース内の異なるスキーマの Amazon Redshift オブジェ
クトへのデータの読み取りまたは書き込みを行うマッピングタスクに対して、クロススキーマプッシュダウン
の最適化を設定できます。
クロススキーマプッシュダウンの最適化を使用するには、Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、ソース接
続およびターゲット接続のスキーマを指定します。ソーススキーマおよびターゲットスキーマは異なる必要が
ありますが、どちらも同じデータベースに属している必要があります。マッピングタスクにプッシュダウンの
最適化を設定して、詳細セッションプロパティでクロススキーマプッシュダウンの最適化を有効にします。デ
フォルトでは、[クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化]チェックボックスが選択されています。

Amazon Redshift マッピングタスクに対するクロススキーマの最適化の設定
次の手順を実行して、Amazon Redshift マッピングタスクに対するクロススキーマプッシュダウンの最適化を
設定します。
1. Amazon Redshift ODBC のソース接続およびターゲット接続を、それぞれ異なるスキーマで定義して作成

します。 
以下に例を示します。
• rs_odbc1 Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、接続プロパティで CQA_SCHEMA1 スキーマを指定しま

す。
• rs_odbc2 Amazon Redshift ODBC 接続を作成して、接続プロパティで CQA_SCHEMA2 スキーマを指定しま

す。
2. Amazon Redshift マッピングを作成します。 

例えば、m_rs_pdo_crossSchema Amazon Redshift マッピングを作成します。
3. ソーストランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift ソースオブジェクト、および接続に指

定されたスキーマを使用してデータを読み取るための接続を含めます。 
例えば、ソーストランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift ソースオブジェクト、および
CQA_SCHEMA1 を使用してデータを読み取るための rs_odbc1 接続を含めます。

4. ターゲットトランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift ターゲットオブジェクト、および
接続に指定されたスキーマを使用してデータを書き込むための接続を含めます。 
例えば、ターゲットトランスフォーメーションを追加します。Amazon Redshift ターゲットオブジェク
ト、および CQA_SCHEMA2 を使用してデータを書き込むための rs_odbc2 接続を含めます。

5. Amazon Redshift マッピングタスクを作成して、次のタスクを実行します。 
a. 設定された Amazon Redshift マッピングを選択します。 

例えば、m_rs_pdo_crossSchema Amazon Redshift マッピングを選択します。
b. ［スケジュール］タブの［詳細オプション］で、[プッシュダウンの最適化]を追加して、値を［完全］

に設定します。 
c. ［クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化］を選択します。 

次の図に、設定した［クロススキーマプッシュダウンの最適化の有効化］プロパティを示します。
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d. タスクを保存し、［終了］をクリックします。 
マッピングタスクを実行すると、Secure Agent は、CQA_SCHEMA1 スキーマに関連付けられた Amazon 
Redshift ソースオブジェクトからデータを読み取り、CQA_SCHEMA2 スキーマに関連付けられた Amazon 
Redshift ターゲットオブジェクトにデータを書き込みます。

プッシュダウンの最適化の関数に関するルールおよびガイドライン
Amazon Redshift データベースに関数をプッシュする際には、以下のルールおよびガイドラインを使用しま
す。
• TRUNC(DATE)を Amazon Redshift にプッシュするには、日付および形式引数を定義する必要があります。

定義しないと、エージェントはこの関数を Amazon Redshift にプッシュしません。
• Amazon Redshift の集計関数が受け取る引数は 1 つだけで、それは集計関数のフィールドセットです。フ

ィルタ条件引数は認められません。また、ターゲットにマッピングされているすべてのフィールドが、
GROUP BY 句に指定されていることを確認します。

• SYSTIMESTAMP()に形式を指定して、SYSTIMESTAMP を Amazon Redshift にプッシュしないでください。
Amazon Redshift データベースは完全なタイムスタンプを返します。

• INSTR()を Amazon Redshift にプッシュするには、文字列、search_value、および開始引数のみを定義し
ます。Amazon Redshift では、オカレンスおよび comparison_type 引数はサポートされていません。

• TO_BIGINT および TO_INTEGER を Amazon Redshift にプッシュすると、フラグ引数は無視されます。
• IN()を Amazon Redshift にプッシュすると、CaseFlag 引数は無視されます。
• ADD_TO_DATE()関数の一部として NS 形式を使用する場合、エージェントではこの関数が Amazon 

Redshift にプッシュされません。
• 次の形式のいずれかを TO_CHAR()および TO_DATE()関数の一部として使用する場合、エージェントではこ

れらの関数が Amazon Redshift にプッシュされません。
- NS
- SSSS
- SSSSS
- RR

• TRUNC(DATE)、GET_DATE_PART()、および DATE_DIFF()を Amazon Redshift にプッシュするには、次の
形式を使用する必要があります。
- D
- DDD
- HH24
- MI
- MM
- MS
- SS
- US
- YYYY
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第  2 0  章

データ型リファレンスの概要
データ統合では、Amazon Redshift との同期タスク、マッピング、およびマッピングタスクに次のデータ型が
使用されます。
Amazon Redshift のネイティブデータ型

Amazon Redshift のデータ型は、フィールドのメタデータを編集するときに、ソースおよびターゲットト
ランスフォーメーションに表示されます。

トランスフォーメーションデータ型
トランスフォーメーションで表示されるデータ型のセットです。ANSI SQL-92 汎用データ型に基づく内部
データ型で、プラットフォーム間でデータを移動するときランタイム環境によって使用されます。同期タ
スク、マッピング、およびマッピングタスクのトランスフォーメーションすべてにトランスフォーメーシ
ョンデータ型が表示されます。
データ統合は、ソースデータを読み取るときに、ネイティブデータ型を対応するトランスフォーメーショ
ンデータ型に変換してから、データのトランスフォームを実行します。データ統合は、ターゲットに書き
込むときに、トランスフォーメーションデータ型を対応するネイティブデータ型に変換します。

Amazon Redshift とトランスフォーメーションのデータ型
次の表に、ランタイム環境がサポートしている Amazon Redshift データ型と、対応するトランスフォーメーシ
ョンデータ型の一覧を示します。

Amazon Redshift のデー
タ型

トランスフォーメーションデー
タ型

説明

Bigint Bigint 符号付き 8 バイト整数。
Boolean Small Integer 論理ブール型（true/false）。
Char String 固定長文字列。
日付 タイムスタンプ カレンダーの日付（年、月、日）。
Decimal Decimal 選択精度の正確な数値。
Double Precision ダブル 倍精度浮動小数点数。
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Amazon Redshift のデー
タ型

トランスフォーメーションデー
タ型

説明

Integer Integer 符号付き 4 バイト整数。
Real Double 単精度浮動小数点数。
Smallint Small Integer 符号付き 2 バイト整数。
タイムスタンプ タイムスタンプ 日時（タイムゾーンなし）。
Varchar String ユーザー定義で制限される可変長文字列。
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トラブルシューティング概要
Amazon Redshift コネクタのエラーをトラブルシューティングするには、以下のセクションを使用します。

Amazon Redshift コネクタのトラブルシューティング
ODBC 接続を使用して Amazon Redshift に接続し、UTF 文字を読み取り、Secure Agent が Linux にインストー
ルされるときにタスクが失敗する問題を解決するにはどうすればよいですか?

この問題の詳細については、
https://kb.informatica.com/solution/23/Pages/62/516325.aspx?myk=516325 を参照してください。

読み取り操作または書き込み操作を実行する Amazon Redshift 接続の圧縮オプションを有効にするときに、ロ
ーカルステージング領域の最大サイズの値はどのくらいですか?

この問題の詳細については、https://kb.informatica.com/faq/7/Pages/16/497540.aspx?myk=497540
を参照してください。

Amazon Redshift コネクタの AWS IAM 認証はどのように設定しますか?
AWS IAM 認証の設定の詳細については、
Configuring AWS IAM Authentication for Amazon Redshift and Amazon Redshift V2 Connectors を参
照してください。。

Amazon Redshift タスクの結果は、ID とプライマリキーを含むターゲットフィールドのマッピングを同じカラ
ムまたは異なるカラムに行うかによって異なりますか?

この問題の詳細については、https://kb.informatica.com/faq/7/Pages/21/535693.aspx?myk=535693
を参照してください。

Amazon Redshift 接続のトラブルシューティング
タスクを実行して Amazon Redshift にデータを書き込むときに次のエラーが原因でタスクが失敗します。

Amazon_RedshiftWriter_30007 [ERROR] Copy command on record 'public.basic_data_types' failed due to [ERROR: S3ServiceException:The bucket you are attempting to access must be addressed using the specified endpoint. Please send all future requests to this endpoint.,Status 301,Error PermanentRedirect,Rid A8BA401CC765AC53,ExtRid NAbd1uxKirJVjDas1zo3WONdQ/+6p674RYkO
この問題は、Amazon Redshift ユーザーと接続プロパティのクラスタがタスクの S3 バケットと異なる領
域にあるために発生します。
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タスクを設定して同じ領域の S3 バケットを接続のユーザーとクラスタとして使用する必要があります。
異なる接続を使用して S3 バケットに書き込むこともできます。
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